


（1）本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。

（2）本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがありますので、 

あらかじめご了承ください。

（3）本マニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気づきのことがありまし

たら、お手数ですが巻末記載の弊社支店または営業所までご連絡ください。その際、巻末記載のマニュアルNo.

も併せてお知らせください。

おことわり

COMBICONは、フエニックス･コンタクト株式会社の登録商標です。

DeviceNetは、ODVA（Open DeviceNet Vendor Association）の登録商標です。

Microsoft、Windows 95、Windows 98、Windows NT、Windows 2000は、米国マイクロソフト社の登録商標です。

その他、本文中に記載されている商品名および会社名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

本商品の著作権は、オムロン株式会社が有します。
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はじめに 
 

このたびは、DeviceNetコンフィグレータをお買い上げいただきまして、ありがとう
ございます。 

DeviceNetコンフィグレータは、弊社の高度な技術と豊富な経験を元に開発された、
DeviceNetネットワークの構築および各種設定や、状態のモニタを行うソフトウェア
です。 

DeviceNetコンフィグレータの機能を十分ご理解の上、正しくお使いください。 

対象となる読者の方々 

本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 

電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で 

・FA機器の導入を担当される方 

・FAシステムを設計される方 

・FA現場を管理される方 

お願い 
・本マニュアルは、DeviceNetコンフィグレータを使用する上で、必要な情報を記載
しています。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してくださ
い。また、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元におい
てお使いください。 

「ご使用に際してのご承諾事項」について 

1. 保証内容 

①保証期間 

当社商品の保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といたします。 

②保証範囲 

上記保証期間中に当社側の責により当社商品に故障を生じた場合は、代替品の提供
または故障品の修理対応を、製品の購入場所において無償で実施いたします。 

ただし、故障の原因が次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外いたしま
す。 

a)カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件･環境･取扱いならび
にご使用による場合 

b)当社商品以外の原因の場合 

c)当社以外による改造または修理による場合 

d)当社商品本来の使い方以外の使用による場合 

e)当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった場合 

f)その他、天災、災害など当社側の責ではない原因による場合 

 なお、ここでの保証は、当社商品単体の保証を意味するもので、当社商品の故障に
より誘発される損害は保証の対象から除かれるものとします。 

2. 責任の制限 

①当社商品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しては、当社
はいかなる場合も責任を負いません。 

②プログラミング可能な当社商品については当社以外の者が行ったプログラム、また
はそれにより生じた結果について当社は責任を負いません。 
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3. 適合用途の条件 

①当社商品を他の商品と組み合わせて使用される場合、お客様が適合すべき規格・法
規または規制をご確認ください。また、お客様が使用されるシステム、機械、装置
への当社商品の適合性は、お客様自身でご確認ください。これらを実施されない場
合は、当社は当社商品の適合性について責任を負いません。 

②下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のうえ仕様書などによりご
確認いただくとともに、定格・性能に対し余裕を持った使い方や、万一故障があっ
ても危険を最小にする安全回路などの安全対策を講じてください。 

a)屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカタロ
グ・取扱説明書などに記載のない条件や環境での使用 

b)原子力制御設備、焼却設備、鉄道・航空・車両設備、医用機械、娯楽機械、安全
装置、および行政機関や個別業界の規制に従う設備 

c)人命や財産に危険が及びうるシステム・機械・装置 

d)ガス、水道、電気の供給システムや 24 時間連続運転システムなど高い信頼性が
必要な設備 

e)その他、上記ａ）～ｄ）に準ずる、高度な安全性が必要とされる用途 

③お客様が当社商品を人命や財産に重大な危険を及ぼすような用途に使用される場合
には、システム全体として危険を知らせたり、冗長設計により必要な安全性を確保
できるよう設計されていること、および当社商品が全体の中で意図した用途に対し
て適切に配電・設置されていることを必ず事前に確認してください。 

④カタログなどに記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採用に
際しては機器・装置の機能や安全性をご確認のうえ、ご使用ください。 

⑤当社商品が正しく使用されずお客様または第三者に不測の損害が生じることがない
よう使用上の禁止事項および注意事項をすべてご理解のうえ守ってください。 

4. 仕様の変更 

カタログ・取扱説明書などに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他の事
由により、必要に応じて、変更する場合があります。当社営業担当者までご相談のう
え当社商品の実際の仕様をご確認ください。 

5. サービスの範囲 

本製品の価格には、技術者派遣などのサービス費用は含まれておりません。 

お客様のご要望がございましたら、当社営業担当者までご相談ください。 

6. 適用範囲 

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。 

 

 

海外でのご使用について 
本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（ま
たは技術）に該当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は、同法に基づ
く輸出許可、承認（または役務取引許可）が必要です。 
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安全上のご注意 
安全に使用していただくための表示と意味について 

本マニュアルでは、DeviceNet コンフィグレータを安全に使用していただくために、
注意事項を次のような表示と図記号で示しています。ここで示した注意事項は、安全
に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってください。 

表示と意味は次のとおりです。 

 

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

 

 
安全上の要点 
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 
使用上の注意 
製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または
回避すべきことを示します。 

 

お願い  

 本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。 
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図記号の説明 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 

具体的な内容は、△の中と文章で示します。 

左図の場合は、「感電注意」を表します。 

  

 

記号は、禁止を意味しています。 

具体的な内容は、 の中と文章で示します。 

左図の場合は、「分解禁止」を表します。 

  

 

●記号は、強制を意味しています。 

具体的な内容は、●の中と文章で示します。 

左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 

  

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 

具体的な内容は、△の中と文章で示します。 

左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 

  

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 

具体的な内容は、△の中と文章で示します。 

左図の場合は、「高温注意」を表します。 
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通電中は、ボード／カードを分解したり内部に触れたりしない 

でください。 

感電の恐れがあります。 
 

 

プログラマブルコントローラ（PLC）の故障や外部要因による 

異常が発生した場合も、システム全体が安全側に働くように、 

PLCの外部で安全対策を施してください。 

異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。 

① 非常停止回路、インターロック回路、リミット回路など、安全

保護に関する回路は、必ず PLC外部の制御回路で構成してくだ

さい。 

② PLCは、自己診断機能で異常を検出したときや、運転停止故障

診断(FALS)命令を実行したとき、運転を停止して全出力をOFF

にします。このとき、システムが安全側に動作するよう、PLC

外部で対策を施してください。 

③ 出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などによっ

て、PLCの出力がONまたはOFFになったままになることがあ

ります。このとき、システムが安全側に動作するよう、PLC外

部で対策を施してください。 

④ PLCのDC24V出力(サービス電源)が過負荷の状態または短絡さ

れると、電圧が降下し、出力はOFFとなることがあります。こ

のとき、システムが安全側に動作するよう、PLC外部で対策を

施してください。 
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運転を停止している状態（「プログラム」モード）においても、CPU

ユニットは、I/Oリフレッシュを行っています。したがって、以下

のいずれかの操作によって、出力ユニットに割り付けられた出力

リレーエリアのデータ、または高機能 I/Oユニット／CPU高機能ユ

ニットに割り付けられた各リレーエリアのデータを変更する場

合、十分に安全を確認してから行ってください。出力ユニットま

たは高機能 I/Oユニット／CPU高機能ユニットに接続された負荷が

思いがけない動作をする恐れがあります。 

・周辺ツール（パソコンツール）による、I/Oメモリの CPUユニッ

トへの転送操作 

・周辺ツールによる、現在値変更操作 

・周辺ツールによる、強制セット／リセット操作 

・メモリカードまたは EMファイルメモリからの、I/Oメモリファ

イルの CPUユニットへの転送操作 

・ネットワーク上の他の PLCまたは上位コンピュータからの、I/O

メモリの転送操作 
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他ノードへプログラムを転送するときや、I/Oメモリを変更する 

ときは、変更先ノードの安全を確認してから行ってください。 

けがをする恐れがあります。 
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安全上の要点 
 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）を使用する際には、次のことに気を付けてく
ださい。 

 

・運転時には、必ずスキャンリスト有効モードで使用してください。 

・動作中のネットワークに新たなノードを追加する場合は、通信速度が一致している
ことを確認してから行ってください。 

・通信ケーブルの接続には、必ず指定ケーブルをご使用ください。 

・接続距離は、仕様の範囲内でご使用ください。 

・次のことを行うときは、パソコン本体の電源やスレーブの電源、通信用の電源を
OFFにしてください。 

・DeviceNet専用ボード／カードを着脱するとき 

・ロータリースイッチを設定するとき 

・装置を組み立てるとき 

・ケーブルの接続、配線するとき 

・コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき 

・通信ケーブルコネクタなどロック機構のあるものは、必ずロックしていることを確
認してから使用してください。 

・コンピュータへのボード取付ネジ、コネクタのネジ、ケーブルのネジは、本マニュ
アルで指定した規定トルクで締めてください。 

・本マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。 

・端子台、コネクタを十分確認してから、装着してください。 

・配線には、圧着端子を付けてください。撚り合わせただけの電線を直接、接続しな
いでください。 

・ケーブルの配線時には、以下の注意をお守りください。 

・通信ケーブルは、動力線、高圧線から離してください。 

・通信ケーブルを折り曲げないでください。 

・通信ケーブルを引っ張らないでください。 

・通信ケーブルに物を載せないでください。 

・通信ケーブルは、必ずダクト内に配線してください。 

・接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電されてから、PCIボードに触れ
てください。 

・電源事情が悪い場所では、特に定格の電圧や周波数を供給できるようにしてご使用
ください。 

・据え付け工事の際には、必ず D種接地(第 3種接地)をしてください。 

・外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。 

・配線、スイッチなどの設定を十分に確認してから通電してください。 

・作成したユーザプログラム（ラダープログラムなど）は、十分な動作確認を行った
後、本運転に移行してください。 

・運転再開に必要なデータメモリや保持リレーの内容、パラメータおよびデータは、
交換した CPUユニット・高機能 I/Oユニットに転送してから運転を再開してくださ
い。 

・運搬や保存時は、LSI、ICなどの静電気による破壊防止のため、回路基板を導電性
のもので覆い、保存温度範囲に保ってください。 
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・回路基板には、電気部品のリードなど鋭利な部分がありますので、部品実装部や基
盤の裏面に直接手を触れないでください。 

・専用ボード／カードを輸送するときは、専用の梱包箱を使用してください。また、
輸送中に過度な振動や衝撃が加えられないように注意してください。 

・本製品を、分解して修理や改造をしないでください。 
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使用上の注意 
 

●本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。 

●次のような環境には設置しないでください。 

・日光が直接当る場所 

・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所 

・温度の変化が急激で結露するような場所 

・腐蝕性ガス、可燃性ガスのある場所 

・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所 

・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所 

・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 

●次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。 

・静電気などによるノイズが発生する場所 

・強い電界や磁界が生じる場所 

・放射能を被曝する恐れのある場所 

・電源線が近くを通る場所 
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ソフトウェアの使用および保証条件 
 

弊社では、下記の「使用および保証条件」に従って、ソフトウェア製品のご使用をお
願い申し上げております。同封の「ソフトウェアユーザ登録票」に基づいて、お客様
へのアフターサービスを実施させていただきます。 

 

使用および保証条件 
（詳細については別紙ソフトウェア使用許諾契約書をご覧ください） 

 

1 著作権について 

このソフトウェア（同封の記録媒体、マニュアル等の文書に記録、記載された内容
を意味します）の著作権はオムロン株式会社にあります。 

 

2 コピーおよび変更、改良について 

(1) ソフトウェアの保存（バックアップ）および次項（2）による変更、改造の目
的以外のためにこのソフトウェアの全部または一部をコピーしないでくださ
い。 

(2) お客様ご自身がご利用になる場合のみ、このソフトウェアの変更、改造を行
うことができます。ただし、お客様の変更、改造により何らかの欠陥が生じ
た場合、および、このような変更、改造の結果、お客様に損害が生じた場合
につきましては、弊社は責任を負いかねます。 

3 保証およびアフターサービスについて 

(1) 万一、弊社の責任によりこのソフトウェアが正常に機能しない場合は、無償
で修理、または交換いたします。 

(2) 前項（1）の保証は、この製品のご購入日より 1年間とさせていただきます。 

(3) 「ソフトウェアユーザ登録票」をご返送していただいたお客様には、弊社が知
り得たプログラム上の誤り（バグ）や製品改良（バージョンアップ）など、必
要な情報をお知らせします。 

(4) このソフトウェアのご使用により、万一、お客様に損害が生じた場合におき
ましても、本書に定める以外の責任は負いかねます。 

 

4 第三者による使用について 

このソフトウェアまたはそのコピーを貸与、譲渡その他の方法による第三者の使
用に関しての権利は許諾しないものとします。 
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マニュアル改訂履歴 
 

マニュアル改訂記号は、表表紙および裏表紙の左下に記載されているMan.No.の語尾
に付記されています。 

 

 

改訂記号 

SBCD-316F Man. No.

 
 
改訂記号 改訂年月 改ページ・内容 

－ 2000年 8月 初版印刷 

B 2000年 10月 誤記訂正 

C 2001年 9月 バージョンアップに伴う改訂 

D 2003年 2月 PCMCIAカードの形式変更に伴う改訂 

E 2003年 9月 誤記訂正、説明追加 

安全に関するご注意の追加および変更 

F 2004年 4月 誤記訂正、生産中止機種のご連絡 
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マニュアル構成 
 

DeviceNetコンフィグレータ形WS02-CFDC1-Jの関連マニュアルは、下表のように構
成されています。併せてご覧ください。 

 
Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 

SBCD-316

（本書） 

形WS02-CFDC1-J 

形 3G8F5-DRM21 

形 3G8E2-DRM21-V1 

DeviceNetコンフィグレータ Ver.2.

□ 

オペレーションマニュアル 

コンフィグレータを使用するとき 

SCCC-308  DeviceNet 

ユーザーズマニュアル 

DeviceNet通信ネットワーク共通の通信
仕様、配線方法について知りたいとき 

SBCD-314 形 CS1W-DRM21(-V1) 

形 CJ1W-DRM21 

CS/CJシリーズ DeviceNetユニット
ユーザーズマニュアル 

CS/CJシリーズ DeviceNetユニットに
ついて知りたいとき 

SBCD-312 形 C200HW-DRM21-V1 

形 CVM1-DRM21-V1 

DeviceNetマスタユニット 

ユーザーズマニュアル 

C200H用、CVM1/CV用、DeviceNetマ
スタユニットについて知りたいとき 

SBCD-315 形 3G8F7-DRM21 DeviceNet PCIボードスキャナ 

ユーザーズマニュアル 

DeviceNet PCIボードについて知りたい
とき 
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第 1章 DeviceNet コンフィグレータ（Ver.2.□）の概要 

DeviceNetコンフィグレータの機能の概要や、動作環境について説明していま
す。 

 

第 2章 インストール 

DeviceNetコンフィグレータのインストール方法について説明しています。 

 

 

第 3章 基本操作 

DeviceNetコンフィグレータの基本操作について、説明します。 

 

 

第 4章 デバイスパラメータの編集 

DeviceNetコンフィグレータで仮想ネットワークを構築し、各デバイスに必要な
設定を行い、リモート I/O通信ができるようにするまでの使用方法について説
明します。 

第 5章 オンライン操作 

DeviceNetコンフィグレータのオンライン操作（デバイスへのダウンロード、ア
ップロード、デバイスモニタなど）について、説明します。 

 

第 6章 ファイル操作その他 

DeviceNetコンフィグレータのファイル操作、その他について、説明します 

 

 

付録 

DeviceNetコンフィグレータのエラーメッセージなどについて説明しています。
必要に応じてご覧ください。 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

付 
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構成品の確認 
 

ご購入いただいた商品の内容物をご確認ください。 

■ 形WS02-CFDC1-Jの構成品 
・コンフィグレータのインストールディスク（CD-ROM） 1枚 

・3G8F5/3G8E2 Setup Disk（ドライバ設定ツールのディスク）（CD-ROM） 1枚 

・ユーザー登録用はがき兼ソフトウェア使用許諾契約書 1枚 

■ 形 3G8F5-DRM21の構成品 
・専用 ISAボード 1枚 

（通信コネクタ 1個付属） 

・コンフィグレータのインストールディスク（CD-ROM） 1枚 

・3G8F5/3G8E2 Setup Disk（ドライバ設定ツールのディスク）（CD-ROM） 1枚 

・ユーザー登録用はがき兼ソフトウェア使用許諾契約書 1枚 

■ 形 3G8E2-DRM21-V1の構成品 
・専用 PCMCIAカード（カード部、ユニット部） 1式 

（通信コネクタ 1個付属） 

・コンフィグレータのインストールディスク（CD-ROM） 1枚 

・3G8F5/3G8E2 Setup Disk（ドライバ設定ツールのディスク）（CD-ROM） 1枚 

・ユーザー登録用はがき兼ソフトウェア使用許諾契約書 1枚 
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第 1章 

DeviceNetコンフィグレータ 

（Ver.2.□）の概要 
 

 

 

 

この章では、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）の概要、仕様、動作環境、接続
インタフェースについて説明します。 
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1－1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）とは 
 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）は、マルチベンダネットワーク DeviceNetを、
グラフィカルな画面操作によって、構築・設定・管理するためのソフトウェアです。 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）内部で、仮想のネットワーク（ネットワーク
構成ウィンドウ）を構築し、各デバイスの設定、モニタを行うことができます。 

1－1－1 DeviceNetネットワークへの接続 
DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）が、DeviceNetネットワークへ接続する方法は、
次のとおりです。 

いずれの接続方法でも、使用できる機能は同じです。 

 

・専用ボード／カード経由の接続 

パソコン（コンフィグレータ）にオムロン製 DeviceNetボードを装着して DeviceNet

ネットワークに接続します。 

専用ボード/カード�

コンフィグレータ�
形WS02-CFDC1-J

DeviceNetネットワーク�
 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）は、DeviceNetの 1ノードとして扱われます。 

 

・シリアル接続経由の接続 

パソコンの COMポートから、CS/CJシリーズ DeviceNetユニット（形
CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21）を装着した CS/CJシリーズ CPU装置のシリ
アル通信ポート（ツールポート）を経由して、DeviceNetユニットを介して、
DeviceNetネットワークに接続します。 

コンフィグレータ
形WS02-CFDC1-J

COMポート

ツールバスまたは上位リンク

DeviceNetネットワーク

CS/CJシリーズ�
DeviceNetユニット

CPUユニットのペリフェラルポート
またはRS-232Cポート、またはシリアル
コミュニケーションボード／ユニットの
RS-232Cポート

 
DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）は、DeviceNetの 1ノードとして扱われません。 
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・Ethernet経由の接続 

パソコンの Ethernetポートから、CS/CJシリーズ イーサネットユニットを経由して、 

DeviceNetネットワークに接続します。 
注：いずれの接続方法でも、実現可能なオンライン接続機能は、同一です。 

CS/CJシリーズ�
Ethernetユニット�

CS/CJシリーズ�
DeviceNetユニット�

CPUユニット�

Ethernetポート�

DeviceNetネットワーク�
Ethernet

コンフィグレータ�
形WS02-CFDC1-J

 

1－1－2 形式 

品名 形式 構成品 
DeviceNetネットワ
ークへの接続方法 

対応パソ
コン 

対応 OS 

DeviceNet

コンフィグ
レータ
(Ver.2.□) 

形WS02-CFDC1-J インストール
ディスク
（CD-ROM）

以下のいずれか 

・専用ボード／カー
ド（注） 

・パソコンの COM

ポートからシリ
アル接続 

・パソコンの
Ethernetポートか
ら Ethernet経由の
接続 

DOS/V 

パソコン 

Windows 

95/98/Me 

または 

Windows NT 4.0 

/2000/XP 

注：専用ボード／カードは、以下のとおりです。 

 

 
形式 構成品 対応パソコン 対応 OS 

形 3G8F7-DRM21 専用 PCIボード（コンフィグ
レータは付属していません）

DOS/Vパソコン Windows 95/98/Me 

または Windows NT 4.0 

/2000 

形 3G8E2-DRM21-V1 専用 PCMCIAカード＋
DeviceNetコンフィグレータ
（Ver.2.□）のインストール
ディスク 

 Windows 95/98/Me/2000/XP 

形 3G8F5-DRM21 専用 ISAボード＋DeviceNet

コンフィグレータ（Ver.2.□）
のインストールディスク 

 Windows 95/98 

またはWindows NT 4.0 
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1－1－3 概要 

コンフィグレータ
の主な機能

設定機能

モニタ機能

保存機能

マスタ機能のリモートI/O自由割付（スキャンリストの作
成）、スレーブ機能のリモートI/Oの自由割付

CS/CJシリーズ DeviceNetユニットの、マスタ機能、スレー
ブ機能の有効／停止設定

スキャンリスト以外のマスタのデバイスパラメータの設定
（コネクション設定、デバイス情報のチェック有無、通信サ
イクル時間）

他社製スレーブおよび他社製マスタのデバイスパラメータの
設定

ネットワークに接続されているデバイス情報の一覧表示

マスタステータス、ユニットステータス、マスタ異常履歴、
通信サイクル時間のモニタ

マスタのデバイスパラメータ作成によるデバイス情報（オフ
ライン時）、またはネットワークに接続されているデバイス
情報（オンライン時）を、「ネットワーク構成ファイル」と
して保存可能  

注：スキャンリストなどのマスタのデバイスパラメータを作成する方法には、次の 2つの方法
があります。 
①ウィザードを使用する（パラメータウィザード） 
②すべての項目を設定する（パラメータ編集） 
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1－1－4 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）の仕様 
 

項目 仕様 

ハードウェア パソコン：DOS/Vパソコン 
CPU：Pentium 166MHz以上 
メモリ：32Mバイト以上 
ハードディスク：15Mバイト以上の空き容量 

動作環境 

OS Windows 95/98/Me/NT 4.0/2000（ただし、専用ボードによって制限あり） 

専用ボード／カード使
用時 

形 3G8F7-DRM21：専用 PCIボード 
形 3G8F5-DRM21：専用 ISAボード 
形 3G8E2-DRM21-V1：専用 PCMCIAカード 

シリアル接続時（シリ
アル通信経由
DeviceNetネットワー
クへの接） 

パソコンの COMポートから、CS/CJシリーズ PLCの、以下のシリアル通信ポート
（ツールバスまたは上位リンク）を経由して、DeviceNetネットワークへ接続 
 ・CPUユニットのペリフェラルポート 
 ・CPUユニットの RS-232Cポート 

 ・シリアルコミュニケーションボード/ユニットの RS-232Cポート 
注：シリアル通信経由 DeviceNetネットワークへの接続には、CS/CJシリーズ

DeviceNetユニット（形 CS1W-DRM21(-V1)／形 CJ1W-DRM21）が必要 

ネットワークへの接続方法 

Ethernet接続時
（Ethernet 経由
DeviceNetネットワー
クへの接） 

パソコンの Ethernetポートから、CS/CJシリーズ PLCのイーサネットユニットを経
由して、DeviceNetネットワークへ接続 
注：Ethernet経由DeviceNetネットワークへの接続には、 CS/CJシリーズイーサネッ

トユニット（形 CS1W-ETN□□／形 CJ1W-ETN□□）および CS/CJシリーズ
DeviceNetユニット（形 CS1W-DRM21(-V1)／形 CJ1W-DRM21）が必要 

専用ボード／カー
ド使用時 

1ノードアドレスを占有 ノードアドレス
の占有 

シリアル接続時 ノードアドレスを占有せず 

ネットワークへの接続可能台数 1台／1ネットワーク 

対応 DeviceNetマスタ オムロン製マスタユニット 
形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21、形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1、形 3G8F7-DRM21 
注：オープンネットワークコントローラ、および NetXServer for DeviceNetについては、そのファイル形式

で（マスタユニットのデバイスパラメータを）出力可能 

オムロン製マスタユニットのパラメータ（「マスタのデバイスパラメータ」）の設定 
・マスタとしてのリモート I/Oの自由割付（スキャンリストの作成。自由なノードアドレス順に設定可能、

OUT/IN各 2ブロック割付可能）（注） 
・スレーブとしてのリモート I/Oの自由割付 
・マスタとしてのリモート I/O通信での使用コネクションの設定 
・スレーブとしてのリモート I/O通信での使用コネクションの設定 
・リモート I/O通信でのデバイス情報のチェックの有無設定（スレーブのベンダー、デバイスタイプ、プロ
ダクトコードのチェック有無） 

・Explicitメッセージのメッセージ監視タイマリストの設定 
・COS/Cyclicハートビートタイマ値の設定 
・通信サイクル時間設定 
注：・設定を容易にするマスタのデバイスパラメータ作成ウィザードを用意 
  ・この自由割り付けによって、ノードアドレス自由割付、または PLC本体上に複数のマスタユニットを

装着しても、割付エリアが重ならないようにすることが可能 

スレーブのパラメータの設定（他社製スレーブを含む） 

各ノードのノードアドレス／通信速度の設定 

設定機能 

I/Oコメント設定（スレーブの I/Oデータに） 

モニタ機能 ・ネットワークに接続されているデバイス情報を一覧表示（ノードアドレス順、リモート I/O構成順など） 
・オムロン製マスタユニットのステータスモニタ 
・オムロン製マスタユニットの異常履歴モニタ（発生時刻、異常コード、異常内容） 
・通信サイクル時間のモニタ 
・スレーブのステータスやパラメータのモニタ 

保存機能 ・ネットワークに接続されているデバイスのパラメータ情報をネットワーク構成ファイルとして保存 
・各デバイスのパラメータ情報を、デバイス単位にデバイスパラメータファイルとして保存 

ファイルエクスポ
ート機能 

・ネットワーク構成リスト（「詳細」表示の内容）を CSV形式でエクスポート 
・I/Oコメントを CSV形式でエクスポート 
・オムロン製マスタユニットのデバイスパラメータを、オープンネットワークコントローラ用の

DRM_UNIT（仮想ユニット）用ファイルにエクスポート 
・オムロン製マスタユニットのデバイスパラメータを、NetXServer for DeviceNet（ネットエックスサーバー）
用ファイルにエクスポート 

おもな機能 

その他 ・EDSファイルの読み込み/作成 
・マスタ/スレーブのデバイスパラメータの印刷 
・Explicitメッセージによるパラメータ設定や読み出し 

 

ポイント 

 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で、DeviceNetの構築・マスタ／スレーブの
設定を行うには、必ず EDSファイルが必要です。他社製スレーブを設定する場合は、
EDSファイルを入手してください。 
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1－1－5 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で作成するファイル 
DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で作成可能なファイルは、以下のとおりです。 

 
ファイル名 内容 拡張子 

ネットワーク構成
ファイル 

1つの仮想ネットワーク（ネットワーク構成ウィンドウ）上のす
べてのデバイス（マスタ／スレーブ）のパラメータ内容（パラメ
ータファイル）の集合体 

.npf 

デバイスパラメー
タファイル 

個々のデバイス（マスタまたはスレーブ）のパラメータの内容 .dvf 

EDSファイル DeviceNet共通のデバイス定義ファイル .eds 

 

参 考 

 

他に、以下のファイルにエクスポートして、保存することができます。 
・ネットワーク構成（「詳細」表示の内容）を CSV形式で保存 
・I/Oコメントを CSV形式で保存 
・オムロン製マスタユニットのデバイスパラメータを、オープンネットワークコント
ローラ用の DRM_UNIT（仮想ユニット）用ファイルで保存 

・オムロン製マスタユニットのデバイスパラメータを、NetXServer for DeviceNet
（ネットエックスサーバー）用ファイルで保存 

 

 

1－1－6 インポート可能な、以前のコンフィグレータ（Ver.1.□□）の

ファイル 
本 Ver.2.□は、以前のコンフィグレータ（Ver.1.□□）で作成した以下のファイルを、
インポート可能です。 

 
ファイル名 内容 拡張子 

ネットワーク構成
ファイル 

1つの仮想ネットワーク（ネットワーク構成ウィンドウ）上のす
べてのデバイス（マスタ／スレーブ）のパラメータ内容（パラメ
ータファイル）の集合体 

.ntf 

マスタパラメータ
ファイル 

個々のマスタのパラメータの内容 .dsf 

スレーブパラメー
タファイル 

個々のスレーブのパラメータの内容 .dpf 

 



1－1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）とは 
 

1-7 

1 

Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｎ
ｅ
ｔ
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
タ
（
Ｖ
ｅ
ｒ
．
２
．
□
）
の
概
要 

1－1－7 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）の機能の説明 
DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）には、次の 2つのモードがあります。 

 オンライン：DeviceNetネットワークと接続され、通信するモード 

 オフライン：DeviceNetネットワークと接続されていないモード 

 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）には、DeviceNetを構築・設定・管理するため
の、次のような機能があります。 

● Windows 95/98/Me/NT 4.0/2000/XP上で動作 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）は、Windows上で動作するソフトウェアです。 

他のアプリケーションと同時に実行することもできるため、DeviceNetネットワーク
の状態をモニタしながら、他の作業を行うこともできます。 
注：ISAボードを使用する場合は、Windows95/98/NT 4.0でのみ使用できます。 

PCMCIAカードを使用する場合は、Windows 95/98/Me/2000/XPでのみ使用できます。 

● グラフィカルなオブジェクト指向の設定・モニタ画面 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）は、グラフィカルなWindowsの操作性を活用
することで、操作が容易なソフトウェアになっています。 

マスタ／スレーブの絵をドラッグ&ドロップするだけで、ネットワーク構成ウィンド
ウへの追加、マスタへのスレーブの登録が可能のため、複雑なコマンド入力などは不
要です。初めての方でも容易に作業を行うことができます。 

● ネットワーク管理機能 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）内部で、仮想のネットワーク（ネットワーク
構成ウィンドウ）にデバイスを追加し、ネットワークを構築します。このネットワー
ク構築を、オフラインで実行可能です。 

ネットワーク構成を、ファイルまたは実際のネットワークから仮想のネットワーク
（ネットワーク構成ウィンドウ）へ読み出すこともできます。 

また、逆に仮想のネットワーク（ネットワーク構成ウィンドウ）からネットワーク構
成をダウンロードして、すべてのデバイスの設定を一括で実際のデバイスに登録する
こともできます。 

● DeviceNetネットワークへのオンライン接続機能 

・専用ボード／カード経由で DeviceNetネットワークに接続することが可能です。（そ
の場合、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）は DeviceNetネットワーク上の 1

ノードとなります。） 

・パソコンのCOMポートから、ツールバスまたは上位リンクにより、CS/CJシリーズ 

CPUユニット（またはシリアルコミュニケーションボード／ユニット）のシリアル
通信ポート経由で接続することが可能です。 

この場合、DeviceNetネットワークへの接続には、CS/CJシリーズ DeviceNetユニッ
ト（形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21）が必要です。 

・パソコンの Ethernetポートから、CS/CJシリーズ イーサネットユニット経由で接続
することが可能です。 

この場合、DeviceNetネットワークへの接続には、CS/CJシリーズ DeviceNetユニッ
ト（形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21）が必要です。 
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● デバイス設定機能 

オムロン製マスタユニット、スレーブユニット、他社製スレーブの以下のような各種
パラメータ設定を行うことができます。 

なお、各デバイスの I/Oデータにコメントを付けることもできます。 

設定機能 内容 
形 CS1W-DRM21(-V1)
形 CJ1W-DRM21 

形 C200HW-DRM21-V1、 
形 CVM1-DRM21-V1 

マスタ機能有効/
停止 

リモート I/O通信のマスタ機能の有効/停止を切
り替えます。 

○ × 

I/O割付 任意のエリア・順番で、スレーブをマスタに
割り付けることができます（自由割付）。単純
な I/O割り付けであれば、「パラメータウィザ
ード」機能を使用することで、表示に従って設
定していくだけで、容易に I/O割り付けを行う
ことができます。また、スレーブを割付エリ
アにドラッグ&ドロップするだけで、割り付け
ることも可能です。 

○ ○ 

通信サイクル時
間設定 

通信サイクル時間（スレーブとの入出力の間
隔）を設定します。 

○ ○ 

コネクション設
定 

リモート I/O通信時に、ユーザが任意にコネク
ションを設定することが可能です（最大 2コネ
クション／スレーブごと）。通常どおり、コネ
クションの自動選択も可能です。 

○ × 

デバイス情報チ
ェック 

リモート I/O通信時に、スレーブのデバイス情
報（ベンダー、デバイスタイプ、プロダクトコ
ード）をチェックするか否かを設定します。 

○ × 

スレーブ機能有
効/停止 

リモート I/O通信のスレーブ機能の有効/停止を
切り替えます。 

○ × 

スレーブ機能
I/O割付 

CSシリーズDeviceNetユニットのスレーブとし
ての I/O割付を行います。自由割付が可能で
す。 

○ × 

起動時リモート
I/O通信開始 

マスタユニット起動時に自動的にリモート I/O
通信を開始するか、開始させないかを設定し
ます。 

－ 
（*1） 

○ 

Explicitメッセー
ジ通信設定/解除

リモート I/O通信を行わずに、Explicitメッセー
ジ通信のみを行なう機能を設定/解除します。

－ 
（*2） 

○ 

*1：マスタ機能有効／停止設定で、同等の機能を実現。 
*2：スキャンリストに登録しない場合、リモート I/O通信を行わず、Explicitメッセージ通信が

可能。 

 

● デバイスモニタ機能 

モニタ機能をサポートしたデバイスのステータスや異常履歴などをモニタすることが
できます。モニタ機能は、オムロン製マスタユニットと一部の高機能スレーブがサポ
ートしています。 

・マスタステータスモニタ 

指定したオムロン製マスタユニットの状態が表示されます。また、そのマスタユニ
ットとリモート I/O通信を行っているスレーブの状態も表示されます。 

・スレーブステータスモニタ 

指定したマルチプル I/Oターミナル（通信ユニット：形 DRT1-COM）の状態が表示
されます。また、その通信ユニットに接続されている I/Oユニットの構成も表示さ
れます。 

・マスタ異常履歴表示 

指定したオムロン製マスタユニットに記録されている異常履歴を読み出して、表示
することができます。指定マスタユニット内の異常履歴をすべてクリアすることも
できます。 
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・通信サイクル時間表示 

指定したオムロン製マスタユニットの通信サイクル時間が表示されます。現在の通
信サイクル時間と、最後に起動/クリアしてからの最大・最小の通信サイクル時間
が表示されます。最大・最小の通信サイクル時間をクリアして、最大値・最小値の
チェックを新たに開始させることもできます。 

● ファイル管理機能 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）では、下図のようなデータをファイルとして
セーブ/ロードできます。 
 

個々のマスタデバイスのパラメータファイル 

ネットワーク構成ファイル 
ネットワーク構成（デバイス一覧） 

マスタデバイスのパラメータ

・
・
・ 

マスタデバイスのパラメータ

スレーブデバイスのパラメータ

・
・
・

スレーブデバイスのパラメータ

個々のマスタデバイスのパラメータファイル 

個々のスレーブデバイスのパラメータファイル 

個々のスレーブデバイスのパラメータファイル 

・
・
・ 

・
・
・

 
・ネットワーク構成ファイルは、各デバイスのパラメータファイルの集合体です（す
べてのマスタ／スレーブのデバイスのパラメータを含みます）。 

マスタ／スレーブのデバイスのパラメータファイルには、各デバイスのパラメータ
が格納されます（ネットワーク構成ファイルとは別に、単独でもファイルとして管
理できます）。 

・以前の DeviceNetコンフィグレータ（Ver.1.□□）のファイルとのデータ互換性はあ
りません。ただし、インポート機能を使用することで、以前の DeviceNetコンフィ
グレータ（Ver.1.□□）のファイルを読み込むことができます。 
注：CSシリーズ DeviceNetユニット（形 CS1W-DRM21(-V1)）のデバイスパラメータファイ

ルは、CS1 CPUユニットのメモリカードにバックアップ可能な「ユニット設定ファイ
ル」とデータの互換性があります。 

● デバイス（EDSファイル）管理機能 

本DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）でネットワークを構築するには、すべて EDS

ファイルが必要です。 

各デバイスの情報はすべて EDSファイルから取得するようになっています。 

EDSファイルが提供されていない場合、本機能によって、EDSファイルのインストー
ルや作成を行うことができます。 

● その他の機能 

本 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）では、DeviceNetベンダー定義ファイルや、
デバイスタイプ定義ファイル、マルチプル I/Oターミナルのスレーブ設定ファイルを
設定追加することができます。これにより、新しい DeviceNetデバイスベンダーの追
加、デバイスタイプの追加などを行うことができます。 

また、他社のデバイス（マスタ、スレーブ）および今後新しく発売されるデバイス用
に、編集機能やモニタ機能をアドインするための拡張モジュールをインストール可能
です。 

 

お願い 

 

専用ボードを使用して DeviceNetネットワークに接続する場合、コンフィグレータは
DeviceNetネットワーク上の 1ノードとなります。他のノードとノードアドレスが重
複しないように注意してください。 
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1－1－8 従来のコンフィグレータ（Ver.1.20）との比較 
本 Ver.2.□の、従来のコンフィグレータ（Ver.1.20）との、おもな機能比較は、以下の
とおりです。 

○：可能、×：不可 

項目 Ver.2.□ Ver.1.20 
基本的な構成／操作 オフラインでのドラッグ＆ドロップ操作により、

コンフィグレータ内部に仮想のネットワーク（ビ
ジュアル表示）を構成可能。オンラインのまま、
各デバイス（マスタ／スレーブ）の設定を行うこ
とが可能。 

オンラインにしてから、各デバイスの設
定をする。マスタユニットのスキャンリ
ストのみ、オフラインで設定可能。 

ネットワークへの接続方法 ・専用 PCIボード 
・専用 ISAボード 
・専用 PCMCIAカード 
・パソコンの COMポートから PLC（注）のシリ
アルポート経由 

・パソコンの Ethernetポートから PLC（注）のイ
ーサネットユニット経由 

・専用 ISAボード 
・専用 PCMCIAカード 

オムロン製マスタユニット 形 3G8F7-DRM21、形 CS1W-DRM21(-V1)、 
形 CJ1W-DRM21、形 CVM1-DRM21-V1、 
形 C200HW-DRM21-V1 
注：オープンネットワークコントローラ、および

NetXServer for DeviceNetについては、そのフ
ァイル形式で出力可能。 

形 CVM1-DRM21-V1 
形 C200HW-DRM21-V1 
注：形 CS1W-DRM21(-V1)、オープンネ

ットワークコントローラ、
NetXServer for DeviceNeは不可。 

スレーブとしてのリモート I/Oの自
由割付 

○（注） × 

マスタとしてのリモート I/O通信で
の使用コネクションの設定 

○（注） × 

スレーブとしてのリモート I/O通信
での使用コネクションの設定 

○（注） × 

リモート I/O通信でのデバイス情報
のチェックの有無設定 

○（注） × 

Explicitメッセージのメッセージ監視
タイマリストの設定 

○（注） × 

COS/Cyclicハートビートタイマ値の
設定 

○（注） × 

対応 DeviceNet
マスタ 

I/Oコメント設定（スレーブの I/Oデ
ータに） 

○ × 

ネットワークに接続されているデバ
イス情報一覧表示 

○ ○ 

ユニットステータスのモニタ ○（注 1） × 

モニタ機能 

スレーブ機能ステータスのモニタ ○ × 

ネットワーク構成ファイル ○（拡張子.npf） ○（拡張子.ntf） 

デバイスパラメータファイル 
○（拡張子.dvf） 

○ 
（マスタ：拡張子.dsf、 
スレーブ：拡張子.dpf） 

EDSファイル ○（拡張子.eds） × 

保存機能 

コンパクトフラッシュ コンパクトフラッシュに保存しマスタユニットへ
のダウンロードが可能（注１） 

× 

I/Oコメントを CSV形式ファイルで
出力 

○ × 

オープンネットワ
ークコントローラ
の DRM_UNIT用
ファイルで出力 

○ × 

オムロン製マス
タユニットのデ
バイスパラメー
タを 

NetXServer for 
DeviceNet（ネット
エックスサーバ）
用ファイルで出力

○ × 

EDSファイルの作成 ○ 
デバイスの識別情報および I/O情報を作成可能。
ただし、デバイスのパラメータ情報作成は不可。

△ 
仮の EDSファイル（デバイスの識別情報
のみ）を作成可能。デバイスの I/O情報
およびパラメータ情報作成は不可。 

ファイルエクス
ポート機能 

マスタ間の I/O割付重複チェック × ○ 

注：CS/CJシリーズ PLCのみ 
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1－2 動作環境 
 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）は、以下の環境で動作します。 

 
対応パソコン DOS/Vパソコン（IBM PC/AT互換機） 

OS Windows95/98/Me/NT4.0/2000 

CPU Pentium 166MHz以上 

ハードディスク空き容量 15Mバイト以上 

メモリ 32Mバイト以上 

CD-ROMドライブ 1台（インストールするときにのみ使用） 

ディスプレイ VGA以上の表示機能 

ネットワーク接続用ハード
ウェア 

DeviceNetネットワークにオンライン接続する場合、次のいずれか
のハードウェアが必要です。 

・オムロン製 DeviceNetボード/カード 

 専用 PCIボード（形 3G8F7-DRM21） 

 専用 PCMCIAカード（3G8E2-DRM21-V1） 

 専用 ISAボード（形 3G8F5-DRM21） 

・Ethernetポート 

・COMポート 

 

1－2－1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）使用時の留意点 
DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）を使用する場合は、以下の点に気を付けてく
ださい。 

・DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で扱うことができる DeviceNetマスタは、
オムロン製マスタユニット（形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21、形
CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1、形 3G8F7-DRM21）のみです。 

・DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）は、専用ボード／カードで接続した場合、1

つのノードとして DeviceNetネットワークに接続されます。そのため、ノードアド
レスに空きがない場合は、ネットワークに接続することはできません。ただし、
Ethernet接続やシリアル通信ポート接続の場合は、ノードアドレスは占有しませ
ん。 

・DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）は、ノイズの多い環境では使用しないでく
ださい。ノイズの影響を受けてパソコンが暴走する恐れがあります。ただし、パソ
コンが暴走した場合でも、DeviceNetネットワークに悪影響を及ぼすことはありま
せん。 
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1－2－2 PCMCIAカード使用時の留意点 
・PCMCIAカードのユニット部は、平坦な場所に置いて使用してください。 

・PCMCIAカードのカード部とユニット部を接続するケーブルを折り曲げて使用した
り、過度に引っ張って使用しないでください。 

・PCMCIAカードは携帯用のツールです。ネットワークに接続したまま放置しないよ
うにしてください。 

・PCMCIAカードのカード部とユニット部の間にフェライトコアを装着すると、ネッ
トワーク側から混入するノイズを軽減させることができます。 

下図のように、ユニット部側に近い位置と、カード部側に近い位置の２箇所に、フ
ェライトコアを装着してください。 

フェライトコア�

フェライトコア�

 
フェライトコアには、以下のいずれかの製品をご使用ください。 

日辰電機製作所製 

    0443-164251 

    045A-164257 

  ［お問い合わせ先］ 

    株式会社日辰電機製作所 東京事業所 

    〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-10 第 2上野ビル 31号 

Tel ：03-3226-5611 

Fax ：03-3226-5510 

 

 

 



      

 

第 2章 

インストール 
 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、パソコンへのハードウェアの設定・装着と、ハードウェアの設定、パソ
コン上でのハードウェアのセットアップや、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）
のインストール方法について説明します。 
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2－1 インストールの手順 
 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）のインストール手順を以下に示します。 

ネットワークに接続して、
設定やモニタリングを行う場合

（オンラインで使用する場合）

コンフィグレータ
をインストール

ドライバ設定ツー
ルをインストール

ISAボードをイ
ンストール

PCMCIAカード
をインストール

PCIボードをイ
ンストール

COMポートで
接続

Ethernet経由で
接続

ISAボードを使
用して接続

PCMCIAカード
を使用して接続

PCIボードを使
用して接続

ネットワーク設計のみを
行う場合

（オフラインで設定ファ
イルを作成する場合）
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2－2 ISAボードのインストール 
 

ここでは、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で使用する専用 ISAボードの設定
方法と、パソコンへの装着方法について説明します。 

2－2－1 作業前の確認 
DeviceNetコンフィグレータで使用する専用 ISAボードは、Plug & Playには対応して
いません。装着する前に、あらかじめ以下のことを確認・設定しておいてください。 

 
確認項目 確認内容 

OS（Windowsの種類） Windows95/98/NT4.0であることを確認してください。 

ISAボードは、この環境でのみ使用可能です。 

未使用の拡張スロット ご使用のパソコンの拡張スロット（ISAスロット）に空きがあること
を確認してください。 

未使用のメモリ DeviceNetコンフィグレータの ISAボードは、システムリソースとし
てメモリ範囲 C0000～DFFFF Hexの内、16Kバイト（4000 Hexバイト）
のメモリを占有します。ご使用のパソコンのメモリ範囲 C0000～
DFFFF Hexに空きがあるか確認し、先頭のアドレスを控えておいてく
ださい。ドライバのインストール時に必要となります。 

未使用の I/Oポートアドレス DeviceNetコンフィグレータの ISAボードは、システムリソースとし
てメモリ範囲 200～2FF Hexの内、8ポートを占有します。ご使用のパ
ソコンの I/Oポートアドレスに空きがあるか確認し、先頭の I/Oアドレ
スを控えておいてください。ISAボードのディップスイッチの設定時
に必要となります。 

 

参 考 

 

DeviceNetコンフィグレータで使用する専用 ISAボードは、WindowsMe/2000/XPで
は使用できません。 

 

■ Windows 95/98の場合 

Windows 95/98を使用している場合は、以下の操作でメモリ、I/Oポートアドレスの使
用状況を確認し、空きエリアを DeviceNetコンフィグレータで使用する専用 ISAボー
ドの予約エリアとして登録してください(Windows 95を例に示しますが、Windows 98

でも同様の手順です)。 

 

1 「スタート」ボタンをクリックし、「設定」から「コントロールパネル」を選択し
ます。 
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2 「コントロールパネル」ウィンドウで、「システム」をダブルクリックします。 

3 「システムのプロパティ」ウィンドウの上部にある「デバイスマネージャ」タブを
選択します。 

4 「コンピュータ」を選択（下図）して、「プロパティ」ボタンをクリックします。 

 

5 ウィンドウ上部で「リソースの表示」タブを選択します。 

6 「リソースの表示」タブで「I/Oポートアドレス」を選択すると、現在のリソース
の使用状態が表示されます。 

空きエリアを確認して、ISAボードの I/Oポートアドレスを決定します。 
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7 ウィンドウ上部で「リソースの予約」タブを選択します。 

 

8 「リソースの予約」タブで「I/Oポートアドレス」を選択してから、「追加」ボタ
ンをクリックし、ISAボードの I/Oポートアドレス範囲を登録します。 

アドレス範囲を入力したら、「OK」ボタンをクリックします。 

下図の例では、250～257 Hexを予約しています。 

 

9 同様にメモリエリアについても、5～8の手順でエリアを予約してください。 

10 「コンピュータのプロパティ」ウィンドウの「OK」ボタンをクリックして、ウィ
ンドウを閉じます。 

パソコンの再起動を確認するウィンドウが表示されますので、必要に応じて再起
動してください。 

 

■ Windows NT 4.0の場合 

Windows NT 4.0を使用している場合は、OSがメモリ、I/Oポートアドレスの使用状況
を監視していないため、ご使用のパソコンや周辺機器の取扱説明書を参照して、空き
エリアを調べてください。 
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2－2－2 ISAボードの各部の名称と機能 
DeviceNetコンフィグレータの ISAボードの各部の名称と機能は、次のようになってい
ます。 

ISAバスコネクタ 
　パソコンのISAスロット 
　に接続します。 

LED表示部 
　ISAボードの状態や、DeviceNet 
　ネットワークの状態を表示しま

DeviceNet通信コネクタ 
　DeviceNet通信ケーブル 
　を接続します。 

ディップスイッチ 
　ISAボードが使用するI/O 
　ポートアドレスを設定し 
　ます。 

MS LEDNS LED

 
 

● LED表示の意味 
MS NS 意味 

（緑）  オンライン要求待ち 

（緑） （緑） オンライン 

（赤）  オフライン 

：消灯  ：点灯  ：点滅 
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2－2－3 ISAボードのディップスイッチの設定 
パソコンに装着する前に、ISAボードのディップスイッチで、ISAボードが使用する
I/Oポートアドレスを設定します。 

 

お願い 

 

・ISAボードのコネクタ部や部品面に直接触れないようにしてください。 
・ISAボードを取り扱うときには、静電気に注意してください。 

ディップスイッチで、次のように I/Oポートアドレスを設定します。他の装置と競合
しない、未使用の I/Oポートアドレスを設定してください。 

 
ディップスイッチ番号 I/Oポートアド

レス（Hex） 1 2 3 4 5 6 
備考 

200～207 0 0 0 0 0 0 ゲームポートで使用 

208～20F 1 0 0 0 0 0  

210～217 0 1 0 0 0 0  

218～21F 1 1 0 0 0 0  

220～227 0 0 1 0 0 0  

228～22F 1 0 1 0 0 0  

230～237 0 1 1 0 0 0  

238～23F 1 1 1 0 0 0  

240～247 0 0 0 1 0 0  

248～24F 1 0 0 1 0 0  

250～257 0 1 0 1 0 0 工場出荷時設定 

258～25F 1 1 0 1 0 0  

260～267 0 0 1 1 0 0  

268～26F 1 0 1 1 0 0  

270～277 0 1 1 1 0 0  

278～27F 1 1 1 1 0 0 LPT2で使用 

280～287 0 0 0 0 1 0  

288～28F 1 0 0 0 1 0  

290～297 0 1 0 0 1 0  

298～29F 1 1 0 0 1 0  

2A0～2A7 0 0 1 0 1 0  

2A8～2AF 1 0 1 0 1 0  

2B0～2B7 0 1 1 0 1 0  

2B8～2BF 1 1 1 0 1 0  

2C0～2C7 0 0 0 1 1 0  

2C8～2CF 1 0 0 1 1 0  

2D0～2D7 0 1 0 1 1 0  

2D8～2DF 1 1 0 1 1 0  

2E0～2E7 0 0 1 1 1 0  

2E8～2EF 1 0 1 1 1 0 COMポート 4で使用 

2F0～2F7 0 1 1 1 1 0  

2F8～2FF 1 1 1 1 1 0 COMポート 2で使用 

0：OFF  1：ON 

お願い 

 

市販のボードの中には、200～2FF Hexと600～6FF Hexの使い分けができない製品も
あります。このようなボードの場合、2xx Hexを占有すると、下 2桁が同じ 6xx Hex
まで占有してしまいます。そこで、競合を避けるため、600～6FF Hexを使用する場
合は、できるだけ 200～2FF Hexで下 2桁が一致するような I/Oポートは設定しないよ
うにしてください。 
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2－2－4 パソコンへの装着 
ISAボードをパソコンの拡張スロット（ISAスロット）に装着します。 

装着作業を行う場合は、パソコンの電源をOFFにし、静電気の発生に十分注意してく
ださい。 

実際のパソコンへの装着方法については、ご使用のパソコンの取り扱い説明書を参照
してください。 

 

ISAボードは、I/Oポートの設定さえ問題なければ、パソコンを起動するだけで認識さ
れ、使用できる状態になります。ISAボードの装着が完了したら、「2－5 
ISA/PCMCIAドライバ設定ルーツのインストール」へお進みください。 

 

2－2－5 3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツールのインストール 
 

ご使用の OS（Windowsの種類）によって、操作や画面表示が少し異なります。ここで
は、Windows 98の場合を例に説明します。 

 

1 実行中のアプリケーションをすべて終了させます。 

2 添付の「3G8F5/3G8E2-DRM21 Setup Disk」を CD-ROMドライブにセットします。 

3 Setup.exeファイルをダブルクリックします。 

3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツールのインストールが開始されます。 

しばらくすると、下図のウィンドウが表示されます。 

内容を確認して、「次へ」ボタンをクリックします。 
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4 インストール先ディレクトリを指定します（下図）。 

表示されているディレクトリのままで良い場合は、そのまま「次へ」ボタンをクリ
ックします。 

他のディレクトリにインストールする場合は、「参照」を押して、ディレクトリを
指定してから、「次へ」ボタンをクリックします。存在しないディレクトリを指定
すると、自動的に作成されます。 

 

5. 3G8F5-DRM21/3G8E2-DRM21を選択します。 

 

6 3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツールを登録するプログラムフォルダ（「スタ
ート」の「プログラム」で表示される 3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツール用
のフォルダ）を指定します（下図）。 

表示されているプログラムフォルダのままで良い場合は、そのまま「次へ」ボタン
をクリックします。 

他のプログラムフォルダを指定する場合は、既存のプログラムフォルダを選択す
るか、新たなプログラムフォルダ名を入力してから、「次へ」ボタンをクリックし
ます。 
注：ここで指定したプログラムフォルダ名が、「スタート」メニュー－「DeviceNet Tools」

の下に登録されます。 
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7 インストールが実行され、ファイルのコピーが開始されます。 

8 3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツールのインストールが完了すると、プログラ
ムグループフォルダが自動的に作成されます。 

9 その後、デバイスドライバのセットアップを行うかどうかを確認するウィンドウ
が表示されますので（下図）、「はい」ボタンをクリックします。 

「いいえ」ボタンをクリックすると、デバイスドライバのセットアップを行わず、
そのまま終了します。 

 
 

参 考 

 

デバイスドライバのセットアップは、後から、［スタートメニュー］－［プログラム］
－［DeviceNet Tools］－［3G8F5,3G8E2-DRM21 Setup］－［3G8F5,3G8E2-DRM21 
Setup］で実行することができます。 

 

10 デバイスドライバのセットアップが起動します（下図）。 

すでにデバイスドライバが登録されていますので、「編集」ボタンをクリックしま
す。 

「新規」ボタンをクリックすると、新たに ISAボード・PCMCIAカードのドライバ
を追加することができます。 

「削除」ボタンをクリックすると、選択されている ISAボード・PCMCIAカードの
ドライバが削除されます。 

 
 

参 考 

 

・DeviceNetコンフィグレータは、ここで登録されているカード名を使用して ISAボ
ードや PCMCIAカードにアクセスします。 

・最初に表示されるカード名称は使用環境により異なります。 
・1枚の ISAボードまたは PCMCIAカードごとに、1つのカード名を登録してくださ
い。 

 

11 DeviceNetコンフィグレータで使用する ISAボード・PCMCIAカードの I/Oポート
アドレス（I/Oアドレス）、メモリアドレス（割込レベル）の設定を行います（手
順 12の画面参照）。 
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12 「I/Oアドレス」にボードのディップスイッチで設定した I/Oポートアドレスを入
力し、「メモリアドレス」にパソコンで未使用の値を入力します。「割り込みレベ
ル」は「なし」に設定します。 

必要に応じて「カード名」（ドライバ名）を変更することもできます。 

すべての項目を正しく設定して、「OK」ボタンをクリックすると、手順 10のウィ
ンドウに戻ります。 

 
 

お願い 

 

ISAボードを使用する場合、上記［カード設定］ダイアログボックスの「-V1型式」チ
ェックボックスにチェックを入れないでください。 

 

参 考 

 

DeviceNetコンフィグレータは割り込みを使用しないため、「割込レベル」は「なし」
に設定してください。 

 

13 「完了」ボタンをクリックすると、セットアップが完了します（下図）。 

 
Windows NTの場合は、再起動を求めるウィンドウが表示されます。 

14 以上で、3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツールのインストールは完了です。 
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2－3 PCMCIAカードのインストール 
 

ここでは、DeviceNetコンフィグレータで使用する PCMCIAカードのパソコンへの装
着方法や、使用できるようにするまでの方法について説明します。 

2－3－1 作業前の確認 
PCMCIAカードの装着を行う前に、あらかじめ以下のことを確認しておいてくださ
い。 

 
確認項目 確認内容 

OS（Windowsの種
類） 

Windows95/98/Me/2000/XPことを確認してください。 

PCMCIAカードは、この環境でのみ使用可能です。 

未使用のカードス
ロット 

ご使用のパソコンのカードスロット（TypeⅡ）に空きがあることを確認してく
ださい。 

未使用のメモリ DeviceNetコンフィグレータで使用する
PCMCIAカードは、システムリソースとし
て 16Kバイトのメモリを占有します。ご使
用のパソコンのメモリに空きがあるか確認
してください。 

未使用の I/Oポート
アドレス 

DeviceNetコンフィグレータで使用する
PCMCIAカードは、システムリソースとし
て 3ポートを占有します。ご使用のパソコン
の I/Oポートアドレスに空きがあるか確認し
てください。 

DeviceNetコンフィグレータで使
用する PCMCIAカードは、メモ
リと I/Oポートアドレスは「使用
できるリソースの組み合わせ」で
示す組み合わせのいずれかで使用
します（Windows 95/98の Plug & 

Play機能によって自動的に設定さ
れます）。 

 

参 考 

 

DeviceNetコンフィグレータで使用する PCMCIAカード（形 3G8E2-DRM21-V1）は、
Windows NT4.0では使用できません。 
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2－3－2 PCMCIAカードの各部の名称と機能 
DeviceNetコンフィグレータの PCMCIAカード（カード部、ユニット部）の各部の名
称と機能は、次のようになっています。 

カード部�
　パソコンのカードスロットに�
　装着します。�

ユニット部�
　DeviceNet通信を実行する�
　本体部分です。�

MS LED�

NS LED

LED表示部�
　PCMCIAカードの状態やDeviceNetネットワークの�
　状態を表示します。�  

 

● LED表示の意味 
MS NS 意味 

（緑）  オンライン要求待ち 

（緑） （緑） オンライン 

（赤）  オフライン 

：消灯  ：点灯  ：点滅 
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2－3－3 PCMCIAカードのセットアップ 
 

次の手順で PCMCIAカードをセットアップします。 

ご使用のパソコンや OS（Windowsの種類）によっては、操作や画面が異なる場合があ
ります。 

 

■ セットアップを始める前に 

セットアップを始める前に、使用中の PCMCIAカードがあれば、DeviceNetコンフィ
グレータで使用する PCMCIAカードも含めて、すべて取り外してください。セットア
ップ中は、一時的に PCMCIAカードが使用できなくなるため、セットアップ作業が途
中で実行できなくなることがあります。 

■ PCMCIAカードのセットアップ 

1 添付の「3G8F5/3G8E2-DRM21 Setup Disk」を CD-ROMドライブにセットします。 

2 システムが立ち上がっている状態で PCMCIAカードを装着すると、新しいハード
ウェアとして認識され、「新しいハードウェアの追加ウィザード」が起動します（下
図）。「次へ」ボタンをクリックします。 

 

3 ドライバの検索方法から、「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推
奨）」を選択して、「次へ」ボタンをクリックします。 

 
 

 



2－3 PCMCIAカードのインストール 
 

2-15 

2 

イ
ン
ス
ト
ー
ル 

4 ドライバの検索場所として、「CD-ROMドライブ」のみをチェックして、「次へ」
ボタンをクリックします。 

 

5 ドライバファイルが認識されます 

「次へ」ボタンをクリックするとドライバのインストールが始まります。 

 

6 ドライバのインストールが完了したら、「完了」ボタンをクリックします。 
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■ ドライバ・リソースの確認 

1 ドライバが正しくインストールされていることを確認します。 

「コントロールパネル」を開き、「システム」をダブルクリックして、ウィンドウ
上部で「デバイスマネージャ」タブを選択します。 

「SST Devices」が追加されていることを確認し、さらに左にある「＋」をクリック
して、PCMCIAカードのドライバである「3G8E2-DRM21-V1」または
「5136-DNP-PCM(n)」（nは PCMCIAスロットの番号）が表示されていることを確
認し、それらに「×」や「！」が付いていないことを確認します。 

 

2 使用しているリソースを確認します。 

「3G8E2-DRM21-V1」または「5136-DNP-PCM（n）」をダブルクリックしてプロパ
ティを表示させ、ウィンドウ上部で「リソース」タブを選択します。 

自動設定された「I/Oの範囲」と「メモリの範囲」が表示されます。 

 
これで、PCMCIAドライバのインストールは完了です。 

「I/Oの範囲」と「メモリの範囲」の値は、後でコンフィグレータをインストール
するときに必要になりますので、控えておいてください。 
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2－3－4 3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツールのインストール 
 

ご使用の OS（Windowsの種類）によって、操作や画面表示が少し異なります。ここで
は、Windows 98の場合を例に説明します。 

 

1 実行中のアプリケーションをすべて終了させます。 

2 添付の「3G8F5/3G8E2-DRM21 Setup Disk」を CD-ROMドライブにセットします。 

3 Setup.exeファイルをダブルクリックします。 

3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツールのインストールが開始されます。 

しばらくすると、下図のウィンドウが表示されます。 

内容を確認して、「次へ」ボタンをクリックします。 

 

4 インストール先ディレクトリを指定します（下図）。 

表示されているディレクトリのままで良い場合は、そのまま「次へ」ボタンをクリ
ックします。 

他のディレクトリにインストールする場合は、「参照」を押して、ディレクトリを
指定してから、「次へ」ボタンをクリックします。存在しないディレクトリを指定
すると、自動的に作成されます。 
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5 3G8F5-DRM21-V1/3G8E2-DRM21-V1を選択します。 

 

6 3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツールを登録するプログラムフォルダ（「スタ
ート」の「プログラム」で表示される 3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツール用
のフォルダ）を指定します（下図）。 

表示されているプログラムフォルダのままで良い場合は、そのまま「次へ」ボタン
をクリックします。 

他のプログラムフォルダを指定する場合は、既存のプログラムフォルダを選択す
るか、新たなプログラムフォルダ名を入力してから、「次へ」ボタンをクリックし
ます。 
注： ここで指定したプログラムフォルダ名が、「スタート」メニュー－「DeviceNet Tools」

の下に登録されます。 

 

7 インストールが実行され、ファイルのコピーが開始されます。 

8 3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツールのインストールが完了すると、プログラ
ムグループフォルダが自動的に作成されます。 

9 その後、デバイスドライバのセットアップを行うかどうかを確認するウィンドウ
が表示されますので（下図）、「はい」ボタンをクリックします。 

「いいえ」ボタンをクリックすると、デバイスドライバのセットアップを行わず、
そのまま終了します。 

 
 

参 考 

 

デバイスドライバのセットアップは、後から、［スタートメニュー］－［プログラム］
－［DeviceNet Tools］－［3G8F5,3G8E2-DRM21 Setup］－［3G8F5,3G8E2-DRM21 
Setup］で実行することができます。 
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10 デバイスドライバのセットアップが起動します（下図）。 

すでにデバイスドライバが登録されていますので、「編集」ボタンをクリックしま
す。 

「新規」ボタンをクリックすると、新たに ISAボード・PCMCIAカードのドライバ
を追加することができます。 

「削除」ボタンをクリックすると、選択されている ISAボード・PCMCIAカードの
ドライバが削除されます。 

 
 

参 考 

 

・DeviceNetコンフィグレータは、ここで登録されているカード名を使用して ISAボ
ードや PCMCIAカードにアクセスします。 

・最初に表示されるカード名称は使用環境により異なります。 
・1枚の ISAボードまたは PCMCIAカードごとに、1つのカード名を登録してくださ
い。 

 

11 DeviceNetコンフィグレータで使用する ISAボード・PCMCIAカードの I/Oポート
アドレス（I/Oアドレス）、メモリアドレス（割込レベル）の設定を行います（手
順 12の画面参照）。 

12 「I/Oアドレス」と「メモリアドレス」、「割込レベル」に、PCMCIAカードのセ
ットアップで確認した値を入力します。また、形 3G8E2-DRM21-V1を使用する場
合、「-V1型式」にチェックを入れてください。 

必要に応じて「カード名」（ドライバ名）を変更することもできます。 

すべての項目を正しく設定して、「OK」ボタンをクリックすると、手順 10のウィ
ンドウに戻ります。 

 
 

参 考 

 

DeviceNetコンフィグレータは割り込みを使用しないため、「割込レベル」は「なし」
に設定してください。 
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13 「完了」ボタンをクリックすると、セットアップが完了します（下図）。 

  
Windows NTの場合は、再起動を求めるウィンドウが表示されます。 

14 以上で、3G8F5/3G8E2-DRM21ドライバ設定ツールのインストールは完了です。 
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2－4 PCIボードのインストール 
 

PCIボードに付属している「DeviceNet PCIボードスキャナ ユーザーズマニュアル
（SBCD-315）」を参照してください。 

なお、PCIボードのWindows95/98/Me/2000に対応したドライバは、コンフィグレータ
のインストールディスクにも同梱されてます。 

また、 PCIボードのWindows NT4.0に対応したドライバは、コンフィグレータのイン
ストールによって、自動的にインストールされます。 
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2－5 DeviceNetコンフィグレータのインストール 
 

ここでは、DeviceNetコンフィグレータのソフトウェアのインストール方法について
説明します。 

DeviceNetコンフィグレータの専用のインストーラを実行して、DeviceNetコンフィグ
レータのインストールを行います。 

 

■ インストール前の確認 

・DeviceNetコンフィグレータを新しいバージョンに更新する場合は、必ず前のバー
ジョンの DeviceNetコンフィグレータをアンインストールしてください。 

（アップデートモジュールを使用する場合は、アンインストールは不要です。） 

・過去にアップデートモジュールを使用してバージョンアップした場合は、アップデ
ートモジュールもアンインストールしてください。 

・DeviceNetコンフィグレータVer. 1.□からVer. 2.□にバージョンアップする場合は、
コンフィグレータ（Ver. 1.□）をアンインストールした後、最初にドライバ設定ツー
ルのインストールを実行してください。 

 

参 考 

 

アンインストールは、コントロールパネルの「アプリケーションの追加と削除」で行い
ます。 

 

■ インストール 

 

ご使用の OS（Windowsの種類）によって、操作や画面表示が少し異なります。ここで
は、Windows 98の場合を例に説明します。 

 

1 実行中のアプリケーションをすべて終了させます。 

2 インストールディスク（CR-ROM）を、CD-ROMドライブに、セットします。 

3 Setup.exeファイルをダブルクリックします。 

DeviceNetコンフィグレータのインストールが開始されます。 

インストーラがインストール準備を開始します（下図）。 
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4 しばらくすると、下図のウィンドウが表示されます。 

内容を確認して、「次へ」ボタンをクリックします。 

  

5 使用許諾契約が表示されます（下図）。 

内容をよくお読みになり、すべての条項に同意する場合は「はい」ボタンをクリッ
クします。「いいえ」ボタンをクリックするとセットアップを中止します。 

 

6 インストール先ディレクトリを指定します（下図）。 

表示されているディレクトリのままで良い場合は、そのまま「次へ」ボタンをクリ
ックします。 

他のディレクトリにインストールする場合は、「参照」を押して、ディレクトリを
指定してから、「次へ」ボタンをクリックします。存在しないディレクトリを指定
すると、自動的に作成されます。 
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7 使用するインターフェースを指定します（下図）。 

選択されているインターフェースのままで良い場合は、そのまま「次へ」ボタンを
クリックします。 

 

8 DeviceNetコンフィグレータを登録するプログラムフォルダ（「スタート」の「プ
ログラム」で表示される DeviceNetコンフィグレータ用のフォルダ）を指定します
（下図）。 

表示されているプログラムフォルダのままで良い場合は、そのまま「次へ」ボタン
をクリックします。 

他のプログラムフォルダを指定する場合は、既存のプログラムフォルダを選択す
るか、新たなプログラムフォルダ名を入力してから、「次へ」ボタンをクリックし
ます。 
注：ここで指定したプログラムフォルダ名が、「スタート」メニュー－「DeviceNet Tools」

の下に登録されます。 

 

9 インストールが実行され、ファイルのコピーが開始されます。 
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10 DeviceNetコンフィグレータのインストールが完了すると、下図のウィンドウが表
示されます。 

 

11 「完了」ボタンをクリックすると、セットアップが完了します。 

すぐに DeviceNetコンフィグレータを実行することができます。 

12 以上で、DeviceNetコンフィグレータのインストールは完了です。 



      

 

第 3章 

基本操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）の基本操作について、説明しま
す。 
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3－1 コンフィグレータの起動とメイ

ンウィンドウ 
 

「スタート」メニュー－「プログラム」－「DeviceNet Tools」－「DeviceNet Configurator」
（デフォルトのプログラムフォルダ名の場合）を選択して、コンフィグレータを起動
すると、以下の画面が表示されます。 

 
ここでは、まず、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）のメインウィンドウについ
て説明します。 

メインウィンドウは、以下のようにハードウェアリストとネットワーク構成ウィンド
ウで構成されています。 

 

ハードウェアリスト： 
ネットワークに追加可能な
デバイスリストです。 

ネットワーク構成ウィンドウ： 
仮想のネットワークです。 

 



3－1 コンフィグレータの起動とメインウィンドウ 
 

3-3 

3 

基
本
操
作 

3－1－1 ハードウェアリスト 
ハードウェアリストには、EDSファイルがインストールされているデバイスが一覧表
示されます。検索しやすいように、ベンダー（Vendor）別とデバイスタイプ（Device 

Type）別の 2種類のツリーで表示されます。 

1つのデバイスは、両方のツリーの中に存在します。検索しやすいツリーの中から選
択できます。 

このハードウェアリストからデバイスを選択し、ネットワーク構成ウィンドウ内へド
ラッグ&ドロップすることで、そのデバイスをネットワークへ追加できます。 

 
● ベンダー別リスト（Vendor） 

インストールされているデバイスをベンダー別に表示します。 

インストール時は、オムロンのツリーのみですが、他社製品の EDSファイルをインス
トールすると、自動的にそのメーカーのツリーが作られます。 

● デバイス別リスト（DeviceType） 

インストールされているデバイスをデバイス種類別に表示します。 

デバイスタイプには、次のような種類があります。 
デバイスタイプ 説明 

General Purpose Discrete 

I/O 

汎用的な入出力デバイスです。 

Communications Adapter ネットワークのゲートウェイとして機能するデバイスです。 

Human-Machine Interface ヒューマンマシンインタフェース機能をもったデバイスです。 

AC Drives ACドライブのデバイスです。 

Position Controller サーボモータ、ステッピングモータなどの位置決め機能をもったデバ
イスです。 

Generic Device その他のデバイスです。 

 

EDSファイルがインストールされていないと、ハードウェアリストに表示されませ
ん。 

 

参 考 

 

ハードウェアリストは、上下、左右に移動することや、別ウィンドウとして取り外し
たり、消したりすることができます。 
・移動または別ウィンドウへ 
ハードウェアリストの上部をドラッグして移動します。コンフィグレータウィンド
ウの中央や外にドラッグすると、別のウィンドウとして取り外すことができます。 

・消去 
上部の ボタンを押すと、消えます。 

・表示 
「表示」メニューの「ハードウェアリスト」を有効にします。 

 



3－1 コンフィグレータの起動とメインウィンドウ 
 

3-4 

3 

基
本
操
作 

3－1－2 ネットワーク構成ウィンドウ 
本コンフィグレータ内の仮想のネットワークです。各デバイスを、このウィンドウ
（仮想ネットワーク）に追加して、各デバイスの設定／モニタを行います。 

ハードウェアリストからこのネットワーク構成ウィンドウにデバイスをドラッグ&ド
ロップすることにより、デバイスを仮想ネットワークに追加します。 

ネットワーク構成ウィンドウでは、以下の 2つの表示モードに切り替えることができ
ます。 

ネットワーク表示： デバイスを大きいアイコンでネットワーク接続イメージで表
示します 

詳細表示： レポート形式でデバイス情報を表示します 

表示モードの切り替えは、ツールバーまたは「表示」メニューで行います。 

■ ネットワーク表示 

ネットワーク表示選択時は、ネットワーク構成ウィンドウは以下のような表示となり
ます。 

詳細レポートで表示中の場合、  （大きいアイコン）アイコンをクリックするか、「表
示」メニューから「大きいアイコン」を選択します。 
 

ノードアドレスが#付き
で、表示されます。 

プロダクトネームが
表示されます。 

スレーブがマスタに登録されると、登録先の
マスタのノードアドレス（この場合 00）が
の後に、#付きで表示されます。 

 

■ 詳細表示 

ネットワーク表示中の場合、 （詳細表示）アイコンをクリックするか、「表示」メ
ニューから「詳細」を選択すると、ネットワーク構成ウィンドウは以下のような表示
となります。 

プロダクトネーム 

ノードアドレス

登録先ノードアドレス

ベンダー名 デバイスタイプ レビジョン デバイスの説明 

 
 

参 考 

 

ネットワーク表示、詳細表示とも、ウィンドウ内でマウスを右クリックすることによ
り、「編集」メニューあるいは「デバイス」メニューを選択した時と同様の機能を実行
することができます。 
また、デバイス位置にマウスポインタを移動することで、デバイスの説明がポップア
ップ表示されます。 
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3－2 メニュー一覧 
 

以下に、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）のメニュー毎の機能を説明します。 

3－2－1 メインメニュー 

■ [ネットワーク]メニュー 
○：使用可能 ×：使用不可 

サブメニュー 内容 オフライン オンライン 

新規作成 新規にネットワーク構成を作成します。 ○ ○ 

開く 既存のネットワーク構成ファイルを開きま
す。 

○ ○ 

上書き保存 現在のネットワーク構成をファイルに保存
します。 

○ ○ 

名前をつけて保存 現在のネットワーク構成に名前をつけて保
存します。 

○ ○ 

接続 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）を
ネットワークに接続します。 

○ × 

接続解除 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）を
ネットワークから切断します。 

× ○ 

上のネットワークへ移動 上のネットワークを表示します。 × ○ 

下のネットワークへ移動 下のネットワークを表示します。 × ○ 

アップロード ネットワーク上のデバイス情報を
DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）上
にアップロードします。 

× ○ 

ダウンロード DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）上
のデバイス情報をネットワーク上のデバイ
スにダウンロードします。 

× ○ 

構成の照合 現在のネットワーク構成とオンライン接続
先の実際のネットワーク構成を照合しま
す。 

× ○ 

メンテナンス情報更新 デバイスのメンテナンス情報を再読み込み
します。 

× ○ 

エクスポート 「詳細」表示で表示される内容を CSV形式
でファイルを出力します。 

○ ○ 

インポート 以前のコンフィグレータ（Ver.1.□□）で作
成したネットワーク構成ファイルをインポ
ートします。 

○ ○ 

印刷 デバイスパラメータ及び I/Oコメントリス
トを印刷します。 

○ ○ 

プリンタの設定 プリンタの設定を行います。 ○ ○ 

Configuratorの終了 コンフィグレータを終了します。 ○ ○ 

■ [編集]メニュー 
サブメニュー 内容 オフライン オンライン 

切り取り 選択デバイスを削除し、クリップボードに
コピーします。 

○ ○ 

コピー 選択デバイスをクリップボードにコピーし
ます。 

○ ○ 

貼り付け クリップボード内デバイスをカーソル位置
にコピーします。 

○ ○ 

削除 選択デバイスを削除します。 ○ ○ 

すべて選択 すべてのデバイスを選択します。 ○ ○ 
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■ [表示]メニュー 

サブメニュー 内容 オフライン オンライン 

ツールバー ツールバーの表示／非表示を切り替えま
す。 

○ ○ 

ステータスバー ステータスバーの表示／非表示を切り替え
ます。 

○ ○ 

大きいアイコン ネットワーク表示に切り替えます。 ○ ○ 

詳細 詳細表示に切り替えます。 ○ ○ 

ハードウェアリスト ハードウェアリストの表示／非表示を切り
替えます。 

○ ○ 

■ [デバイス]メニュー 

サブメニュー 内容 オフライン オンライン 

ウィザード ウィザード形式でデバイスパラメータの設
定を行います（サポートデバイスのみ）。

○ ○ 

編集 デバイスパラメータの編集を行います。 ○ ○ 

読出 デバイスパラメータファイルからパラメー
タを読み出します。 

○ ○ 

保存 デバイスパラメータをファイルに保存しま
す。 

○ ○ 

アップロード ネットワーク上のデバイスからデバイスパ
ラメータをアップロードします。 

× ○ 

ダウンロード ネットワーク上のデバイスにデバイスパラ
メータをダウンロードします。 

× ○ 

パラメータ 

照合 ネットワーク上のデバイスとデバイスパラ
メータの照合を行います。 

× ○ 

モニタ ネットワーク上の対応デバイスのデバイス
モニタを行います（サポートデバイスの
み）。 

× ○ 

リセット ネットワーク上の対応デバイスをリセット
します。 

× ○ 

メンテナンス情報 デバイスのメンテナンス情報を表示しま
す。 

× ○ 

他のデバイスに登録 自デバイスを他のデバイスに登録します。 ○ ○ 

エクスポート I/Oコメントあるいはデバイスパラメータ
を他ファイル形式にエクスポートします
（サポートデバイスのみ）。 

○ ○ 

インポート 以前のコンフィグレータ（Ver.1.□□）で作
成したデバイスパラメータファイルをイン
ポートします。 

○ ○ 

ノードアドレスの変更 デバイスのノードアドレスを変更します。 ○ ○ 

説明の変更 デバイスの説明文（コメント）を変更しま
す。 

○ ○ 

I/Oコメント編集 I/Oコメントの編集を行います。 ○ ○ 

プロパティ デバイスのプロパティを表示します。 ○ ○ 

 

参 考 

 

ネットワーク構成ウィンドウ内で、マウスを右クリックすることにより、「デバイス」
メニューと「編集」メニューの一部を表示することができます。 
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■ [EDSファイル]メニュー 

サブメニュー 内容 オフライン オンライン 

インストール EDSファイルのインストールを行い、EDS

リストに追加します。 
○ ○ 

作成 新規にEDSファイルを作成し、EDSリスト
に追加します。 

○ ○ 

削除 EDSリスト上の EDSファイルを削除しま
す。 

○ ○ 

保存 EDSリスト上のEDSファイルを名前をつけ
て保存します。 

○ ○ 

検索 EDSリストから指定EDSファイルを検索し
ます。 

○ ○ 

このデバイスをネットワー
クに追加 

EDSリスト上のハードウェアを DeviceNet

コンフィグレータ（Ver.2.□）上のネットワ
ークに追加します。 

○ ○ 

プロパティ EDSファイルのプロパティを表示します。 ○ ○ 

 

参 考 

 

ハードウェアリストウィンドウ内でマウスを右クリックすることにより、「EDSファ
イル」メニューを表示することができます。 

 

■ [ツール]メニュー 

サブメニュー 内容 オフライン オンライン 

汎用パラメータ設定 Explicitメッセージを使用してパラメータ設
定を行います。 

○ ○ 

ノードアドレス／通信速
度設定 

ネットワーク上デバイスのノードアドレス／
通信速度設定を行います。 

○ ○ 

■ [オプション]メニュー 

サブメニュー 内容 オフライン オンライン 

インターフェースの選択 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で使
用するインタフェースの選択を行います。 

○ ○ 

設定ファイルの編集 各種設定ファイルの編集を行います。 ○ ○ 

モニタリフレッシュタイ
マ設定 

モニタリフレッシュタイマ値（デバイスモニ
タ時の画面リフレッシュ間隔）を設定しま
す。 

○ ○ 

拡張モジュールのインス
トール 

拡張モジュールのインストールを行います。
○ ○ 

インターフェースモジュ
ールのインストール 

インタフェースモジュールのインストールを
行います。 

○ ○ 

I/Oサイズ変更時のパラ
メータ自動更新 

スレーブの I/Oサイズを変更したいとき、マ
スタのスキャンリストに登録されているスレ
ーブの I/Oサイズも自動的に更新します。 

初期状態は、OFF（更新しない）です。通常は
OFFのままでご使用ください。 

○ ○ 

■ [ヘルプ]メニュー 

サブメニュー 内容 オフライン オンライン 

トピックの検索 ヘルプトピックの検索を行います。 ○ ○ 

バージョン情報 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）のバ
ージョン情報を表示します。 

○ ○ 
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3－2－2 ツールバー（アイコン） 
よく使用される機能を、ボタンで簡単に選択できるようになっています。 

各ボタンには、つぎのようにメニューコマンドが割り付けられています。 
アイコン 内容 同一機能のメニューコマンド 

 
ネットワーク構成の新規作成 ネットワーク－新規作成 

 
ネットワーク構成ファイルを開く ネットワーク－開く 

 
ネットワーク構成をファイルに保存 ネットワーク－上書き保存 

 
コンフィグレータをネットワークに接続 ネットワーク－接続 

 
コンフィグレータをネットワークから切断 ネットワーク－接続解除 

 
上のネットワークを表示 ネットワーク－上のネットワークへ移動 

 
下のネットワークを表示 ネットワーク－下のネットワークへ移動 

 
ネットワークデバイス情報のアップロード ネットワーク－アップロード 

 
ネットワークデバイス情報をダウンロード ネットワーク－ダウンロード 

 
印刷 ネットワーク－印刷 

 
デバイスの切り取り 編集－切り取り 

 
デバイスのコピー 編集－コピー 

 
デバイスの貼り付け 編集－貼り付け 

 
デバイスの削除 編集－削除 

 
ネットワーク構成で表示 （なし） 

 
メンテナンスモード （なし） 

 
詳細レポートで表示 （なし） 

 
デバイスパラメータウィザード デバイス－パラメータ－ウィザード 

 
デバイスパラメータの編集 デバイス－パラメータ－編集 

 
デバイスパラメータファイルを読込 デバイス－パラメータ－読出 

 
デバイスパラメータファイルの保存 デバイス－パラメータ－保存 

 
デバイスパラメータのアップロード デバイス－パラメータ－アップロード 

 
デバイスパラメータのダウンロード デバイス－パラメータ－ダウンロード 

 
メンテナンス情報 デバイス－メンテナンス情報 

 
デバイスモニタ デバイス－モニタ 

 
I/Oコメント編集 デバイス－I/Oコメント編集 

 
デバイスプロパティの表示 デバイス－プロパティ 

 
EDSファイルのインストール EDSファイル－インストール 

 
EDSファイルの削除 EDSファイル－削除 

 
EDSファイルの保存 EDSファイル－保存 

 
このデバイスをネットワーク構成ウィンドウ
に追加 

EDSファイル－このデバイスをネットワ
ーク構成ウィンドウに追加 

 
EDSファイルの検索 EDSファイル－検索 

 
EDSファイルのプロパティ表示 EDSファイル－プロパティ 
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3－2－3 ステータスバー 
メニューの説明や、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）の状態などが表示されま
す。 

 

■ DeviceNet専用ボード経由で接続している場合 

接続形態 ノードアドレス 通信速度 通信速度 

 

■ Ethernet経由で接続している場合 

 

接続形態 

ノードアドレス 
接続先イーサネットユ
ニットの 
・IPアドレス 
・UDPポート No. 

ステータス 接続先 DeviceNetユニットの
・ネットワークアドレス 
・ノードアドレス 
・ユニット番号 

 

■ シリアルポート経由で接続している場合 

 

通信速度 ステータス接続形態 接続先 DeviceNetユニットの
・ネットワークアドレス 
・ノードアドレス 
・ユニット番号 

 
 

ステータス部分は、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）の状態に応じて以下のよ
うに表示されます。 

 
インジケータ色 状態 

灰色 オフライン中 

青色 オンライン中 

赤色 Bus-Off発生 

 

参 考 

 

Busoffになったときには、いったんオフラインにして、再度オンラインにしてくださ
い。 
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3－3 ネットワークへの接続 
3－3－1 DeviceNetネットワークへの接続方法 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）は、以下の 3種類の方法（接続インタフェー
ス）で、DeviceNetネットワークにオンライン接続することができます。 

 

1） 専用ボード／カードを経由して接続します。 

 形 3G8F7-DRM21：専用 PCIボード 

 形 3G8F5-DRM21：専用 ISAボード 

 形 3G8E2-DRM21-V1：専用 PCMCIAカード 

専用ボード／カード

コンフィグレータ 

形WS02-CFDC1-J 

DeviceNetネットワーク 
 

 
2） パソコンの COMポートから、ツールバスまたは上位リンクによって CS/CJシリ
ーズ CPUユニットのシリアル通信ポート（ペリフェラルポート、RS-232Cポー
ト）、またはシリアルコミュニケーションボード／ユニットのシリアル通信ポー
ト（RS-232Cポートまたは RS-422A/485ポート）を経由して接続します。 

DeviceNetネットワークへの接続には、CS/CJシリーズ DeviceNetユニット（形
CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21）が必要です。 

 
 

CPUユニットのシリアル通信ポート（ペリフェラ
ルポートまたは RS-232Cポート）、または 

シリアルコミュニケーションボード/ユニットの
RS-232Cポート 

CS/CJシリーズ 

DeviceNetユニット

COMポート 

コンフィグレータ 

形WS02-CFDC1-J 

DeviceNetネットワーク 

シリアル接続（ツールバ
スまたは上位リンク） 
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Ver.2.11以降は、下記のように、シリアル通信経由でネットワークを越えて（最大
3階層越え）、DeviceNetネットワークに接続することが可能です。 
 
 

COMポート 

コンフィグレータ 

形WS02-CFDC1-J 

Controller Linkネットワーク

CS/CJシリーズ用 DeviceNetユニット 

DeviceNetネットワーク 

Controller Linkユニット Controller Linkユニット 
シリアル接続（ツールバ
スまたは上位リンク） 

階層越え 
 

 

3） パソコンの Ethernetポートから、CS/CJシリーズ イーサーネットユニットを経由
して接続します。 

DeviceNetネットワークへの接続には、CS/CJシリーズ DeviceNetユニット（形
CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21）が必要です。 

コンフィグレータ 
形 WS02-CFDC1-J CS/CJシリーズ 

イーサネットユニット 
CS/CJシリーズ 
DeviceNetユニット 

CPUユニット 

DeviceNetネットワーク 
Ethernetネットワーク 

Ethernetポート 

 
Ver.2.11以降は、下記のように、Ethernet経由でネットワークを越えて（最大 3階
層越え）、DeviceNetネットワークに接続することが可能です。 

コンフィグレータ 
形WS02-CFDC1-J 

Ethernetネットワーク 
Controller Linkユニット 

Controller Linkユニット CS/CJシリーズ DeviceNetユニット 

CPUユニット

CS/CJシリーズ 
Ethernetユニット 

DeviceNetネットワーク 
Controller Linkネットワーク 

階層越え  
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3－3－2 接続インタフェースの指定 
使用する接続インタフェースの指定は、次の手順で行います。 
注：接続インタフェースの指定は、オンライン接続操作とセットで指定します。 

1 メニューバーから「オプション」－「インターフェースの選択」を選択します。 

（現在選択されているインターフェースに、チェックがついています。） 

2 サブメニューに表示されるインタフェースから、使用するインタフェースを選択
します。 

・専用ボード／カード経由時：「DeviceNet IF Card」をチェックします。 

・シリアルポート経由時：「SYSMAC CS/CJ I/F Port」をチェックします。 

・イーサネットユニット経由時：「SYSMAC CS/CJ Ethernet Unit I/F」をチェックし
ます。 

 

お願い 

 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）がオンラインの場合は、インタフェースの変
更はできません。「ネットワーク」－「接続解除」を選択してオフラインで実行してく
ださい。 

 

3 メニューバーから「ネットワーク」－「接続」を選択します。 

接続インタフェースで指定されたインタフェースに対応したウィンドウが表示さ
れます。 
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■ 接続インタフェースとして、「DeviceNet IF Card」を指定した場合 

（3-12ぺージの手順 3からの続きです） 

1 次のような、DeviceNetボード選択ウィンドウが表示されます。 

  

2 使用する DeviceNetボードを選択し、「OK」をクリックします。 

次のような「インターフェースの設定」ダイアログボックスが表示されます。 
3G8F5-DRM21/3G8E2-DRM21-V1の場合 3G8F8-DRM21の場合 

 
 

以下の各項目を設定します。 

カード名： ドライバ設定ツールで設定したカード名（ドライバ名称）を指定
します。 

ボード ID： 複数の PCIボードを使用している場合は、コンフィグレータで使
用する PCI ボードのボード IDを指定します。 

実際に装着している PCI ボードのボード IDのみを選択できるよ
うになっています。 

MAC ID： DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）のノードアドレスを指定
します。他のデバイスと重複しないように設定してください。 

通信速度： DeviceNetネットワークで設定されている通信速度と同じ設定を
してください。通信速度が実際のネットワークと異なると、ネ
ットワークの通信に異常が出ることがあります。 

3 「OK」ボタンをクリックします。 

確認のウィンドウが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

DeviceNetネットワークに接続されます。 

正常にオンライン状態となった場合は、ステータスバーのステータスインジケー
タが青色になり、「On-line」と表示されます。 
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■ 接続インタフェースとして、「SYSMAC CS/CJ I/F Port」を指定した場合 

（3-12ぺージの手順 3からの続きです） 

1 接続インタフェースとして「SYSMAC CS/CJ I/F Port」を指定した場合は、次のよう
な、「インターフェースの設定」ダイアログボックスが表示されます。 

 
以下の各項目を設定します。 

インターフェース： CS/CJシリーズ PLC側のシリアル通信ポートのシリ
アル通信モードとして、以下のいずれかを選択しま
す。 

・ツールバス 

・上位リンク 

ネットワークアドレス： 接続先の DeviceNetユニットのネットワークアドレ
スを入力します。CS/CJシリーズ CPUユニットのシ
リアル通信ポートから先でネットワーク越えをする
場合に、入力してください。ネットワーク越えをし
ない場合は、0を入力してください。 

ノードアドレス： 接続先の DeviceNetユニットのノードアドレスを入
力します。CS/CJシリーズCPUユニットのシリアル
通信ポートから先でネットワーク越えをする場合に
入力してください。 

ネットワーク越えをしない場合は、0を入力してく
ださい。 

高機能ユニット No.： DeviceNetユニット（形 CS1W-DRM21(-V1)）の CPU

高機能ユニットとしてのユニット番号（ユニット前
面ロータリスイッチの設定値）を入力します。 

・0～15のいずれか 

通信ポート： DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）搭載パソコ
ンの COMポートを選択します。 

・使用可能な COMポートの一覧から選択 
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通信速度： CS/CJシリーズ PLC側のシリアル通信ポートの通信速度を
設定します。 

・9600Bit/s、19200 Bit/s、38400 Bit/s、115200 Bit/sのいず
れか 

注：ツールバスと上位リンクで、選択可能な通信速度が異なりま
す。詳細は、CS/CJシリーズ ユーザーズマニュアルを参照
してください。 

データ長： 上位リンクインタフェース時のみ、CS/CJシリーズ PLC側
のシリアル通信ポートのデータ長を設定します。 

・8Bits、7Bitsのいずれか 

パリティ： 上位リンクインタフェース時のみ、CS/CJシリーズ PLC側
のシリアル通信ポートのパリティを設定します。 

・なし、偶数、奇数のいずれか 

ストップビット： 上位リンクインタフェース時のみ、CS/CJシリーズ PLC側
のシリアル通信ポートのストップビットを設定します。 

・1Bit、2Bitsのいずれか 

 

 

お願い 

 

接続ケーブルに形 CS1W-CN226／626または形 XW2Z-200S-CV／500S-CVを使用し
て、形 CS1W-DRM21(-V1)装着の CSシリーズ CPU装置と、シリアル接続する場合、
インタフェースとして「上位リンク」を選択できますが、接続することができません。
必ず「ツールバス」を選択してください。 
なお、接続ケーブルに、形 XW2Z-200S-V／500S-Vまたは形 CS1W-CN114＋形
CQM1-CIF02を使用する場合は、インタフェースとして「上位リンク」を選択して接
続することが可能です。 

 

CSシリーズ 
DeviceNetユニット 

接続ケーブル形 CS1W-CN226／626または

形 XW2Z-200S-CV ／500S-CVの場合、 
上位リンクは不可。ツールバスで接続してく
ださい。 

DeviceNetネットワーク 

コンフィグレータ 

形WS02-CFDC1-J 

 
 

参 考 

 

「上位リンク」を選択している場合、ネットワークからダウンロードするのに、数分か
かる場合があります。したがって、シリアル接続で使用する場合、「ツールバス」を選
択して接続することをお奨めします。 
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■ 接続インタフェースとして、「SYSMAC CS/CJ Ethernet Unit I/F」を選択した場合 

パソコン（コンフィグレータ）を Ethernetに直接接続し、CS/CJシリーズ イーサネッ
トユニットとCS/CJシリーズ DeviceNetユニットを介して、DeviceNetネットワークに
オンライン接続することができます。 
注：CS/CJシリーズ イーサネットユニット+CS/CJシリーズ DeviceNetユニットの組み合わせで

のみ、この Ethernet経由での接続は可能です（他の PLCシリーズのユニットでの組み合わ
せでは不可）。 

 

なお、Ethernet上に複数の PLC（イーサネットユニット+DeviceNetユニット）が接続
されている場合は、接続先を切り替えることで、指定した DeviceNetネットワークに
対してオンライン接続することができます。接続先 DeviceNet ネットワークの登録は、
イーサネットユニットの IPアドレス、および DeviceNetユニットのユニット番号など
を指定することによります。 
 

DeviceNet 

Ethernet 

E
th

er
ne

t 
ユ
ニ
ッ
ト

 
D

ev
ic

eN
et

 
ユ
ニ
ッ
ト

 
C

S
シ
リ
ー
ズ

 
C

P
U
ユ
ニ
ッ
ト

 

DeviceNet 
コンフィグレータ 
Ver.2.11 

DeviceNet 

切替可能（*1） 
E

th
er

ne
t 

ユ
ニ
ッ
ト

 

CJ
シ
リ
ー
ズ

 
CP

U
ユ
ニ
ッ
ト

 

C
on

tro
lle

r L
in

k 
ユ
ニ
ッ
ト

 

D
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ユ
ニ
ッ
ト

 

CJ
シ
リ
ー
ズ

 
CP

U
ユ
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ッ
ト

 

C
on
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k 
ユ
ニ
ッ
ト

 

Controller Link 

FINSノードアドレス 

IPアドレス 

IPアドレス 

ユニット番号 

ユニット番号 

ネットワークアドレス 

ネットワーク越え ノードアドレス 

 
*1：接続先 DeviceNetネットワークの登録名を指定することで、接続先 DeviceNetネットワーク

を切り替え可能です。 
接続先 DeviceNetネットワークの登録名は、以下を指定することで登録可能です。 
・イーサネットユニットの IPアドレス、UDPポート No. 
・DeviceNetユニットのネットワークアドレス、ノードアドレス、高機能ユニット番号 
・パソコン（DeviceNetコンフィグレータ）の FINSノードアドレス 

 

参 考 

 

・CVM1/CV用イーサネットユニット+CVM1/CV用 DeviceNetマスタユニットを介し
て接続することはできません。同様に、SYSMACα用 PCカードユニット(イーサネ
ットセット)+SYSMACα用 DeviceNetマスタユニットを介して、接続することもで
きません。 

・コンフィグレータVer.2.10は、1階層のEthernetを介してのみDeviceNetネットワ
ークに接続することが可能です。複数のネットワークを介して DeviceNetネットワ
ークに接続することはできません。（たとえば、Ethernet→Controller Link→
DeviceNet という構成や、上位リンク(ツールバス) →Ethernet→DeviceNetという
構成は、不可です。） 
これに対して、コンフィグレータVer.2.11以降は、FINSメッセージ通信が可能なネ
ットワークでのネットワーク越えをすることが可能です。 
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● 接続先 DeviceNetネットワークの登録 

Ethernet経由の接続では、あらかじめ、接続先の DeviceNetネットワークを登録してお
くことが必要です。 

最大 20の DeviceNetネットワークを登録できます。 

接続先 DeviceNetネットワークの登録は、次の手順で行います。 

1 「ネットワーク」－「接続」を選択します。 

2 次のような「インターフェースの設定」ダイアログボックスが表示されます。 

 

［インターフェースの設定］ダイアログ 
コンフィグレータが動作するパソコンの設定が表示されます。 

ホスト名 パソコンのコンピュータ名が自動的に表示されます。 

IPアドレス パソコンの IPアドレスが自動的に表示されます。 

ネットワークアドレ
ス 

パソコンに設定した FINSネットワークアドレスが表示されま
す。 

（以降の手順 3の［設定］ボタン－「接続先の登録」ダイアロ
グで設定した値が表示されます。） 

ホスト(PC)
情報 

ノードアドレス 

パソコンの設定した FINSノードアドレスが表示されます。 

（以降の手順 3の［設定］ボタン－「接続先の登録」ダイアロ
グで設定した値が表示されます。） 
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3 「設定」ボタンを押します。次のような「接続先の登録」ダイアログが表示されま
す。 

 

［接続先の登録］ダイアログ 

登録名 
接続先 DeviceNetネットワークの登録名称を設定します。最大 20登録まで可能です。 

登録名には、最大半角 25文字まで使用できます。 

パソコン（コンフィグレータ）の設定項目です。 

ネットワーク 

アドレス 

パソコンの FINSネットワークアドレスをユーザが入力します。 

イーサネットユニットのネットワークアドレスと同じ値を設定してく
ださい。ネットワークアドレスを設定しない場合は 0を入力してくださ
い。 

ホスト(PC)
情報 

ノードアドレス パソコンの FINSノードアドレスをユーザが入力します。 

DeviceNetネットワークとの接続の中継となる、DeviceNetユニットとイーサネットユニット
の設定項目です。 

ネットワークア
ドレス 

接続先の DeviceNetユニットの FINSネットワークア
ドレスを入力します。パソコンに直接接続した
Ethernetから先でネットワーク越えをする場合に、入
力してください。 

ネットワーク越えをしない場合は、0を入力してくだ
さい。 

ノードアドレス 接続先の DeviceNetユニットのノードアドレスを入力
します。パソコンに直接接続した Ethernetから先でネ
ットワーク越えをする場合に入力してください。 

ネットワーク越えをしない場合は、0を入力してくだ
さい。 

DeviceNetユニット 

高機能ユニット
No. 

接続先の DeviceNetユニットの、CPU高機能ユニット
としてのユニット番号を入力します。 

ポート No. イーサネットユニットの FINS用 UDPポート No.を入
力します。 

リモート 
情報 

Ethernet Unit 

IPアドレス イーサネットユニットの IPアドレスを入力します。 
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・［ホスト(PC)情報］フィールドの「ネットワークアドレス」の設定： 

パソコンの FINSノードアドレスを設定します。 

パソコン（コンフィグレータ）はオムロン製 FINS通信サービスを使用して、
Ethernet 経由で DeviceNet ネットワークに接続します。そのため、パソコンには、
IPアドレスだけでなく、FINSノードアドレスを設定することが必要です。 

ネットワークアドレスは、イーサネットユニットと同じ値を設定してください。
イーサネットユニットのネットワークアドレスは、CPUユニットのルーチングテ
ーブルで設定します。ルーチングテーブルを使用していない場合は、0を入力し
てください。 

・［ホスト(PC)情報］フィールドの「ノードアドレス」の設定： 

パソコンの FINSノードアドレスを設定します。 

オムロン製イーサネットユニット側では、FINSノードアドレスと IPアドレスと
の対応関係を、「アドレス変換」によって、指定しています。 

パソコンの IPアドレス（*1）に対応する FINSノードアドレスを、イーサネット
ユニット側の「アドレス変換」から求めてください。 

求め方については「アドレス変換について（3-21ページ）」を参照してください。 
 *1：パソコンの IPアドレスは、前術の［インターフェースの設定］ダイアログのホスト

（PC）情報のフィールドに自動的に表示されています。 

 

 

この値（パソコンの IPアドレス）
は、ホスト情報に表示されます。

この値を、パソコンの IPアド
レスから、イーサネットユニ
ットのアドレス交換をもとに
逆に求めてください。 

アドレス変換

CPUユニット イーサネットユニット 
パソコン 

FINSノードアドレス 

FINSメッセージ IPアドレス
Ethernet 

IPアドレス 

IPアドレス 

FINSノードアドレス 

FINSメッセージ IPアドレス  
・［リモート情報］内［DeviceNet Unit］フィールドの「ネットワークアドレス」の
設定： 

接続先DeviceNetネットワークが接続されているDeviceNetユニットの FINSネッ
トワークアドレスを設定してください。 

パソコンに直接接続した Ethernetから先でネットワーク越えをする場合に入力し
てください。ネットワーク越えをしない場合は、0を入力してください。 

・［リモート情報］内［DeviceNet Unit］フィールドの「ノードアドレス」の設定： 

接続先 DeviceNetネットワークが接続されている DeviceNetユニットのノードア
ドレスを設定してください。 

パソコンに直接接続した Ethernetから先でネットワーク越えをする場合に入力し
てください。ネットワーク越えをしない場合は、0を入力してください。 

・［リモート情報］内［DeviceNet Unit］フィールドの「高機能ユニット No.」の設
定： 

接続先 DeviceNetネットワークが接続されている DeviceNetユニットの CPU高機
能ユニットとしてのユニット番号（0～F）を設定してください。 

・［リモート情報］内［Ethernet Unit］フィールドの「ポート No.」の設定： 

イーサネットユニットが FINS通信サービスを行う UDPポート No.を設定します。
イーサネットユニット装着の CPUユニット内の「CPU高機能ユニットシステム
設定エリア」での設定と同じ値に設定してください。通常は、9600が使用されて
います。 



3－3 ネットワークへの接続 
 

3-20 

3 

基
本
操
作 

・［リモート情報］内［Ethernet Unit］フィールドの「IPアドレス」の設定： 

イーサネットユニットの IPアドレスを設定します。 

CSシリーズ イーサネットユニットの場合、ユニット背面のロータリスイッチの
設定値をここに設定します。 

CJシリーズ イーサネットユニットの場合、「CPU高機能ユニット割付 DMエリ
ア」または「CPU高機能ユニットシステム設定エリア」に設定した値をここに設
定します。 

 注：「イーサーネットユニットの IPアドレスの設定」の詳細については、CS/CJシリーズ 
イーサネットユニットのユーザーズマニュアル（SBCD-307、SBCD-329/330）を参照
してください。 

4 「登録」ボタンを押します。設定した値が登録され、登録接続先一覧に表示されま
す。 

・登録名：接続先 DeviceNetネットワークの登録名 

・ノード：パソコンの FINSネットワークアドレス、FINSノードアドレス（3番目
の数字は 0固定です） 

・ユニット：DeviceNetユニットの FINSネットワークアドレス、FINSノードアド
レス、ユニット番号 

・ポート：イーサネットユニットの FINS用 UDPポート No. 

・IPアドレス：イーサネットユニットの IPアドレス 

5 登録を終了する場合は、「閉じる」ボタンを押します。「インターフェースの設定」
ダイアログボックスに戻ります。 

● 登録した登録名（接続先 DeviceNetネットワーク）の選択 

「インターフェースの設定」画面で、登録した接続先の「登録名」の中から、接続し
たい DeviceNetネットワークを選択します。 

1 ［リモート情報］フィールド内の［登録名］のドロップダウンリストから接続先の
「登録名」を選択します。 

［リモート情報］フィールドには、 選択した登録名の以下の設定値が表示されま
す。 

・ネットワークアドレス：DeviceNetユニットの FINSネットワークアドレス 

・ノードアドレス：DeviceNetユニットのノードアドレス 

・高機能ユニット No.：DeviceNetユニットのユニット番号 

・ポート No.：イーサネットユニットの FINS用 UDPポート No. 

・IPアドレス：イーサネットユニットの IPアドレス 

2 「OK」ボタンをクリックします。 

確認のウィンドウが表示されるので、［OK］ボタンをクリックします。 

DeviceNetネットワークに接続されます。 

正常にオンライン状態となった場合は、ステータスバーのステータスインジケー
タが青色になり、「On-line」と表示されます。 

3 「OK」ボタンをクリックします。 

確認のウィンドウが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

DeviceNetネットワークに接続されます。 

正常にオンライン状態となった場合は、ステータスバーのステータスインジケー
タが青色になり、「On-line」と表示されます。  
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● アドレス変換について 

・ イーサネットユニットのアドレス変換の方式 

PLCの内部では FINS通信サービスが使用されます。 

FINS通信サービスでは、IPアドレスの情報が付加されていません。そのため、PLCの
イーサネットユニットでは、FINSメッセージ（コマンドまたはレスポンス）を送信す
るとき、 IPアドレスを FINSノードアドレスから算出しています。 

イーサネットユニットのアドレス変換は、以下の3つのいずれかの方式によります（イ
ーサネットユニット装着の CPUユニット内の「CPU高機能ユニットシステム設定エリ
ア」によって設定します）。 

1）IPアドレステーブル方式 

2）自動生成方式 

3）併用方式 

各アドレス変換方式ごとのパソコンの FINSノードアドレスの算出方法は、以下のと
おりです。 
アドレス変換方式 パソコンの FINSノードアドレスの算出方法 

1）IPアドレステーブル方式の場合 IPアドレステーブル内の、パソコンの IPアドレスに対応し
た、FINSノードアドレスを設定します。 

2）自動生成方式の場合 パソコンの IPアドレスおよびサブネットマスクから自動生成さ
れる、FINSノードアドレスを設定します。 

3）併用方式の場合 IPアドレステーブルにパソコンの IPアドレスを設定している
場合、IPアドレステーブルに設定している FINSノードアドレ
スを設定します。 

IPアドレステーブルにパソコンの IPアドレスを設定していな
い場合、IPアドレスおよびサブネットマスクから自動生成され
る FINSノードアドレスを設定します。 

注：「アドレス変換」の詳細については、CS/CJシリーズ イーサネットユニットのユーザー
ズマニュアル（SBCD-307、SBCD-329/330）を参照してください。 

・ アドレス変換が自動生成方式時の FINSノードアドレスの求め方 

アドレス変換が自動生成方式の場合、パソコンの IPアドレスに対する FINSノードア
ドレスは、パソコンの IPアドレスの最下位アドレス、ネットワークアドレスの最下位
アドレスから、次のように求めることができます。 

「FINSノードアドレス＝（イーサネットユニットの IPアドレス AND イーサネットユ
ニットのサブネットマスク）の最下位アドレス XOR パソコンの IPアドレスの最下位
アドレス」 

 

Windowsの電卓を使用すると簡単に計算できます。 
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参 考 

 

イーサネットユニットの自動生成方式によるアドレス変換は、次の式で求められま
す。 
「パソコンの IPアドレス＝（イーサネットユニットの IPアドレス AND イーサネッ
トユニットのサブネットマスク） OR FINSノードアドレス」 
したがって、FINSノードアドレスを求めるには、ネットワークアドレスとパソコンの
IPアドレスの XORをとります。 

 130. 25. 36. 8 イーサネットユニットの IPアドレス 

AND 255. 255. 255. 0 イーサネットユニットのサブネットマスク 

 130. 25. 36. 0 （いわゆるネットワークアドレスを求めます）
OR    5 FINSノードアドレス 

 130. 25. 36. 5 パソコンの IPアドレス 

①と②の XOR 

①

②

 
 

計算例： 

パソコンの IPアドレス＝192.168.10.100 

イーサネットユニットの IPアドレス＝192.168.10.119 

イーサネットユニットのサブネットマスク＝255.255.255.224 

 

FINSノードアドレス＝（119 AND 224） XOR 100＝4 

 

 192. 168. 10. 119 イーサネットユニットの IPアドレス 

AND 255. 255. 255. 224 イーサネットユニットのサブネットマスク 

 130. 25. 36. 0 （いわゆるネットワークアドレスを求めます）
OR    5 FINSノードアドレス 

 192. 168. 10. 100 パソコンの IPアドレス 

①と②の XOR 

①

②
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3－4 使用手順 
 

コンフィグレータは、以下のような流れで使用します。 

3－4－1 オフラインでネットワークを設計する場合 
ネットワークを敷設する前に、コンフィグレータ上でネットワークを設計し、マスタ
やスレーブのパラメータを設定できます。 

設定したパラメータは、ネットワーク構成ファイルとして保存できます。 

ネットワーク構成ファイルには、ネットワーク上のすべてのデバイスのパラメータが
含まれています。 

 
 

…6－1 ファイルのセーブとロード 

 6-2ページ 

…4－5 マスタデバイスのパラメータ編集の概要 

 4-18ページ 

…4－3 マスタへのスレーブの登録 

 4-12ページ 

…4－2 スレーブパラメータの設定 

 4-8ページ 

…4－1 仮想ネットワークへのデバイスの追加 

 4-1ページ 

…3－1 コンフィグレータの起動とメインウィンドウ 
 3-2ページ 

コンフィグレータの起動 

マスタパラメータの設定 

マスタへのスレーブの登録 

仮想ネットワークへの DeviceNetの追加 

スレーブパラメータの設定 

（パラメータ設定が必要なスレーブのみ） 

ネットワーク構成ファイルとして保存 

 

3－4－2 保存していたパラメータをダウンロードする場合 
あらかじめ保存してあったネットワーク構成ファイルを使用して、ネットワーク上の
すべてのデバイスにパラメータを設定（ダウンロード）することができます。 

 
 

…5－2 ネットワーク構成/デバイスパラメータのデバイス
へのダウンロード 

 5-5ページ 

コンフィグレータの起動 

ネットワークへのダウンロード実行 

または 

デバイス単位でパラメータダウンロード 

ネットワーク構成ファイルの読み込み 

ネットワークに接続（オンライン） …3－3 ネットワークへの接続 

 3-10ページ 

…6－1－2 ネットワーク構成ファイルのロード 

 6-3ページ 

…3－1 コンフィグレータの起動とメインウィンドウ 
 3-2ページ 
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3－4－3 現在のネットワーク全体の設定を保存する場合 
保守のため、ネットワーク上のすべてのデバイスの設定を保存できます。 

…3－1 コンフィグレータの起動とメインウィンドウ 

 3-2ページ 

…3－3 ネットワークへの接続 

 3-10ページ 

…6－1 ファイルのセーブとロード 

 6-2ページ 

ネットワークからのアップロード実行 

ネットワークに接続（オンライン） 

ネットワーク構成ファイルとして保存 

コンフィグレータの起動 

…5－3 ネットワーク構成/デバイスパラメータのアップロード／照合 

 5-12ページ 

 
 



      

 

第 4章 

デバイスパラメータの編集 
 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で仮想ネットワークを構築し、
各デバイスに必要な設定を行い、リモート I/O通信ができるようにするまでの使用方
法について説明します。 
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4－1 仮想ネットワークへのデバイスの追加 
 

まず、コンフィグレータ内の仮想ネットワーク（ネットワーク構成ウィンドウ）に、
デバイス（マスタ／スレーブ）を追加します。 

4－1－1 デバイスの（ネットワーク構成ウィンドウへの）追加 
ハードウェアリストウィンドウから、ネットワーク構成ウィンドウへドラッグ&ドロ
ップ 

ハードウェアリストウィンドウ（左画面）でネットワーク構成ウィンドウに追加する
デバイスを選択して、ネットワーク構成ウィンドウ（右画面）へドラッグ&ドロップ
します。 

■ マスタの追加 

 

登録されると 

ユニットの絵が表示されます。 

ドラッグ&ドロップで登録 

 

■ スレーブの追加 

同様に、スレーブもドラッグ&ドロップして登録していきます。 

 

 

同様に、スレーブも登録
されるとユニットの絵
が表示されます。 
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■ ドラッグして追加した結果例 

 
 

参 考 

 

ハードウェアリスト（左画面）でデバイスを右クリックして、「このデバイスをネット
ワーク構成ウィンドウに追加」、または「EDSファイル」メニューから「このデバイ
スをネットワーク構成ウィンドウに追加」を選択することでも、デバイスを追加できま
す。 
 

4－1－2 ノードアドレスの変更 

■ 「デバイス」－「ノードアドレスの変更」 

追加されたデバイスには、0～63のノードアドレスの中から未使用のノードアドレス
が、追加した順に自動的に割り当てられます。 

割り当てられたノードアドレスを変更する場合には、次の手順で変更します。 

 

1 ノードアドレスを変更したいデバイスを選択します。 

2 「デバイス」－「ノードアドレスの変更」を選択します。または、右クリックして
ポップアップメニューから「ノードアドレスの変更」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。 

 

3 「OK」ボタンをクリックするとノードアドレスが変更されます。 

この操作を繰り返し、必要なデバイスを全てネットワーク構成ウィンドウに追加
します。 
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4－1－3 オンラインで実際のネットワークからネットワーク構成を読

み出す場合 

■ 「ネットワーク」－「アップロード」 

実際のネットワークから、ネットワーク構成を読み出すには、次の手順で行います。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 「ネットワーク」を選択します。 

3 「アップロード」を選択します。 

アップロードが開始され、次のような進捗ウィンドウが表示されます。 

 
「中断」ボタンをクリックすることでアップロードを中断することができます。 

4 ネットワーク構成ウィンドウには、取得できたデバイスが順次表示されていきま
す。 

 

5 アップロード完了後、さらに追加が必要なデバイスがあれば「デバイスの（ネット
ワーク構成ウィンドウへの）追加」と同様の手順で、デバイスを追加します。 
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4－1－4 デバイスの編集 

■ デバイスの削除 

● 「編集」－「削除」 

ネットワーク内のデバイスを削除するには、次の手順で行います。 

1 対象デバイスを選択します。（複数選択もできます。） 

2 「編集」を選択します。 

3 「削除」を選択します。 

4 削除確認入力ウィンドウが表示されるので、「はい」ボタンをクリックします。 

デバイスが削除されます。 

マスタデバイスに登録されているスレーブデバイスが削除された場合、マスタデ
バイス側の登録は解除され、スキャンリストからも自動削除されます。 

■ デバイスのコピー（クリップボードへのコピー） 

● 「編集」－「コピー」 

ネットワーク内のデバイスをコピーするには、次の手順で行います。 

1 対象デバイスを選択します。（複数選択もできます。） 

2 「編集」を選択します。 

3 「コピー」を選択します。 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）内部のクリップボードにデバイス（設定パ
ラメータ含む）がコピーされます。 

■ デバイスの貼り付け（クリップボードからの貼り付け） 

● 「編集」－「貼り付け」 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）内部のクリップボードにコピーされているデ
バイスをネットワークに貼り付けるには、次の手順で行います。 

1 挿入したい位置に現在存在するデバイスを選択します。 

2 「編集」を選択します。 

3 「貼り付け」を選択します。 

新しく挿入されたデバイスには、未使用のノードアドレスが自動的に割り当てら
れます。 
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■ デバイス説明の変更 

● 「デバイス」－「説明の変更」 

ネットワークに登録したデバイスには、説明文（デバイスコメント）を付けることが
できます。 

初期値は、プロダクト名がデバイスの説明として割り当てられています。 

デバイスの説明を変更するには、次の手順で行います。 

1 対象デバイスを選択します。 

2 「デバイス」を選択します。 

3 「説明の変更」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。 

 

4 新しい説明を入力し、「OK」ボタンをクリックします。 

設定したデバイスの説明文は、ネットワーク構成ウィンドウの該当デバイス位置
にマウスポインタを移動することで表示されます。 

 

参 考 

 

デバイスの説明は、ネットワーク表示のときは、カーソルをアイコンに合わせたとき
表示されます。詳細表示のときは、Comment列に表示されます。 

 

■ デバイス位置の変更 

ネットワーク内のデバイスの表示位置を変更するには、次の手順で行います。 

1 移動対象デバイスをマウスの右ボタンでドラッグします。 

2 新しく表示したい位置に、現在表示されているデバイスの上でドロップします。 

3 移動対象デバイスが、指定した表示位置に移動します。 

ノードアドレス#00のデバイスを、ノードアドレス#02の位置でドロップした場合 

 

ドロップ

ドラッグ

マウスの「右」ボタンで 

 

 

既存デバイスの移動方向
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ノードアドレス#00のデバイスを、ノードアドレス#02の位置でドロップした場合 

 

ドロップ

ドラッグ

マウスの「右」ボタンで 

 

 

既存デバイスの移動方向 
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4－2 スレーブパラメータの設定 
4－2－1 スレーブパラメータの編集 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」 

スレーブによりパラメータの設定が可能なものがあります。パラメータの設定が可能
な場合、設定によって I/Oサイズが変わる場合がありますので、マスタパラメータを
設定する前に、まずすべてのスレーブのパラメータを設定します。 

パラメータ設定を行うには、EDSファイルが必要です。EDSファイルをお持ちでない
場合には、デバイスメーカより入手してください。 

 

参 考 

 

スレーブデバイスのパラメータ編集を行う場合には、あらかじめ、ネットワーク構成
ウィンドウにスレーブデバイスを追加しておかなければなりません。ネットワーク構
成の作成方法は 4－1項「仮想ネットワークへのデバイスの追加」を参照してください。 

 

パラメータ編集は、次の手順で行います。 

1 パラメータの編集をしたいデバイスを選択します。 

2 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」を選択します。 

3  編集可能なパラメータが存在しない場合には、次のようなワーニングが表示され
ます。 

このメッセージが表示されるスレーブは、パラメータの設定が不要です。 

 

 編集可能なパラメータが存在する場合には、次のようなウィンドウが表示されま
す。 

 
パラメータ表示グループ
切替

パラメータ設定値 

パラメータ名 

デバイスのリセット 

（オンライン時のみ有効） 

パラメータヘルプ 

パラメータをデフォルト設定に戻す 

パラメータの照合（オンライン時のみ有効） 

パラメータのアップロード（オンライン時のみ有効）

パラメータのダウンロード（オンライン時のみ有効）
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4 対象パラメータを選択し「Enter」キーを押すか、マウスでパラメータをダブルクリ
ックします。 

パラメータ名の横に「押しピン」アイコンが表示されているものは、読出し専用パ
ラメータのため編集することはできません。 

 
 

各パラメータの入力タイプにより、設定値部分が次のように変更されます。 

●一定範囲内での数値入力の場合 

 
最小値から最大値の間で、設定値を数値入力します。 

 

●選択項目より選択する場合 

 
設定値リストから、設定値を選択します。 

 

●Bitの ON/OFFにより設定する場合 

 
設定項目を選択して有効／無効を切り替えます。 

5 設定した値を有効にする場合は、「Enter」キーを入力します。 

変更をキャンセルする場合は、「ESC」キーを入力します。 

6 すべての編集が終了したら、「OK」ボタンをクリックします。 
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4－2－2 I/Oサイズの確認と設定 

■ I/Oサイズの確認 

● 「デバイス」－「プロパティ」－「I/O情報」 

 
プロパティ画面の I/O情報タブでこのスレーブの I/Oサイズを確認することができま
す。 

正しい I/Oサイズになっているかを確認してください。変更する場合は、次の手順に
したがって変更してください。 

■ I/Oサイズの設定 

スイッチの設定で I/Oサイズを変更できるスレーブや、コンフィグレータ以外のツー
ルで I/Oサイズを変更するスレーブについては、コンフィグレータが正しい I/Oサイズ
を認識することができません。 

このようなスレーブについては、次の手順にしたがって、I/Oサイズを直接入力して
ください。 

 

1 対象となるスレーブを選択して、「デバイス」－「プロパティ」を選択します。 

2 「I/O情報」タブを選択します。 

3 「編集」ボタンをクリックします。「I/Oサイズ変更」ダイアログボックスが表示
されます。 

4 コネクション別に正しい I/Oサイズを入力します。コネクションがわからないとき
は、「Poll」フィールドに正しい I/Oサイズを入力します。 

5 「OK」ボタンをクリックします。 

 

参 考 

 

オムロン製スレーブでは、次のスレーブが相当します。 
・アナログ入力ターミナル（形 DRT1-AD04） 
入力 4CH／2CHをディップスイッチで切り替えます。 

・マルチプル I/Oターミナル対応アナログ入力ユニット（形 GT1-AD08MX） 
入力 8CH／4CHをディップスイッチで切り替えます。 

・プログラマブルターミナル DeviceNet接続 I/Fユニット（形 NT-DRT21） 
1CH～64CHまでの I/Oデータエリアを PTのシステムメニューで設定します。 

・ファイバアンプ用通信ユニット(形 E3X-DRT21) 
入力データにステータス、受光量をつける場合 

他社製スレーブについても I/Oサイズが変更できる場合は、同様な手順で入力してく
ださい。 
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■ I/Oサイズ情報をマスタのスキャンリストから取得する 

オムロン製マスタユニットが固定割付に設定されている場合などで、すでに動作して
いるネットワークにコンフィグレータを接続する際は、マスタのスキャンリストから
スレーブの I/Oサイズを取得して、スレーブの I/Oサイズを設定することができます。 

ただし、取得できるのはマスタがオムロン製の場合だけとなります。また、形
CS1W-DRM21(-V1)/CJ1W-DRM21のスレーブ機能では、I/Oサイズの取得はできませ
ん。 

マスタのスキャンリストから I/Oサイズを取得するには、次のようにします。 

1 対象となるスレーブを選択して、「デバイス」－「プロパティ」を選択します。 

2 「I/O情報」タブを選択します。 

3 「スキャンリストから取得」ボタンをクリックします。 

 

■ I/Oサイズ変更時のパラメータ自動更新 

スレーブの I/Oサイズを変更したとき、マスタのスキャンリストに登録されている I/O

サイズを自動更新するか／自動更新しないかを、切り替えることができます。 

マスタのスキャンリストに登録されている I/Oサイズを自動更新するには、「オプシ
ョン」－「I/Oサイズ変更時のパラメータ自動更新」を選択します。 

I/Oサイズ変更時のパラメータ自動更新が有効の場合、メニューに がつきます。 

なお、デフォルトは自動更新しない設定です。 

 
 

お願い 

 

EDSファイルがないスレーブの場合、I/Oサイズ変更時のパラメータ自動更新を有効
にすると、操作によってはマスタのスキャンリストに登録されている I/Oサイズが 0に
自動更新されます。 
したがって、通常は I/Oサイズ変更時のパラメータ自動更新を無効にして、ご使用く
ださい。 
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4－3 マスタへのスレーブの登録 
4－3－1 スレーブの登録と I/Oエリアの自動割付 

マスタに対してスレーブを登録すると、設定されている I/O割付用メモリブロックな
いに自動的に割り付けられます。 

割付は、OUTエリア／INエリアともに、登録した順番に、メモリブロック 1の先頭か
ら前詰めとなります。メモリブロック 1が一杯になると、メモリブロック 2へ割り付
けられます。したがって、スレーブを登録する前に、あらかじめ割付用メモリブロッ
クのエリアと範囲を設定しておいてください。 

 

参 考 

 

自動割付エリアは、後で変更できます。 

 

■ 割付用メモリブロックの設定 

1 マスタを選択して、「デバイス」－「パラメータ」－「編集」を選択します。「マ
スタパラメータの編集」ダイアログボックスが表示されます。 

2 「マスタ I/O割付（OUT）」タブを選択します。 

 

3 「メモリブロック 1」フィールドの「メモリ変更」ボタンをクリックします。 
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4 メモリブロックの「エリア」、「エリア開始チャネル」、「表示チャネル数」を設
定します。 

 

5 同様に、メモリブロック 2を設定します。 

6 「マスタ I/O割付（IN）」タブを選択し、OUTブロックと同様にメモリブロックの
設定をします。 

 

参 考 

 

・使用しないブロックは、「エリア」の設定を「使用しない」としてください。 
・「表示チャネル数」とは、コンフィグレータ上で表示するブロックのチャネル数で
す。この値は、ユニットにダウンロードされません。 
アップロードしたとき、ブロック内の占有エリアが 100CH以下の場合、「表示チャ
ネル数」は 100CHに設定され、表示されます。 
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4－3－2 マスタデバイスへのスレーブデバイスの登録 
スレーブの登録には、3種類の方法があります。 

■ スレーブをマスタへドラッグ&ドロップ 

マスタデバイスにスレーブデバイスを登録するには、ネットワーク構成ウィンドウ
（右画面）にて、対象となるスレーブデバイスの絵をドラッグし、該当マスタデバイ
スの絵にドロップします。 

ドラッグ&ドロップによるマスタへのスレーブ登録時、自動的に、登録順にチャネル
単位での I/O割付が行われます。 

 スレーブの絵をマスタの絵にド
ラッグ&ドロップします。 

 

● 登録後 

 登録されると、登録先のマス
タのノードアドレスが表示
されます。

 

● 登録後のマスタノードアドレス表示 

 

 

登録されると、登録先のマスタのノードアドレス 

（この場合 00）が の後に、#付きで表示されます。 
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■ 右クリックメニュ「他デバイスに登録」 

ネットワーク構成ウィンドウ（右画面）にて、スレーブの絵を右クリックして「他の
デバイスに登録」（または「デバイス」メニューから「他のデバイスに登録」）を選
択の上、右のサブメニューに表示される登録可能マスタデバイスを選択することでも、
デバイスをマスタに登録することができます。 

また、I/O割付時に、マスタデバイスのパラメータウィザードまたはパラメータ編集
にて、登録スレーブの設定/削除をすることも可能です。 

 

参 考 

 

メニューから選択し登録する場合は、次の手順で行います。 

 

1 登録するデバイスを選択します。 

2 「デバイス」を選択します。 

3 「他のデバイスに登録」を選択します。 

「他のデバイスに登録」メニューには、次のように登録可能なマスタ候補が表示さ
れます。 

  

4 登録先デバイスを選択します。 

登録されたスレーブデバイスは、マスタデバイスであるマスタのスキャンリスト
に自動登録され I/O割り付けが行われます。 

 

すでに他のデバイスに登録されているスレーブデバイスを、登録マスタデバイス
以外の他のデバイスに登録しようとした場合、以下のウィンドウが表示され「は
い」ボタンのクリックで重複登録することもできます。 

ただし、重複登録をしても 1台のスレーブが通信できるのは 1台のマスタだけです。 

複数のマスタに、同じスレーブが登録されていると通信異常が多発します。 

  

■ マスタパラメータの編集ウィンドウでの登録 

マスタパラメータ編集ウィンドウでは、スレーブの登録と I/Oエリアの割付ができま
す。4-24ページを参照してください。 
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4－4 マスタのプロパティの設定 
 

オムロン製マスタユニットの各種プロパティを設定します。 

「デバイス」－「プロパティ」 

4－4－1 CS1W-DRM21(-V1)、CJ1W-DRM21ユニットの場合 
マスタ機能、スレーブ機能の設定を行います。 

設定を行うには、次の手順で行います。 

1 ネットワーク構成ウィンドウ（右画面）にて、マスタの絵を選択します。 

2 「デバイス」－「プロパティ」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。「ユニット機能」タブを選択します。 

 

3 「マスタ機能を有効にする」、または「スレーブ機能を有効にする」をチェックし
ます（両方チェックすることも可能です）。 
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4－4－2 CVM1-DRM21-V1、C200HW-DRM21-V1マスタユニットの場合 
ユニットを装着する PLC機種の設定を行います。 

設定を行うには、次の手順で行います。 

1 デバイスを選択します。 

2 「デバイス」を選択します。 

3 「プロパティ」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。「PLC情報」タブを選択します。 

  

4 「機種変更」ボタンをクリックします。 

次のようなウィンドウが表示されます。 

  

5 装着 PLC機種を指定して「OK」ボタンをクリックします。 

 

ポイント 

 

装着 PLC機種の変更を行うと、現在設定されている全ての設定が初期化されます。 
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4－5 マスタデバイスのパラメータ編集の概要 
 

デバイスパラメータには、マスタデバイスのパラメータとスレーブデバイスのパラメ
ータがあります。 

ここでは、マスタデバイスのパラメータ編集の概要について説明します。 

マスタデバイスのパラメータ編集では、マスタデバイスへのスレーブデバイスの I/O

割付、および通信サイクル時間設定、コネクションの設定などを行います。 

 

これらのマスタデバイスのパラメータを設定するには、次の 2つの方法があります。 

1） パラメータウィザード 

対話型の簡単な操作で、ノードアドレス順に I/O割付を行うことができます。 

2） パラメータ編集 

自由な I/O割付を行います。また、通信サイクル時間の設定、コネクション設
定、デバイス情報のチェック有無設定など、より詳細設定を行うことができ
ます。 

 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で設定可能なマスタデバイスは、オムロン製
マスタユニット（形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21、形 CVM1-DRM21-V1、形
C200HW-DRM21-V1、形 3G8F7-DRM21）のみです。おもに以下の機能を設定します。 

 
設定方法 設定機能 

1）パラメータウィザード
（「デバイス」－「パラメ
ータ」－「ウィザード」）

2）パラメータ編集 
（「デバイス」－「パラ
メータ」－「編集」） 

形 CS1W-DRM21(-V1) 
形 CJ1W-DRM21 

形 C200HW-DRM21-V1、 
形 CVM1-DRM21-V1 

I/O割付 パラメータウィザード 「マスタ I/O割付
（OUT）」、「マスタ I/O
割付（IN）」タブ 

○ ○ 

通信サイクル 
時間設定 

「通信サイクル時間」タ
ブ 

○ ○ 

コネクション設定 ○ × 

デバイス情報 
チェック有無設定 

「マスタ全般」タブの「詳
細設定」ボタン 

○ × 

メッセージ監視 
タイマ 

「メッセージ監視タイマ
設定」タブ 

○ × 

スレーブ機能設定 「スレーブ機能」タブ ○ × 

起動時リモート I/O
通信開始 

― 
（*1） 

○ 

Explicitメッセージ通
信設定/解除 

－ 

「全般」タブ 

― 
（*2） 

○ 

*1：マスタ機能を有効・停止設定で、同等の機能を実現できます。 
*2：スキャンリストに登録しない場合も、Explicitメッセージ通信が可能。 

 

参 考 

 

マスタデバイスの I/O割り付けを行うには、あらかじめ、ネットワーク構成ウィンド
ウにデバイスを追加しておくことが必要です（マスタへのスレーブの登録が未でも可能
です）。ネットワーク構成の作成方法は、「4－1 仮想ネットワークへのデバイスの
追加」を参照してください。 
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4－6 パラメータウィザードによる設定
（簡易的な I/O割付） 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「ウィザード」 

・対話型で簡易的に割り付けます。 

・ノードアドレス順、ブロック 1からの簡易 I/O割付、ブロックサイズ 100CHの I/O

割付です。 

 

スレーブのノードアドレス順、ブロック 1から（ブロック 1がオーバーしたときブロ
ック 2に割付）、ブロックサイズ＝100CHで割り付けます。 
注：いったん、このウィザードを使用して I/O割付した後、後述する「パラメータ編集」で、ノ

ードアドレスの変更その他の自由な割付変更をすることが可能です。 
 

ここでは、形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21ユニットのパラメータウィザード
機能を説明します。形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1マスタユニットの
場合も、機能および操作手順は同じです。 

 

パラメータウィザードにて、各ブロックの先頭アドレス指定（ブロックサイズは
100CH固定）、割付方法（チャネル単位割付、または占有チャネ最小割付）、スレー
ブの登録/削除指定をします。 

 

参 考 

 

・1ブロック 100CHを超える割付は「パラメータ編集」にて行ってください。 
・パラメータウィザードで、マスタデバイスにスレーブデバイスを I/O割付するに
は、次の手順で行います。 

 

1 登録したいマスタデバイスを選択します。 

2 「デバイス」－「パラメータ」－「ウィザード」を選択します。 

3 （パラメータウィザードで設定を行うと、現在の設定はすべて初期化されます。
そのため、次のような確認ウィンドウが表示されるので）「はい」ボタンをクリッ
クします。 
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4 各ブロックのエリア種別と開始チャネルの設定 

次のような「スキャンリストウィザード－使用メモリブロック開始チャネル設定」
ウィンドウが表示されます。 

使用するメモリエリアと開始チャネルを設定し、「次へ」ボタンをクリックします。
ブロック 1から自動的に割り付けれられます。ブロック 1がオーバーしたら、ブロ
ック 2に割り付けられます。各ブロックは、指定した開始チャネルから最大 100チ
ャネル固定で占有されます。 
注：ブロック間のエリアの重複や、開始チャネルが範囲オーバーの場合は、次へ進むこと

はできません。 

 

5 リモート I/O割付の設定 

次のようなデバイスの I/Oデータの割付方法を指定する「スキャンリストウィザー
ド－メモリブロックへの割付方法設定」ウィンドウが表示されます。 

割付方法を指定して、「次へ」ボタンをクリックします。 
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割付方法には、次の 2つがあります。 
各デバイスをチャネル単位で割り付け
る 

各スレーブの先頭が必ずチャネルの Low（下位 7ビット）に
割り付けられるようになります。そのため、入出力バイト数
が 1バイトのスレーブが続いても、1チャネルずつ占有しま
す。 

例：  

 
#0 

#1 

～ ～ 07815
High Low

#3 

#4 

ノードアドレス順 

：未使用エリア 
#6 

 
全体の占有チャネル数が少なくなるよ
うに割り付ける 

入出力バイト数が 1バイトのスレーブがあれば、できるだけ
未使用エリアを作らないように、Low（下位 7ビット）、High

（上位 7ビット）の順で、割り付けていきます。 

例：  

#0 

#1 

～ ～ 07815
High Low

#3 

#4 

#6 

ノードアドレス順 

：未使用エリア 
 

 

次に割付の例を示します。 

例）OUTまたは INが以下の場合の割付 

#00  1バイト 

#01  2バイト 

#02  1バイト 

#03  4バイト 

#04  1バイト 

#05  1バイト 

■ チャネル単位の割付 
 High Low 

 15 8 7 0

+0CH  #00 

+1CH #01 

+2CH  #02 

+3CH #03 

+4CH #03 

+5CH  #04 

+6CH  #05 

■ 占有チャネルが最小となる割付 
 High Low 

 15 8 7  0

+0CH #02 #00 

+1CH #01 

+2CH #03 

+3CH #03 

+4CH #05 #04 
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6 スレーブの登録／削除 

次のような「スキャンリストウィザード－登録デバイス指定」ウィンドウが表示さ
れます。 

マスタデバイスに登録するスレーブデバイスを指定し、「次へ」ボタンをクリック
します。 

 
登録デバイス一覧には、ネットワーク上のデバイスが登録済みとして表示されて
います。 

登録しないデバイスがある場合は、 ボタンをクリックし登録を解除します。 

登録デバイスがない場合は、次へ進むことはできません。 

7 リモート I/O割付結果の表示 

指定された方法で I/O割り付けを行い、次のような「スキャンリストウィザード－
割付結果」ウィンドウが表示されます。 

表示されている内容でよければ、「完了」ボタンをクリックします。パラメータウ
ィザードが終了します。「戻る」をクリックすると、前の設定に戻ります。 

設定した内容が、デバイスパラメータとして設定されます。 
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8 マスタデバイスへのパラメータ書き込み 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）がオンラインの場合、次のウィンドウが表
示されます。 

 
「はい」ボタンをクリックして、マスタデバイスへの書き込みを行うと、新しく設
定した内容でリモート I/O通信が開始されます。 

 

参 考 

 

パラメータウィザードで設定したデバイスパラメータは、パラメータ編集機能で、変
更することができます。 
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4－7 マスタパラメータ編集の内容（各タブの概要） 
■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」 

パラメータ編集機能を使用すると、リモート I/O通信の自由割付を行うことができま
す。また、通信サイクル時間の設定、コネクションの設定など、より詳細の設定を行
うことができます（設定可能な項目は、各マスタデバイスにより異なります）。 

 

ここでは、パラメータ編集の内容（各タブの概要、およびとくに「マスタ全般タブ」
の内容）を説明します。「マスタ全般タブ」以外の内容は、「4－8 自由な I/O割付
（「マスタ I/O割付」タブ）（4-32ページ）」、および「4－9 各種の設定（コネクシ
ョン設定、通信サイクル時間、スレーブ機能など）（4-39ページ）」の各項を参照し
てください。 

 

パラメータ編集は、次の手順で行います。 

 

1 パラメータの編集をしたいデバイスを選択します。 

2 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」を選択します。 

3 各マスタの「デバイスパラメータの編集」ウィンドウが表示されます。 
 

参 考 

 

・ネットワーク構成ウィンドウに表示されているデバイスの I/Oサイズと、スキャン
リストに登録されているデバイスの I/Oデータサイズが一致していない場合、「デバ
イスパラメータの編集」ウィンドウ表示時、以下の警告ダイアログが表示され、スキ
ャンリストに設定されている I/Oサイズが優先されます。 

  
 EDSがインストールされていないスレーブがあれば、EDSを入手して、インストー
ルしてください。 
また、I/Oサイズの変更が必要なスレーブがあれば、4－2－2 I/Oサイズの確認と設
定（4-10ページ）を参照して、スレーブに正しい I/Oサイズを設定してください。 

・他のマスタデバイスに登録されているスレーブデバイスが、スキャンリストに登録
されている場合、「デバイスパラメータの編集」ウィンドウ表示時、以下のワーニン
グが表示されます。 

  
スキャンリストの登録スレーブを修正してください。 
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4－7－1 形 CS1W-DRM21(-V1)/形 CJ1W-DRM21の場合のデバイスパ

ラメータ編集 

ポイント 

 

形 CS1W-DRM21(-V1)/形 CJ1W-DRM21でマスタ機能を動作させる場合には、デバイ
スを選択し、「デバイス」－「プロパティ」を選択して、形 CS1W-DRM21(-V1)/形
CJ1W-DRM21のプロパティダイアログにて、「マスタ機能を有効にする」をチェック
しておくことが必要です。 

 

形 CS1W-DRM21(-V1)/形 CJ1W-DRM21を選択した場合、次のようなウィンドウが表
示されます。 

 
 

「デバイスパラメータの編集」ウィンドウは、次の 5つのタブで構成されています。 

 
タブ名 設定内容 

マスタ全般 スキャンリストに登録するデバイスの登録および、自動設定による
I/O割付を行います。 

マスタ I/O割付（OUT） 詳細設定により OUTデータの割付および、CPUユニットの OUTメ
モリブロックの設定を行います。 

マスタ I/O割付（IN） 詳細設定により INデータの割付および、CPUユニットの INメモリ
ブロックの設定を行います。 

通信サイクル時間 通信サイクル時間の設定を行います。 

スレーブ機能 スレーブ機能を動作させるための設定を行います。 

メッセージ監視タイマ メッセージ通信（Explicitおよび FINSメッセージ通信共通）の監視
タイマを設定します。 
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■ 「マスタ全般」タブの内容（形 CS1W-DRM21(-V1)/形 CJ1W-DRM21） 

 

デバイス登録ボタン 
デバイス登録解除ボタン 

未登録デバイス一覧 

自動割付／解除 

登録デバイス一覧 

詳細設定ボタン 

パラメータのアップロード（オンライン時のみ有効） 

パラメータの照合（オンライン時のみ有効）

パラメータのダウンロード（オンライン時のみ有効） 

登録と同時に自動割付を行う 

コネクションの詳細設定を行った
とき「＊」マークがつきます 

 
項目 内容 

未登録デバイス一覧 ネットワーク構成ウィンドウに表示（追加）されているが、マス
タにまだ登録されていないスレーブデバイスが、未登録デバイ
スとして表示されます。 

登録デバイス一覧 現在マスタに登録されているスレーブデバイスが表示されま
す。 

「デバイス登録／解除」ボタン ：登録ボタンで、上の未登録デバイス一覧から、下の登録
デバイス一覧へ移動させます。 

：解除ボタンで、下の登録済みデバイス一覧から、上の登
録候補デバイス一覧へ移動させます。 

「登録と同時に自動割付を行う」
チェックボックス 

「デバイスパラメータの編集」ウィンドウにてスレーブをマスタ
へ登録するときに、空きエリアに、登録順にチャネル単位で割
付けるとき、チェックします。 

「自動割付／解除」ボタン 選択しているスレーブの I/O割付の解除、再割付（空きエリアへ
の前詰めチャネル単位割付）をするときこのボタンをクリックし
ます。 

「詳細設定」ボタン コネクションの設定、デバイス情報の表示／チェックをすると
き、このボタンをクリックして、設定します。 

「パラメータのアップロード」 

ボタン 

オンラインにて、実際のネットワーク上のデバイスからデバイ
スのパラメータを読み出します。 

「パラメータのダウンロード」 

ボタン 

オンラインにて、実際のネットワーク上のデバイスへデバイス
のパラメータを書き込みます。 

「パラメータの照合」ボタン オンラインにて、実際のネットワーク上のデバイスと、現在コ
ンフィグレータが保持しているパラメータを照合します。 
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4－7－2 形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1（マスタユニッ

ト）の場合のデバイスパラメータ編集 
形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1（マスタユニット）を選択した場合、次
のようなウィンドウが表示されます。 

 
「デバイスパラメータの編集」ウィンドウは、次の 4つのタブで構成されています。 

 
タブ名 設定内容 

全般 スキャンリストに登録するデバイスの登録および、自動設定による I/O割
付を行います。 

I/O割付（OUT） 詳細設定により OUTデータの割付および、CPUユニットの OUTメモリブ
ロックの設定を行います。 

I/O割付（IN） 詳細設定により INデータの割付および、CPUユニットの INメモリブロッ
クの設定を行います。 

通信サイクル時間 通信サイクル時間の設定を行います。 
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■ 「全般」タブの内容（形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1） 

 

デバイス登録ボタン 
デバイス登録解除ボタン 

未登録デバイス一覧 

自動割付／解除 

登録デバイス一覧 

起動時リモート I/O通信を
開始する 

パラメータのアップロード（オンライン時のみ有効） 

パラメータの照合（オンライン時のみ有効） 

パラメータのダウンロード（オンライン時のみ有効）

登録と同時に自動割付を行う 

Explicit メッセージ通信のみ
設定／解除 

Explicit メッセージ通信のみ行うスレー
ブとして登録したとき「＊」マークがつ

きます。 

 
項目 内容 

未登録デバイス一覧 ネットワーク構成ウィンドウに表示（追加）されているが、マスタにまだ
登録されていないスレーブデバイスが、未登録デバイスとして表示されま
す。 

登録デバイス一覧 現在マスタに登録されているスレーブデバイスが表示されます。 

「デバイス登録／解除」
ボタン 

：登録ボタンで、上の未登録デバイス一覧から、下の登録デバイス
一覧へ移動させます。 

：解除ボタンで、下の登録済みデバイス一覧から、上の登録候補デバ
イス一覧へ移動させます。 

「登録と同時に自動割付
を行う」チェックボック
ス 

「デバイスパラメータの編集」ウィンドウにてスレーブをマスタへ登録す
ると同時に、空きエリアに、登録順にチャネル単位で割り付けるとき、チ
ェックします。 

「自動割付／解除」 

ボタン 

I/O割付の解除、再割付をするときこのボタンをクリックします。 

「Explicitメッセージ通
信のみの設定／解除」 

チェックボックス 

リモート I/O通信をおこなわず、Explicitメッセージ通信のみ（ただし、送
信のみ）をおこなうか否かを指定します。 Explicitメッセージ通信のみを
おこなう場合、チェックします。 

「起動時リモート I/O通
信を開始する」チェック
ボックス 

マスタユニット起動時に、自動的にリモート I/O通信を開始させるか否か
を指定します。開始させる場合、チェックをします。 

「パラメータのアップロ
ード」ボタン 

オンラインにて、実際のネットワーク上のデバイスからデバイスのパラメ
ータを読み出します。 

「パラメータのダウンロ
ード」ボタン 

オンラインにて、実際のネットワーク上のデバイスへデバイスのパラメー
タを書き込みます。 

「パラメータの照合」 

ボタン 

オンラインにて、実際のネットワーク上のデバイスと、現在コンフィグレ
ータが保持しているパラメータを照合します。 
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4－7－3 形 3G8F7-DRM21（DeviceNet PCIボードスキャナ）の場合の

デバイスパラメータ編集 
 

形 3G8F7-DRM21（DeviceNet PCIボードスキャナ）を選択した場合、次のようなウィ
ンドウが表示されます。 

 
 

「デバイスパラメータの編集」ウィンドウは、次の 5つのタブで構成されています。 

 
タブ名 設定内容 

マスタ全般 スキャンリストに登録するデバイスの登録および、自動設定による
I/O割付を行います。 

通信サイクル時間 通信サイクル時間の設定を行います。 

スレーブ機能 スレーブ機能を動作させるための設定を行います。 

メッセージ監視タイマ メッセージ通信（Explicitおよび FINSメッセージ通信共通）の監視タ
イマを設定します。 
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■ 「マスタ機能」タブの内容 

 

デバイス登録ボタン 

デバイス登録解除ボタン 

未登録デバイス一覧 

登録デバイス一覧 

詳細設定ボタン 

パラメータのアップロード（オンライン時のみ有効） 

パラメータの照合（オンライン時のみ有効）

パラメータのダウンロード（オンライン時のみ有効） 

コネクションの詳細設定を行った
とき「＊」マークがつきます 

 
項目 内容 

未登録デバイス一覧 ネットワーク構成ウィンドウに表示（追加）されているが、マス
タにまだ登録されていないスレーブデバイスが、未登録デバイ
スとして表示されます。 

登録デバイス一覧 現在マスタに登録されているスレーブデバイスが表示されま
す。 

「デバイス登録／解除」ボタン ：登録ボタンで、上の未登録デバイス一覧から、下の登録
デバイス一覧へ移動させます。 

：解除ボタンで、下の登録済みデバイス一覧から、上の登
録候補デバイス一覧へ移動させます。 

「詳細設定」ボタン コネクションの設定、デバイス情報の表示／チェックをすると
き、このボタンをクリックして、設定します。 

「パラメータのアップロード」 

ボタン 

オンラインにて、実際のネットワーク上のデバイスからデバイ
スのパラメータを読み出します。 

「パラメータのダウンロード」 

ボタン 

オンラインにて、実際のネットワーク上のデバイスへデバイス
のパラメータを書き込みます。 

「パラメータの照合」ボタン オンラインにて、実際のネットワーク上のデバイスと、現在コ
ンフィグレータが保持しているパラメータを照合します。 
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4－7－4 スレーブのマスタへの登録解除 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「マスタ全般」タブで、「デバ

イス登録／解除」ボタン 
注：形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21、形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1、

形 3G8F7-DRM21共通です。 

 

必要に応じ、「マスタ全般」タブにて、マスタへの登録の解除を行います。 

スレーブデバイスのマスタデバイスへの登録、または登録解除を行うには、次の手順
で行います。 

1 登録、または登録解除するスレーブデバイスを選択します。 

2 スレーブデバイスの登録  ／解除  ボタンをクリックします。 

 

登録解除の場合には、解除されたスレーブデバイスが未登録デバイス一覧に表示され
ます。 

登録の場合には、登録されたデバイスは登録デバイス一覧に表示されます。 

4－7－5 登録時の自動割付指定 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「マスタ全般」タブで「登録と

同時に自動割付を行う」チェックボックス、および「自動割付／解除」ボタ

ン 
注：形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21、形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1共

通です。 

 

・自動割付指定（「登録と同時に自動割付を行う」）のチェックボックスがチェック
されていると、「デバイスパラメータの編集」ウィンドウにてスレーブをマスタへ
登録した時に、自動的に登録順に、チャネル単位での I/O割付が行われます。 

このチェックボックスは、「デバイスパラメータの編集」ウィンドウにてのみ有効
です。 

自動割付は、OUT/IN該当メモリブロックのブロック 1の空きエリアから登録順（ド
ロップした順）にチャネル単位で割り付けられます。 

・選択しているスレーブの I/O割付の解除または再割り付け（空きエリアへの前詰め
でのチャネル単位の割付）をする場合は、「自動割付／解除」ボタンをクリックす
ることでいつでも行うことができます。 

ただし、この自動割付を指定している場合、後述の詳細設定は不可です。 
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4－8 自由な I/O割付（「マスタ I/O割付」タブ） 
 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「マスタ I/O割付」タブ 

ノードアドレス順任意、ブロック 1/2とも、ブロックサイズ任意の手動 I/O割付を行い
ます。 
注：形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21、形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1共

通です。以下、形 CS1W-DRM21(-V1)の例で示します。 

4－8－1 「マスタ I/O割付」タブの内容 
「マスタ I/O割付」タブで、以下の設定をします。 

1） OUT／INブロック 1/2の各メモリブロックの CPUユニットの I/Oメモリエリアへ
の割付、および 

2） 各ブロックへの各スレーブの割付 

 

「マスタ I/O割付（OUT）」または「マスタ I/O割付（IN）」タブをクリックすると、
次のウィンドウが表示されます。 

 

メモリブロック 

割付スレーブのプロダクトネーム 

バイト単位：チャネルアドレス 先頭ビット
アドレス 

スレーブ情報を表示する 

登録有効デバイス一覧 

ブロック 2の変更を行う 

ブロック 1の変更を行う 

ブロック 1の割付状態 

選択スレーブを自動割付する 

選択スレーブの I/O割付を解除する 

編集ウィンドウを使って手動割付する 

ブロック 2の割付状態 
 

項目 内容 

登録有効デバイス一覧 全般タブで登録した登録デバイスのうちOUTまたは INの有効データがあるデバイスのみが表示
されます。 

「自動割付」ボタン 登録有効デバイス一覧で選択しているスレーブを、空きエリアに前詰めでチャネル単位で割り
付けます。 

「解除」ボタン 登録有効デバイス一覧で選択しているスレーブの I/O割付を解除します。 

「編集」ボタン 編集ウィンドウを使用して、手動割付をします。 

「スレーブ情報」ボタン スレーブ情報（割付エリア、I/Oコメント）を表示します。 

メモリブロック ブロック 1および 2への各スレーブ（Product Name）の割付状態が表示されます。 

 Ch 割付開始のビットアドレスです。チャネルアドレスの後、先頭ビットアドレスが表示されてい
ます。 

 Product Name ブロック 1および 2 

「メモリ変更」ボタン ブロック 1/2の先頭アドレス、サイズ（チャネル数）を設定します。 
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■ 補足：ブロック 1/2の割付状態について 

ブロックの割付状態リストには、CPUユニットのチャネルと各エリアに割り当てされ
ているデバイスのプロダクトネームが表示されます。 

Chは、開始ビットを示します。CHアドレスと、開始ビットアドレスで示していま
す。 

例：3300：Bit00は、3300CHのビット 00を開始ビットとして（Lowバイトから）割り
付けます。 

例：3300：Bit08は、3300CHのビット 08を開始ビットとして（Highバイトから）割
り付けます。 

 
例：3300CHビット 00から（Lowバイトか
ら）割り付けます。 

3300CH ビット 08 を先頭とした
バイトも占有するため、その下の
3300：Bit08 のプロダクトネーム
はブランク 

割り付けるスレーブのプロダク
トネーム 

ビット先頭アドレス（例：Bit00）

チャネルアドレス（例：3300CH）

 
未使用のメモリブロックには、CPUユニットのチャネル表示はされません。 

4－8－2 OUT／INブロックの先頭アドレスの変更 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「マスタ I/O割付」タブで「メ

モリ変更」ボタン 

CPUユニットの I/OメモリへのOUT／INブロックの割付エリアを変更する場合、次の
手順で行います。 

1 変更するブロックの「メモリ変更」ボタンをクリックします。 

2 次のようなウィンドウが表示されます。 
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3 ブロックのエリア種別と開始チャネル、表示チャネル数を設定します。 

表示チャネル数では、コンフィグレータで表示するブロックのチャネル数を設定
します。 

形CS1W-DRM21(-V1)/CJ1W-DRM21では、1ブロックの最大割付可能チャネルは、
500チャネルです。 

形 C200HW-DRM21-V1、形 CVM1-DRM21-V1では、1ブロックの最大設定可能チ
ャネル数は、100チャネルです。 

設定可能な範囲は、以下のとおりです。 

・形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21の場合 
PLC機種 リレーエリア 範囲 

入出力リレー 0000～6143 

データメモリ DM0000～DM8191 

内部補助リレー WR000～WR511 

保持リレー HR000～HR511 

CSシリーズ 

CJシリーズ 

拡張データメモリ EM00000～EM32767 

拡張データメモリは、バンク 0～12まで使用できます。 

 

・形 C200HW-DRM21-V1の場合 
PLC機種 リレーエリア 範囲 

入出力リレー 000～511 

保持リレー HR00～HR99 

リンクリレー LR00～LR63 

C200HSシリーズ 

データメモリ DM0000～DM5999 

入出力リレー 000～511 

保持リレー HR00～HR99 

リンクリレー LR00～LR63 

C200HE-CPU11 

データメモリ DM0000～DM4095 

入出力リレー 000～511 

保持リレー HR00～HR99 

リンクリレー LR00～LR63 

上記以外の
C200HX/HG/HE（-Z）
シリーズ 

データメモリ DM0000～DM5999 

 

・形 CVM1-DRM21-V1の場合 
PLC機種 リレーエリア 範囲 

入出力リレー 0000-～2555 

CPUバスリンクリレー G000～G511 

CV500、CVM1-CPU01 

データメモリ DM0000～DM8191 

入出力リレー 0000～2555 

CPUバスリンクリレー G000～G511 

上記以外の CV/CVM1

シリーズ 

データメモリ DM00000～DM24575 

 

参 考 

 

・「表示チャネル数」はコンフィグレータ上で表示するブロックのチャネル数を設定し
ます。マスタユニットにダウンロードされる値ではありません。 

・1ブロック内の占有チャネル数が 100チャネル以下の場合、アップロードしたとき
には、表示チャネル数が 100チャネルとして表示されます。 

 

4 「OK」ボタンをクリックするとメモリブロックが変更されます。 

すでにデバイスが割り付けられている場合は、新しいメモリブロックにそのまま
再割り当てされます。ただし、エリアオーバーが発生した場合には、該当デバイ
スの割付は解除されます。再度割り付けてください。 
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4－8－3 I/O割付の方法 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「マスタ I/O割付」タブ 

I/O割付の方法には、次の 3つの方法があります。 

1） 編集ウィンドウを使った手動割付 

登録有効デバイス一覧より対象スレーブデバイスを選択し「編集」ボタンをクリッ
クし、編集ウィンドウを使って、各スレーブごとに手動で割り付けます。 

2）ドラッグ&ドロップによる割付 

登録有効デバイス一覧より対象デバイスをドラッグし、割り付けたいメモリブロ
ックの該当チャネル位置にドロップ。 

3） 自動割付 

登録有効デバイス一覧より対象デバイスを選択して、「自動割付」ボタンをクリッ
クすることで、空きエリアへ前詰めで、チャネル単位での自動割付することも可
能です。（ただし、「マスタ全般」タブの詳細設定でコネクションのユーザ設定を
行ったデバイスは、自動割付できません。） 
注：「マスタ全般」タブで複数コネクションの設定を行ったデバイスの I/Oデータサイズは、

登録デバイス一覧の「Size」位置に、次のように表示されます。 

   
 左側の I/Oデータをドラッグ＆ドロップで割り付けるには、マウス左ボタンを使用してド
ラッグします。右側の I/Oデータをドラッグ＆ドロップで割り付けるには、マウス右ボタ
ンを使用してドラッグします。コネクションが1つの場合には、マウス左ボタンを使用し
ます。 
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■ 編集ウィンドウを使った手動割付の場合 

● 「マスタ I/O割付」タブで、「編集」ボタン 

編集ウィンドウを使った手動割付は、次の手順で行います。 

1 I/O割付の編集を行いたいデバイスを選択します。 

2 「編集」ボタンをクリックします。 

3 次のような「I/O割付の編集」ダイアログボックが表示されます。 

ブロック 1または 2、割付チャネル、開始バイト（下位バイト：Low、上位バイト：
High）、占有バイトを指定します。 

 

 
全般タブ詳細設定でコネクション指定を行って
いる場合 

割付先頭チャネルと占有バイト数を指定します。 

割付先頭チャネルでは、上位（High）／下位（Low）のバイト位置も指定できます。 

占有バイト数が 2バイト以上の場合は、必ず下位（Low）を指定してください。 

 

・ 占有バイト数 1バイトのデバイスを下位バイトに割り付けた場合 
 High Low 

 15 8 7 0

+0CH  #00 

+1CH   

+2CH   

・ 占有バイト数 1バイトのデバイスを上位バイトに割り付けた場合 
 High Low 

 15 8 7 0

+0CH #00  

+1CH   

+2CH   

 

4 「OK」ボタンをクリックすると I/O割付が行われます。 
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■ ドラッグ&ドロップ操作による割付 

● 「マスタ I/O割付」タブで、ドラッグ&ドロップ 

1 スレーブを割付けたいメモリブロックリストを表示させます。 

2 上側の「登録デバイス一覧」にて、スレーブを選択します。 

3 そのまま、割付けしたい該当先頭バイトまでドラッグします。 

 

ドラッグ&ドロップで割付 

 
・「メモリブロックリスト」の内容 

下側の「メモリブロックリスト」には、「CH」列に、バイトアドレス（チャネ
ルアドレスと先頭ビットアドレス）が表示されます。「Product Name」列に、割
付けられたスレーブのプロダクトネーム（形式）が表示されます。 

・「登録デバイス一覧」の内容 

上側の「登録デバイス一覧」には、「#」列にノードアドレス、「Product Name」
列にスレーブのプロダクトネーム（形式）、「Size」列に占有バイト、「CH」列
に割付けられた場合の割付先頭バイト（チャネルアドレスと先頭ビットアドレ
ス）が表示されます。 

 割付けたスレーブの割付を解除（やり直し）をしたい場合、「登録デバイス一覧」
にてスレーブを選択して、「解除」ボタンをクリックします。 
注：空きエリアに前詰めでチャネル単位でスレーブを割り付けたい場合は、「登録デバイス

一覧」にて、スレーブを選択した上で、「自動割付」ボタンをクリックします。 

■ 自動割付 

● 「マスタ I/O割付」タブで、「自動割付」／「解除」ボタン 
注：形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21、形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1マ

スタユニット共通です。 

 

・選択しているスレーブを、空きエリアに前詰めでチャネル単位で I/O割付する場合
は、「自動割付」ボタンをクリックします。 

・選択しているスレーブの I/O割付の解除をする場合は、「解除」ボタンをクリック
します。 

ただし、この自動割付を指定している場合、後述の詳細設定は不可です。 
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4－8－4  スレーブ情報の表示 

■ 「マスタ I/O割付」タブで、「スレーブ情報」ボタン 

「マスタ I/O割付」タブでは、登録スレーブデバイスの I/Oコメント情報等を参照する
ことができます。（スレーブデバイスの I/Oデータに I/Oコメントを設定するには、「デ
バイス」メニューから「I/Oコメント編集」を選択して、設定します。） 

スレーブ情報を表示するには、次の手順で行います。 

1 情報を表示したいデバイスを選択します。 

2 「スレーブ情報」ボタンをクリックします。 

3 次のようなウィンドウが表示されます。 

 
スレーブ情報ウィンドウが表示された状態で、登録デバイスを選択するとスレー
ブ情報は選択デバイスのものに更新されます。 
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4－9 各種の設定（コネクション設定、通信
サイクル時間、スレーブ機能など） 

 

以下に、コネクションの設定、デバイス情報の表示／チェック有無指定、通信サイク
ル時間の設定、メッセージ監視タイマの設定、スレーブ機能としての設定の各方法を
説明します。 

4－9－1 詳細設定 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「マスタ全般」タブで、対象ス

レーブを選択した後、「詳細設定」ボタン 

リモート I/O通信で使用する場合の詳細設定（デバイス情報の表示／チェック有無指
定、およびコネクション設定）を行います。 
注：形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21のみ可能です。 

● デバイス情報の表示／チェック有無指定 

・ 「デバイス情報」タブ 

各スレーブデバイスごとに、スレーブデバイスのデバイス情報の表示、および照合チ
ェックの有無指定を行うことが可能です。 

次の手順で行います。 

1 登録デバイス一覧で、対象スレーブデバイスを選択します。 

2 「詳細設定」ボタンをクリックします。 

3 次のウィンドウが表示されます。 

・「デバイス情報」タブ 

 

このチェックをしていると、その

デバイスとのリモート I/O 通信時
に、スキャンリストの登録内容と

照合され、不一致時には、「照合
異常」となります。 

ここに、現在選択しているスレー

ブデバイスのデバイス情報が表示
されます。 

 
現在選択しているスレーブデバイスのデバイス情報（ベンダー、デバイスタイプ、
プロダクトコード）が表示されています。 

リモート I/O通信時（コネクション開設時）に、このデバイス情報の照合チェック
をする（不一致時に照合異常とする）場合、このチェックボックスをチェックをし
ます。 
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● コネクションの設定 

・ 「コネクション」タブ 

リモート I/O通信で使用するコネクションをユーザが指定する場合、各スレーブデバ
イスごとに、使用コネクションを 1スレーブ当たり最大 2コネクション設定可能で
す。 

次の手順で行います。 

1 登録デバイス一覧で、対象スレーブデバイスを選択します。 

2 「詳細設定」ボタンをクリックします。 

3 次のウィンドウが表示されます。 

「コネクション」タブをクリックします。 

 
 

デフォルトはコネクション自動設定です。 

コネクションをユーザが指定する場合は、次の手順で行います。 

1 「コネクションユーザ設定」をクリックします。 

使用可能なコネクションが選択可能になります。 

2 使用するコネクションを選択します。 

設定可能なコネクションは、2つまでです。 
注：COSと Cyclicは同時には指定できません。 

3 必要に応じ、コネクションパスを設定します。 

4 必要に応じ、COS/Cyclicハートビートタイマ値を設定します。 

5 「OK」ボタンをクリックします。 

登録デバイス一覧の右端「C」列に［＊］マークが表示されます。 
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すでに I/O割付がされているデバイスの使用コネクションを変更した場合、現在の I/O

割付は解除されます。再度割り当てを行ってください。 

 

ポイント 

 

・COSと Cyclicは同時には設定できません。 
・Pollと COS、Pollと Cyclicの組み合わせを使用する場合には、両コネクションの

OUTの設定は同じにしなければいけません。 
 

参 考 

 

詳細設定でコネクションのユーザ設定を行ったデバイスは、自動割付機能は使用でき
ません。自動割付機能を再度使用するには、デバイスの登録を解除して再登録を行っ
てください。 

 

4－9－2 通信サイクル時間の設定 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「通信サイクル時間」タブ 
注：形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21、形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1マ

スタユニット共通です。 

 

「通信サイクル時間」タブで、通信サイクル時間の設定および、現在の登録デバイス
情報をもとに計算された通信サイクル時間を参照することができます。 

「通信サイクル時間」タブをクリックすると、次のようなウィンドウが表示されま
す。 

 
通信サイクル時間は、1～500msで設定します。自動設定する場合は、「デフォルトに
戻す」ボタンをクリックするか、0msを指定します。 

 

自動設定時の通信サイクル時間は、現在登録されているデバイスの情報をもとに、各
通信速度毎に計算し表示されます。 
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参 考 

 

通信サイクル時間とは、同じスレーブに対してリモート I/O通信を行う間隔のことで
す。通信サイクル時間を設定しておくと、状況に応じて通信サイクル時間がばらつく
のを防ぐことができます。また、通信サイクル時間を長くしておくことで、処理が遅
いスレーブでも異常と判定されないようにすることができます。 
実際のリモート I/O通信が通信サイクル時間設定よりも短い場合は、通信サイクル時
間に合わせて、リモート I/O通信が待機されます。逆に、実際のリモート I/O通信の方
が長くかかる場合は、通信サイクル時間の設定にかかわらず、実際に要する時間間隔
でリモート I/O通信が行われます。 

 

4－9－3 メッセージ監視タイマの設定 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「メッセージ監視タイマ設定」タブ 
注：形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21のみ可能です。 

 
メッセージ監視タイマ値のデフォルト値は2秒（2000ms）です。ms単位で設定します。
設定可能範囲は、500～30000msです。 

変更する場合は、次の手順で行います。 

1 変更したいノードアドレス（#）をダブルクリックします（またはノードアドレス
を選択し「編集」ボタンをクリックします）。次のようなダイアロブボックスが表
示されます。 

 

2 値を設定し、「OK」ボタンをクリックします。 
注：すべてのデバイスに同じ値を設定したい場合は、設定したい値のノードアドレスを選

択して、「選択位置の設定を全てに適用」ボタンをクリックします。 
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参 考 

 

メッセージ監視タイマとは、メッセージ通信（Explicitメッセージ通信および FINSメ
ッセージ時間共通）におけるタイムアウトを監視する時間で、通信対象とする（メッセ
ージ送信先の）デバイスごとに設定することが可能です。 
通信対象（メッセージ送信先）のデバイスの応答が遅いときに、この値を長く設定する
必要があります。（とくに、FINSメッセージ通信の階層越えを行った場合、レスポン
スが返るまでに時間がかかる場合があり、そのような場合に、長く設定します。）ただ
し、長く設定すると、レスポンス待ちの間は、同じ通信デバイスに対して次のメッセ
ージを送信することはできません。 
DeviceNetユニットは、このタイマにより、メッセージのタイムアウトを監視してい
ます。これに対して、CMND/SEND/RECV命令でのレスポンス監視時間による監視
は、CPUユニットが行っています。したがって、メッセージ監視タイマと
CMND/SEND/RECV命令でのレスポンス監視時間は片方だけを長く（または短く）設
定しても効果がありません。 
CMND/SEND/RECV命令でのレスポンス監視時間は、このメッセージ監視タイマより
も同じかまたは長く設定してください（「CMND/SEND/RECV命令でのレスポンス監
視時間」≧「メッセージ監視タイマ」）。 
もし、タイムアウトが多く発生する場合、上記の大小関係の条件のまま、両方を長く
設定してください。 
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4－9－4 スレーブ機能としての設定 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「スレーブ機能」タブ 
注：形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21のみ可能です。 

 

スレーブ機能タブで設定を行うことにより、スレーブ機能を動作させることができま
す。 

 

ポイント 

 

形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21でスレーブ機能を動作させる場合には、デ
バイスを選択し、「デバイス」－「プロパティ」を選択し、形 CS1W-DRM21(-V1)、
形 CJ1W-DRM21のプロパティダイアログで、「スレーブ機能を有効にする」をチェッ
クしておくことが必要です。 

 

スレーブ機能の設定は、次の手順で行います。 

1 「スレーブ機能」タブをクリックします。 

2 次のようなウィンドウが表示されます。 

 

3 コネクションを指定します。 

デフォルトは、自動設定です。使用するコネクションをユーザ設定する場合は、
「コネクションユーザ設定」をクリックします。 

4 リモート I/O通信で使用する OUT/INのエリアを設定します。 

IN（スレーブ→マスタ）、OUT（マスタ→スレーブ）の各エリア種別、開始チャネ
ル、占有サイズを設定します。 

コネクションをユーザ設定している場合は、使用するコネクションすべての設定
を行います。 

最大 2つのコネクションが設定できます。 

 

ポイント 

 

・COSと Cyclicは同時には設定できません。 
・Pollと COS、Pollと Cyclicの組み合わせを使用する場合には、両コネクションの

OUTの設定は同じにしなければいけません。 
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4－9－5 Explicitメッセージ通信のみの設定／解除 

■ （「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「マスタ全般」タブで、「Explicit

メッセージ通信のみの設定／解除」チェックボックス） 
注：形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1マスタユニットのみです。 

 

リモート I/O通信をおこなわず、Explicitメッセージ通信のみ（ただし、送信のみ）を
おこなうか否かを指定します。 Explicitメッセージ通信のみをおこなう場合、チェッ
クします。 

 

参 考 

 

形CS1W-DRM21(-V1)／形CJ1W-DRM21では、Explicitメッセージ通信のみを行うス
レーブは登録する必要がありません。スキャンリストの登録に関係なく、Explicitメ
ッセージ通信が可能です。 

 

4－9－6 起動時リモート I/O通信を開始 

■ （「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「マスタ全般」タブで、「起

動時リモート I/O通信を開始する」チェックボックス） 
注：形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1マスタユニットのみです。 

 

マスタユニット起動時に、自動的にリモート I/O通信を開始させるか否かを指定しま
す。開始させる場合、チェックをします。 

 

参 考 

 

形 CS1W-DRM21(-V1)／形 CJ1W-DRM21では、マスタ機能を停止することで、起動
時にリモート I/O通信を停止することができます。 
「デバイス」－「プロパティ」の「ユニット機能」タブを選択し、「マスタ機能を有効
にする」のチェックをはずします。 
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4－10 I/Oコメントの作成／編集 
 

■ 「デバイス」－「I/Oコメント編集」 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）では、スレーブデバイスの I/Oデータにコメ
ントを付けることができます。 

作成した I/Oコメントは、マスタデバイスの I/O割り付けを行う場合に、参照すること
ができます。 

 

参 考 

 

I/Oデータを持たないデバイスは、I/Oコメントの作成および編集を行うことはできま
せん。 

 

I/Oコメントの編集を行う場合、次の手順で行います。 

1 対象デバイスを選択します。 

2 「デバイス」－「I/Oコメント編集」を選択します。（または、スレーブデバイス
を選択の上右クリックしてポップアップメニューから「I/Oコメント編集」を選択
します。） 

次のようなウィンドウが表示されます。 

 
I/Oコメントは、そのデバイスがサポートしているコネクション毎に作成すること
ができます。 

すでにマスタデバイスに割り付けられている場合は、割り付けられているエリア
が表示されます。 

 

参 考 

 

・マスタデバイスに割り付けられていない場合や、初期状態でのエリア表示は 0000か
らとなります。 

・編集した I/Oコメントは、CSV形式でファイルとしてエクスポートすることも可能
です（「エクスポート」－「I/Oコメントリスト」による。詳細は、「6－5 DeviceNet
コンフィグレータ（Ver.2.□）で作成したデータのエクスポート」参照）。なお、そ
の CSV形式でエクスポートした I/Oコメントデータの一部を、表計算ソフト経由
で、CX-Programmerの変数テーブルに利用することもできます。 
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3 I/Oコメントを設定するビット位置を選択し「Enter」キーを入力するか、設定した
いビット位置をマウスでダブルクリックします。 

コメントエリアが、次のように入力可能となります。 

 

4 コメントを入力し、「Enter」キーを入力します。 

入力をキャンセルする場合には、「ESC」キーを入力します。 

5 すべてのコメントの設定を行い、「OK」ボタンをクリックします。 
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4－11 デバイスプロパティの表示 
■ 「デバイス」－「プロパティ」 

ここでは、ネットワーク構成に登録されたデバイスの、デバイス情報について説明し
ます。 

 

デバイスプロパティには、すべてのデバイスに共通のものと、デバイス固有のものが
あります。 

デバイスプロパティを表示するには、次の手順で行います。 

1 対象デバイスを選択します。 

2 「デバイス」－「プロパティ」を選択します。 

3 プロパティウィンドウが表示されます。 

4－11－1 デバイス共通プロパティウィンドウ 
すべてのデバイスプロパティには、次のようなウィンドウが表示されます。 

 
このウィンドウでは、デバイスの製造ベンダーや、デバイスタイプなどが表示されま
す。 

「アイコンの変更」ボタンをクリックすることで、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.

□）で表示するアイコンをカスタマイズすることができます。 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）の標準アイコンに戻す場合には、「デフォル
トに戻す」ボタンをクリックします。 
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4－11－2 スレーブデバイス固有プロパティウィンドウ 
スレーブデバイスは、次のようなスレーブ I/O情報プロパティウィンドウが追加され
ます。 

 
スレーブ I/O情報プロパティとして、EDSファイルで定義されているサポート I/Oコ
ネクション情報が表示されます。既に他のマスタデバイスに I/O 割付がされていると、
その I/O割付情報が同時に表示されます。 

EDSファイルで、デフォルト I/Oコネクションとして登録されている I/Oコネクショ
ン情報の横には、次のようなアイコンが表示されます。 

 

■ I/Oサイズの設定 

EDSファイルがない場合や、I/Oサイズが可変のスレーブの場合、以下の操作によっ
て、上記の Size（スレーブとしての I/Oのサイズ）を変更することが可能です。 

1 「編集」ボタンをクリックします。次のような「I/Oサイズ変更」ダイアログボッ
クスが表示されます。 

 

2 「デフォルト」で、デフォルトのコネクションタイプを選択できます。 

「Poll」「Bit-Strobe」「COS」「Cyclic」で、各コネクションのサイズを設定でき
ます。 

3 「OK」ボタンをクリックします。 
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■ I/Oサイズ情報をマスタのスキャンリストから取得する 

オムロン製マスタユニットが固定割付に設定されている場合などで、すでに動作して
いるネットワークにコンフィグレータを接続する際は、マスタのスキャンリストから
スレーブの I/Oサイズを取得して、スレーブの I/Oサイズを設定することができます。 

ただし、取得できるのはマスタがオムロン製の場合だけとなります。また、形
CS1W-DRM21(-V1)/CJ1W-DRM21のスレーブ機能では、I/Oサイズの取得はできませ
ん。 

マスタのスキャンリストから I/Oサイズを取得するには、次のようにします。 

1 対象となるスレーブを選択して、「デバイス」－「プロパティ」を選択します。 

2 「I/O情報」タブを選択します。 

3 「スキャンリストから取得」ボタンをクリックします。 

 

■ I/Oサイズ変更時のパラメータ自動更新 

スレーブの I/Oサイズを変更したとき、マスタのスキャンリストに登録されている I/O

サイズを自動更新するか／自動更新しないかを、切り替えることができます。 

マスタのスキャンリストに登録されている I/Oサイズを自動更新するには、「オプシ
ョン」－「I/Oサイズ変更時のパラメータ自動更新」を選択します。 

I/Oサイズ変更時のパラメータ自動更新が有効の場合、メニューに がつきます。 

なお、デフォルトは自動更新しない設定です。 

 
 

お願い 

 

EDSファイルがないスレーブの場合、I/Oサイズ変更時のパラメータ自動更新を有効
にすると、操作によってはマスタのスキャンリストに登録されている I/Oサイズが 0に
自動更新されます。 
したがって、通常は I/Oサイズ変更時のパラメータ自動更新を無効にして、ご使用く
ださい。 
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4－11－3 マスタデバイス固有プロパティウィンドウ 
オムロン製マスタユニット（形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1、形
CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21）には、マスタ I/O情報プロパティウィンドウお
よび PLC情報プロパティウィンドウが追加されます。 

■ 形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21の場合 

・マスタ I/O情報プロパティ 

  
マスタ I/O情報プロパティとして、次の情報が表示されます。 

 
項目 内容 

I/O通信登録デバイス数 スキャンリストにリモート I/O通信デバイスとして登録されているデ
バイス数 

OUT/IN占有チャネル スキャンリストで設定しているメモリブロック先頭からの、空きエリ
アを含む占有チャネル数 

OUT/IN実点数 リモート I/O通信デバイスの実点数 

通信サイクル時間 スキャンリスト設定により設定されているデバイス情報をもとにした
通信サイクル時間。通信サイクルをユーザ設定している場合は、その
値を反映しています。 

・PLC情報プロパティ 

 
PLC情報プロパティとして、装着 PLC機種、マスタユニット高機能ユニット No.が表
示されます。 

オンラインの場合には、PLCの動作モードが表示されます。 

PLCのモード切替を行うには、「変更」ボタンをクリックします。 
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■ 形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1の場合 

・マスタ I/O情報プロパティ 

 
マスタ I/O情報プロパティとして、次の情報が表示されます。 

 
項目 内容 

I/O通信登録デバイス数 スキャンリストにリモート I/O通信デバイスとして登録されているデバイ
ス数 

メッセージ通信登録デバ
イス数 

スキャンリストにメッセージ通信デバイスとして登録されているデバイ
ス数 

OUT/IN占有チャネル スキャンリストで設定しているメモリブロック先頭からの、空きエリア
を含む占有チャネル数 

OUT/IN実点数 リモート I/O通信デバイスの実点数 

通信サイクル時間 スキャンリスト設定により設定されているデバイス情報をもとにした通
信サイクル時間。通信サイクルをユーザ設定している場合は、その値を
反映しています。 

 

・PLC情報プロパティ 

 
PLC情報プロパティとして、装着 PLC機種が表示されます。 

PLC機種の変更を行うには、「機種変更」ボタンをクリックします。 

なお、ネットワーク構成を実際のネットワークから読み出した場合には、PLC機種の
変更を行うことはできません。 
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■ 形 3G8F7-DRM21の場合 

・マスタ I/O情報プロパティ 

 
マスタ I/O情報プロパティとして、次の情報が表示されます。 

 
項目 内容 

I/O通信登録デバイス数 スキャンリストにリモート I/O通信デバイスとして登録されているデバイ
ス数 

OUT/IN占有チャネル スキャンリストで設定しているメモリブロック先頭からの、空きエリア
を含む占有チャネル数 

OUT/IN実点数 リモート I/O通信デバイスの実点数 

通信サイクル時間 スキャンリスト設定により設定されているデバイス情報をもとにした通
信サイクル時間。通信サイクルをユーザ設定している場合は、その値を
反映しています。 

 



      

 

第 5章 

オンライン操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）のオンライン操作（デバイスへ
のダウンロード、アップロード、デバイスモニタなど）について、説明します。 
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5－1 オンライン／オフラインの切り替え 
 

ここでは、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）を DeviceNetネットワークに接続
する方法について説明します。 

オンラインでは、実際にDeviceNetネットワークにDeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.

□）を接続し、デバイスとの情報の読み書きや、モニタを行うことができます。 
注：オンライン接続操作は、接続インタフェースの選択操作とセットで実行する点に、ご注意

ください（「3－3 接続インタフェースの選択」参照）。 

5－1－1 接続インタフェースの指定 

■ 「オプション」－「インターフェースの選択」 

すでに接続インタフェースを指定済みの場合、以下の操作は不要です。 

接続インタフェースの指定が未だの場合は、以下の手順でインタフェースを選択しま
す。 

なお、この指定は、次回起動時も有効です。 

1 「オプション」－「インターフェースの選択」を選択します。 

（現在選択されているインタフェースに、チェックがついています。） 

2 サブメニューに表示されるインタフェースから、使用するインタフェースを選択
します。 

・専用ボード／カード使用時：「DeviceNet IF Card」をチェックします。 

・シリアルポート経由の接続時：「SYMAC CS/CJ I/F Port」をチェックします。 

・Ethernet経由の接続時：「SYSMAC CS/CJ Ethernet Unit I/F」をチェックします。 

 

参 考 

 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）がオンラインの場合は、インタフェースの変
更はできません。「ネットワーク」－「接続解除」を選択してオフラインで実行してく
ださい。 

 

5－1－2 オンラインへの切り替え 

■ 「ネットワーク」－「接続」 

1 「ネットワーク」－「接続」を選択します。 

接続インターフェースで指定されたインターフェースに対応したウィンドウが表
示されます。 

■ 接続インタフェースとして、「DeviceNet IF Card」を指定した場合 

2 次のような、DeviceNetボード選択ウィンドウが表示されます。 
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3 使用する DeviceNetボードを選択し、「OK」をクリックします。 

次のような「インターフェースの設定」ダイアログボックスが表示されます。 

 
注：図は、3G8F5-DRM21および 3G8E2-DRM21-V1の場合です。 

各設定項目については、「3－3－2 接続インタフェースの指定」の「■接続インタフ
ェースとして、「DeviceNet IF Card」を指定した場合」を参照してください。 

4 「OK」ボタンをクリックします。 

確認のウィンドウが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

DeviceNetネットワークに接続されます。 

正常にオンライン状態となった場合は、ステータスバーのステータスインジケー
タが青色になり、「On-line」と表示されます。 

■ 接続インタフェースとして、「SYMAC CS/CJ I/F Port」を指定した場合 

（5－1－2 オンラインへの切り替え（5-2ページ）の手順 1からの続き） 

2 接続インタフェースとして「SYMAC CS/CJ I/F Port」を指定した場合は、次のよう
な、次のような「インターフェースの設定」ダイアログボックスが表示されます。 

 
各設定項目については、「3－3－2 接続インタフェースの指定」の「■接続イン
タフェースとして、「SYMAC CS/CJ I/F Port」を指定した場合」を参照してくださ
い。 

3 「OK」ボタンをクリックします。 

確認のウィンドウが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

DeviceNetネットワークに接続されます。 

正常にオンライン状態となった場合は、ステータスバーのステータスインジケー
タが青色になり、「On-line」と表示されます。 

各設定項目については、SYSMAC CS/CJシリーズのユーザーズマニュアルを参照
してください。 
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■ 接続インタフェースとして、「SYMAC CS/CJ Ethernet Unit I/F Port」を指定した場合 

（5－1－2 オンラインへの切り替え（5-2ページ）の手順 1からの続き） 

2 接続インタフェースとして「SYMAC CS/CJ Ethernet Unit I/F Port」を指定した場合
は、次のような、次のような「インターフェースの設定」ダイアログボックスが表
示されます。 

 
各設定項目については、「3－3－2 接続インタフェースの指定」の「■接続イン
タフェースとして、「SYSMAC CS/CJ Ethernet Unit I/F」を選択した場合」を参照し
てください。 

3 「OK」ボタンをクリックします。 

確認のウィンドウが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

DeviceNetネットワークに接続されます。 

正常にオンライン状態となった場合は、ステータスバーのステータスインジケー
タが青色になり、「On-line」と表示されます。 

5－1－3 オフラインへの切り替え 

■ 「ネットワーク」－「接続解除」 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオフラインにします。 

1 「ネットワーク」－「接続解除」を選択します。 

DeviceNetネットワークから切り離されます。 
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5－2 ネットワーク構成/デバイスパラメータ
のデバイスへのダウンロード 
 

デバイスパラメータのダウンロードとは、コンフィグレータ上で作成したデバイスパ
ラメータ（マスタのパラメータやスレーブのパラメータ）を実際のネットワーク上の
デバイスに書き込むことです。ここでは、その方法について説明します。 

 

ネットワーク上のデバイスに、パラメータを書き込むには、次の 2つの方法がありま
す。 

1) ネットワーク構成全体を書き込む（ネットワーク構成のダウンロード） 

2) 特定のデバイスのパラメータのみを書き込む（パラメータのダウンロード） 

5－2－1 ネットワーク構成のダウンロード 

■ 「ネットワーク」－「ダウンロード」 

ネットワーク構成のダウンロード機能を使用すると、すべてのデバイスに対して、ノ
ードアドレス順にデバイスパラメータの書き込みとリセットを行い、新しい設定を有
効します。 

 

お願い 

 

ネットワークダウンロードでは、各デバイスにリセットがかかるため、先にマスタユ
ニットにリセットがかかってしまうと、それ以降のスレーブに対してデバイスパラメ
ータの書き込みに失敗することがあります。 
このため、マスタのノードアドレスが 1番大きなアドレスに設定されているネットワ
ーク構成のときに実行してください。 
 

 

ネットワーク構成のダウンロードは、次の手順で行います。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 「ネットワーク」－「ダウンロード」を選択します。 

次のような確認ウィンドウが表示されます。 
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3 「はい」ボタンをクリックします。 

次のような処理進捗ウィンドウが表示され、ダウンロードが開始されます。 

 
注 1：「中断」ボタンをクリックすることで、ダウンロード処理を中断することができます。 
注 2：ダウンロード中にエラーが発生した場合、次のような処理継続確認ウィンドウが表示

されます。 

 
処理を継続する場合は「継続」ボタンを、中断する場合は「中断」ボタンをクリッ
クします。 

ウィンドウが表示されてから 15秒間、「中断」ボタンのクリックがない場合は、
ダウンロード処理は自動継続されます。 

ダウンロード完了後、エラー発生デバイス、あるいは存在しないデバイスの情報
が次のようなウィンドウで通知されます。 

 

4 正常にダウンロードが完了したデバイスは、新しい設定が有効になります。 

 

お願い 

 

各デバイスは順番にリセットがかかるため、マスタおよびスレーブでは、一時的に通
信異常が発生します。したがって、マスタ側 PLC（CPUユニット）が運転中のときに
は、ネットワーク構成のダウンロードは実行しないでください。 

 

参 考 

 

マスタの場合は、CPUユニットの動作モードが「プログラム」モードでなければパラ
メータのダウンロードができません。「現在のデバイスモードでは実行できません」と
いうエラーが表示された場合は、CPUユニットの動作モードを確認してください。 
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5－2－2 デバイスパラメータのダウンロード 
デバイスパラメータのダウンロードは、ネットワーク構成ウィンドウ、あるいは各デ
バイスのパラメータ編集ウィンドウで行うことができます。 

 

お願い 

 

スレーブの場合、デバイスパラメータのダウンロードでは、ダウンロード完了後新し
い設定は有効になりません。新しい設定を有効にするには、デバイスのリセットを行
ってください。但し、オムロン製マスタユニット（形 CVM1-DRM21-V1、形
C200HW-DRM21-V1、形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21）はダウンロード完
了後新しい設定が有効になります。 

 

参 考 

 

ダウンロード後、パラメータ編集を「キャンセル」ボタンのクリックで終了すると
DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）が保持しているパラメータと、実際のデバイ
スのパラメータに違いが発生します。 

 

■ パラメータ編集で行う場合 

● 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「ダウンロード」ボタン 

パラメータ編集ウィンドウでパラメータのダウンロードを行うには、次の手順で行い
ます。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 対象デバイスを選択します。 

3 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」を選択します。 

4 「ダウンロード」ボタンをクリックします。 

 

5 次のような確認ウィンドウが表示されます。 
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6 「はい」ボタンをクリックします。 

ネットワーク構成ウィンドウでのダウンロードと同様に、進捗ウィンドウが表示
され、パラメータが書き込まれます。 

 

参 考 

 

パラメータ編集でマスタユニットにパラメータをダウンロードする場合、CPUユニッ
トの動作モードが「プログラム」モード以外のときは、次のようなダイアログが表示さ
れます。 

 
「はい」ボタンをクリックすると、CPUユニットの動作モードが「プログラム」モー
ドに変更され、ダウンロードが実行されます。 

 
ダウンロード後は、再び元の動作モードに戻すことができます。 
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■ ネットワーク構成ウィンドウで行う場合 

● 「デバイス」－「パラメータ」－「ダウンロード」 

ネットワーク構成ウィンドウからパラメータのダウンロードを行うには、次の手順で
行います。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 対象デバイスを選択します。（複数選択できます） 

3 「デバイス」－「パラメータ」－「ダウンロード」を選択します。 

次のような確認ウィンドウが表示されます。 

 

4 「はい」ボタンをクリックします。 

次のような処理進捗ウィンドウが表示され、ダウンロードが開始されます。 

 
「中断」ボタンをクリックすることで、ダウンロード処理を中断することができま
す。 

 

ダウンロード中にエラーが発生した場合、次ののような処理継続確認ウィンドウ
が表示されます。 

 
処理を継続する場合は「継続」ボタンを、中断する場合は「中断」ボタンをクリッ
クします。 

ウィンドウが表示されてから 15秒間、「中断」ボタンのクリックがない場合は、
ダウンロード処理は自動継続されます。 
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ダウンロード完了後、エラー発生デバイス、あるいは存在しないデバイスの情報
が次のようなウィンドウで通知されます。 

 
 

参 考 

 

ネットワーク構成ウィンドウで、マスタユニットにパラメータをダウンロードする場
合、CPUユニットの動作モードが「プログラム」モードでなければ、ダウンロードで
きません。 
「現在のデバイスモードでは実行できません」というメッセージが表示された場合は、
CPUユニットの動作モードを確認してください。 

 

 



5－2 ネットワーク構成/デバイスパラメータのデバイスへのダウンロード 
 

5-11 

5 

オ
ン
ラ
イ
ン
操
作 

5－2－3 デバイスのリセット 

■ 「デバイス」－「リセット」 

新しい設定を有効にする場合には、デバイスのリセットを行います。 

デバイスをリセットするには、次の手順で行います。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 ネットワーク構成ウィンドウで対象デバイスを選択します（複数選択もできます）。 

3 「デバイス」－「リセット」を選択します。 

次のような確認ウィンドウが表示されます。 

 

4 「はい」ボタンをクリックします。 

パラメータのダウンロードと同様に、進捗ウィンドウが表示され、デバイスがリ
セットされます。 

リセット完了後、新しい設定が有効になります。 

 

お願い 

 

デバイスにリセットをかけると、一時的に通信異常が発生します。 
したがって、マスタ側 PLC（CPUユニット）が運転中のときは、デバイスのリセット
を実行しないでください。 
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5－3 ネットワーク構成/デバイスパラメータの
アップロード／照合 
 

デバイスパラメータのアップロードとは、実際のネットワーク上のデバイスが持って
いるパラメータを、コンフィグレータの仮想ネットワークに読み込むことです。 

また、デバイスパラメータの照合とは、実際のネットワーク上のデバイスのパラメー
タと、コンフィグレータが持つデバイスのパラメータを、比較照合することです。 

ここでは、それぞれの方法について説明します。 

 

参 考 

 

ネットワーク構成のアップロードを行った場合には、各デバイスのパラメータはすべ
て読み込まれています。 

 

5－3－1 ネットワーク構成のアップロード 

■ 「ネットワーク」－「アップロード」 

実際のネットワークから、ネットワーク構成を読み出すには、次の手順で行います。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 「ネットワーク」－「アップロード」を選択します。 

アップロードが開始され、次のような進捗ウィンドウが表示されます。 

 
「中断」ボタンをクリックすることでアップロードを中断することができます。 

3 ネットワーク構成ウィンドウには、取得できたデバイスが順次表示されていきま
す。 

5－3－2 デバイスパラメータのアップロード 
ネットワーク上のデバイスから、パラメータを読み込むには、次の２つの方法があり
ます。 

1) ネットワーク構成の選択デバイスのパラメータを読み込む 

2) パラメータ編集でパラメータを読み込む 

■ ネットワーク構成ウィンドウで行う場合 

● 「デバイス」－「パラメータ」－「アップロード」 

ネットワーク構成ウィンドウからパラメータのアップロードを行うには、次の手順で
行います。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 対象デバイスを選択します（複数選択もできます）。 
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3 「デバイス」－「パラメータ」－「アップロード」を選択します。 

次のような確認ウィンドウが表示されます。 

 

4 「はい」ボタンをクリックします。 

パラメータのダウンロードと同様の処理進捗ウィンドウが表示され、アップロー
ドが開始されます。 

■ パラメータ編集で行う場合 

● 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「アップロード」ボタン 

パラメータ編集ウィンドウでパラメータのアップロードを行うには、次の手順で行い
ます。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 対象デバイスを選択します。 

3 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」を選択します。 

4 「アップロード」ボタンをクリックします。 

 

5 次のような確認ウィンドウが表示されます。 

 

6 「はい」ボタンをクリックします。 

パラメータのダウンロードと同様の処理進捗ウィンドウが表示され、アップロー
ドが開始されます。 

 

参 考 

 

アップロード後、パラメータ編集を「キャンセル」ボタンのクリックで終了すると読み
込んだパラメータは破棄されます。 

 

参 考 

 

ネットワーク構成のアップロードを実行したときに、デバイスの左下に アイコンが表
示される場合があります。これは、デバイスの I/Oサイズとマスタユニットのスキャン
リストとで不一致が発生しているためです。「デバイス」－「プロパティ」－「I/O情
報」を選択し、「編集」ボタンをクリックして I/Oサイズを正しい値に変更するか、「ス
キャンリストから取得」ボタンをクリックして I/Oサイズを変更してください。スキャ
ンリストに登録されている I/Oサイズが間違っている場合は、マスタユニットの「デバ
イスパラメータの編集」画面にて、デバイスの I/Oサイズを正しい値に変更してくださ
い。 
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5－3－3 ネットワーク構成の照合 
実際のネットワーク構成と、DeviceNetコンフィグレータで作成したネットワーク構
成を照合します。 

ネットワーク構成を照合するには、次の手順で行います。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 「ネットワーク」－「構成の照合」を選択します。 

パラメータのアップロードと同様の処理進捗ウィンドウが表示され、照合が開始
されます。 

3 照合エラーがある場合には、次のようなウィンドウに詳細内容が表示されます。 

 
 

参 考 

 

この機能では、ネットワーク構成の照合を行います。各デバイスのデバイスパラメー
タの照合は行いません。 
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5－3－4 デバイスパラメータの照合 
ネットワーク上のデバイスのパラメータと、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）
が保持しているパラメータを照合するには、次の 2つの方法があります。 

1) ネットワーク構成の選択デバイスのパラメータを照合する 

2) パラメータ編集でパラメータを照合する 

■ ネットワーク構成ウィンドウで行う場合 

● 「デバイス」－「パラメータ」－「照合」 

ネットワーク構成ウィンドウからパラメータの照合を行うには、次の手順で行いま
す。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 対象デバイスを選択します。 

3 「デバイス」－「パラメータ」－「照合」を選択します。 

次のような確認ウィンドウが表示されます。 

 

4 「はい」ボタンをクリックします。 

パラメータのアップロードと同様の処理進捗ウィンドウが表示され、照合が開始
されます。 

5 照合エラーがある場合には、次のようなウィンドウに詳細内容が表示されます。 
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■ パラメータ編集で行う場合 

● 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」の「照合」ボタン 

パラメータ編集ウィンドウでパラメータの照合を行うには、次の手順で行います。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 対象デバイスを選択します。 

3 「デバイス」－「パラメータ」－「編集」を選択します。 

4 「照合」ボタンをクリックします。 

 

5 次のような確認ウィンドウが表示されます。 

 

6 「はい」ボタンをクリックします。 

ネットワーク構成ウィンドウでの照合と同様の処理進捗ウィンドウが表示され、
照合結果が表示されます。 
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5－4 デバイスモニタ 
 

ここでは、デバイスの状態や、通信状態などをモニタするデバイスモニタの使用方法
について説明します。 

 

参 考 

 

ネットワーク構成内のデバイスモニタを行うデバイスと、実際のネットワーク上のデ
バイスは一致している必要があります。あらかじめ、ネットワーク構成のアップロー
ドを実行してください。 

 

5－4－1 モニタリフレッシュタイマの設定 

■ 「オプション」－「モニタリフレッシュタイマ設定」 

デバイスモニタで表示を更新する間隔を設定します。この設定は、すべてのデバイス
モニタで使用されます。 

 

参 考 

 

リフレッシュタイマをあまり短くすると、DeviceNetネットワークに負荷がかかり、
DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）でタイムアウト（デバイスへのアクセスエラ
ー）が発生することがあります。 

 

モニタリフレッシュタイマの設定を行うには、次の手順で行います。 

1 「オプション」－「モニタリフレッシュタイマ設定」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。 

 

2 新しいタイマ値を指定し、「OK」ボタンをクリックします。 

以降のデバイスモニタ時から有効になります。 
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5－4－2 デバイスのモニタ 

■ 「デバイス」－「モニタ」 

デバイスのモニタを行うには、次の手順で行います。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 対象デバイスを選択します。 

3 「デバイス」－「モニタ」を選択します。 

各デバイスのモニタウィンドウが表示されます。 

 

参 考 

 

・スレーブデバイスのモニタは、EDSファイル内でモニタ可能パラメータを持ってい
るデバイスのみが対象となります。 

・モニタ機能を持っていないデバイスを選択した場合は、「モニタ」を選択することが
できません。 

 

4 モニタを終了するには、「閉じる」ボタンをクリックします。 

 

■ 形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21の場合 

形 CS1W-DRM21(-V1)、形 CJ1W-DRM21のモニタウィンドウでは、次のようなモニタ
を行うことができます。 

 
タブ名 モニタ内容 

ステータス マスタおよびスレーブのステータスをモニタ 

ユニットステータス ユニットの機能ステータスをモニタ 

通信サイクル時間 通信サイクル時間をモニタ 

異常履歴 異常履歴を参照 
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● ステータスモニタ 

ステータスタブでは、次のようなウィンドウで、リモート I/O通信を行っているマス
タとスレーブの状態を表示します。 

 

マスタステータスを表示 

リモート I/O通信を開始 

リモート I/O通信を停止 

スレーブステータス 

スレーブステータス詳細 

スレーブステータス詳細表

示対象ノードアドレス 

 
「リモート I/O通信開始」、「リモート I/O通信停止」ボタンをクリックすることによ
り、リモート I/Oを開始または停止することができます。 

 

スレーブステータスは、スレーブの状態により次のように表示色が変更されます。 

 
インジケータ色 状態 

灰色 未登録デバイス 

緑色 I/O通信停止中 

青色 正常動作中 

赤色 異常発生中 

 

スレーブ詳細ステータスの表示対象デバイスを変更するには、表示対象ノードアドレ
スを選択します。 
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● ユニットステータスモニタ 

ユニットステータスタブでは、次のようなウィンドウで、ユニットおよびマスタ機能、
スレーブ機能の状態を表示します。 

 

● 通信サイクル時間モニタ 

通信サイクル時間タブでは、次のようなウィンドウで、通信サイクル時間現在値、通
信サイクル時間最大値、通信サイクル時間最小値を表示します。 

 
「クリア」ボタンをクリックすることで、最大値あるいは最小値をクリアすることが
できます。 
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● 異常履歴表示 

異常履歴タブでは、次のようなウィンドウで、マスタユニット内に記録されている、
異常履歴を読み出して表示します。 

 
異常履歴として次の項目が表示されます。 

 
項目 内容 

異常発生時刻 異常が発生した時刻 

異常情報 異常コード 

詳細情報 詳細異常情報 

内容 異常内容 

 

「更新」ボタンのクリックで、表示を更新します。 

マスタユニット内の異常履歴をクリアするには、「クリア」ボタンをクリックします。 

CSV形式のファイルに保存するには、「保存」ボタンでクリックします。 

 

■ 形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1の場合 

形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1のモニタウィンドウでは、次のような
モニタを行うことができます。 

タブ名 モニタ内容 

ステータス マスタおよびスレーブのステータスをモニタ 

通信サイクル時間 通信サイクル時間をモニタ 

異常履歴 異常履歴を参照 
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● ステータスモニタ 

ステータスタブでは、次のようなウィンドウで、リモート I/O通信を行っているマス
タとスレーブの状態を表示します。 

 
 
 
 

マスタステータスを表示 

リモート I/O通信を開始 

リモート I/O通信を停止 

スレーブステータス 

スレーブステータス詳細 

スレーブステータス詳細表

示対象ノードアドレス 

 
「リモート I/O通信開始」、「リモート I/O通信停止」ボタンをクリックすることによ
り、リモート I/Oを開始または停止することができます。 

 

スレーブステータスは、スレーブの状態により次のように表示色が変更されます。 

 
インジケータ色 状態 

灰色 未登録デバイス 

青色 正常動作中 

赤色 異常発生中 

 

スレーブ詳細ステータスの表示対象デバイスを変更するには、表示対象ノードアドレ
スを選択します。 
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● 通信サイクル時間モニタ 

通信サイクル時間タブでは、次のようなウィンドウで、通信サイクル時間現在値、通
信サイクル時間最大値、通信サイクル時間最小値を表示します。 

 
「クリア」ボタンをクリックすることで、最大値あるいは最小値をクリアすることが
できます。 

● 異常履歴表示 

異常履歴タブでは、次のようなウィンドウで、マスタユニット内に記録されている、
異常履歴を読み出して表示します。 

 
異常履歴として次の項目が表示されます。 

 
項目 内容 

異常発生時刻 異常が発生した時刻 

異常情報 異常コード 

詳細情報 詳細異常情報 

内容 異常内容 

 

「更新」ボタンのクリックで、表示を更新します。 

マスタユニット内の異常履歴をクリアするには、「クリア」ボタンをクリックします。 

CSV形式のファイルに保存するには、「保存」ボタンでクリックします。 
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■ スレーブデバイスの場合 

EDSファイルで、モニタ可能パラメータが定義されているデバイスは、次のようなウ
ィンドウでモニタすることができます。 

 
 

オムロン製のスレーブデバイスには、さらに詳細な情報をモニタできるユニットがあ
ります。 

各ユニットのモニタ画面については、各ユニットごとのユーザーズマニュアルを参照
してください。 

 

● マルチプル I/Oターミナルの場合 

マルチプル I/Oターミナル（形 DRT1-COM）のモニタウィンドウでは、ユニットステ
ータスおよびユニット構成の状態をモニタすることができます。 

「ユニット構成」には、接続されている I/Oユニットが表示され、エラーが発生して
いるユニットは赤色で表示されます。 

● ファイバアンプ用通信ユニットの場合 

ファイバアンプ用通信ユニットのDeviceNet通信タイプ形 E3X-DRT21の場合、次のよ
うなウィンドウで接続している各センサのステータスをモニタすることができます。 

● スマートスレーブ（デジタル入出力ユニット）の場合 

スマートスレーブのモニタウィンドウでは、ユニットステータスおよびメンテナンス
情報をモニタすることができます。 

● スマートスレーブ(アナログ入出力ユニット)の場合 

スマートスレーブのモニタウィンドウでは、ユニットステータスおよびメンテナンス
情報をモニタすることができます。 

● 形 E5ZN温度調節器用 DeviceNet通信ユニットの場合 

ユニットステータスおよび接続している各温度調節器のステータスをモニタすること
ができます。 

 
 

 



      

 

第 6章 

ファイル操作その他 
 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）のオンライン操作（デバイスへ
のダウンロード、アップロード、デバイスモニタなど）について、説明します。 
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6－1 ファイルのセーブとロード 
 

ここでは、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で作成したネットワーク構成や、
各デバイスのパラメータをファイルにセーブしたり、ファイルからロードする方法に
ついて説明します。 

 

参 考 

 

ネットワーク構成ファイル、あるいはデバイスパラメータファイルとして、ネットワ
ーク構成やデバイスパラメータを保存しておけば、故障などのためにデバイスを交換
した場合でも、すぐにデバイスパラメータを書き込んで設定することができ、復旧が
容易になります。 

 

以下のファイルをセーブ／ロードできます。 

 
ファイル名 内容 拡張子 

ネットワーク構成ファイル 1つの仮想ネットワーク（ネットワーク構成ウィンド
ウ）上のすべてのデバイス（マスタ／スレーブ）のパ
ラメータ内容（パラメータファイル）の集合体 

.npf 

デバイスパラメータファイル 個々のデバイス（マスタまたはスレーブ）のパラメー
タの内容 

.dvf 

6－1－1 ネットワーク構成ファイルのセーブ 

■ 「ネットワーク」－「上書き保存」または「名前を付けて保存」 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で作成したネットワーク構成を保存するには、
次の手順で行います。 

1 「ネットワーク」を選択します。 

2 「上書き保存」または「名前を付けて保存」を選択します。 

ネットワーク構成を保存するフォルダ・ファイル名を指定するウィンドウが表示
されます。 

「上書き保存」を選択した場合、それまで保存していないときは「名前を付けて保
存」を選択したときと同じになります。既に保存を行っているときは、即座に同じ
ファイルに上書き保存されます。 

「名前を付けて保存」を選択した場合、新たにファイル名を指定して保存すること
になります。 

3 フォルダ・ファイル名を指定して、「保存」ボタンをクリックします。 

ファイルへの保存が実行されます。 

 

参 考 

 

ネットワーク構成を保存すると、登録されているデバイスのパラメータも同時に保存
されます。 
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6－1－2 ネットワーク構成ファイルのロード 

■ 「ネットワーク」－「開く」 

ネットワーク構成ファイルをロードするには、次の手順で行います。 

1 「ネットワーク」を選択します。 

2 「開く」を選択します。 

ロードするネットワーク構成ファイル名を指定するウィンドウが表示されます。 

3 ファイル名を指定して、「開く」ボタンをクリックします。 

表示中のネットワーク構成がまだ保存されていない場合は、確認のウィンドウが
表示されます。「はい」ボタンをクリックすると、ファイルの読み出しが実行され
ます。 

6－1－3 デバイスパラメータファイルのセーブ 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「保存」 

各デバイスのパラメータを保存するには、次の手順で行います。 

1 対象デバイスを選択します。 

2 「デバイス」－「パラメータ」－「保存」を選択します。 

3 デバイスパラメータを保存するフォルダ・ファイル名を指定するウィンドウが表
示されます。 

4 フォルダ・ファイル名を指定して、「保存」ボタンをクリックします。 

ファイルへの保存が実行されます。 

6－1－4 デバイスパラメータファイルのロード 

■ 「デバイス」－「パラメータ」－「読出」 

各デバイスのパラメータをロードするには、次の手順で行います。 

1 対象デバイスを選択します。 

2 「デバイス」－「パラメータ」－「読出」を選択します。 

ロードするデバイスパラメータファイル名を指定するウィンドウが表示されま
す。 

3 ファイル名を指定して、「開く」ボタンをクリックします。 

デバイスパラメータが変更されている場合は、確認のウィンドウが表示されます。
「はい」ボタンをクリックすると、ファイルの読み出しが実行されます。 
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6－2 EDSファイルの管理 
 

ここでは、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で使用する EDSファイルの管理機
能について説明します。 

6－2－1 EDSファイルのインストール 

■ 「EDSファイル」－「インストール」 

EDSファイルのインストールを行うことで、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）
で新しいデバイスをサポートすることができます。 

EDSファイルをインストールするには、次の手順で行います。 

1 「EDSファイル」－「インストール」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。 

 

2 EDSファイルを選択すると、ウィンドウ下部に、デバイス情報が表示されます。 

3 インストールする EDSファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックします。 

ハードウェアリストウィンドウに新しいハードウェアとして追加されます。 

同一ハードウェアが既に存在する場合には、最新のものに更新されます。 

また、ハードウェアのバージョンが異なる場合には、次のようにハードウェアリ
ストに追加されます。 
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6－2－2 EDSファイルの作成 

■ 「EDSファイル」－「作成」 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）でネットワーク構成を作成するには、EDSフ
ァイルは必要不可欠なものです。EDSファイルの作成を行うには、次の手順で行いま
す。 

1 「EDSファイル」－「作成」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。 

 

2 デバイス情報、および I/O情報を設定します。 

オンラインの場合は、ネットワーク上のデバイスからデバイス情報を取得するこ
とができます。 

3 「デバイスから取得」ボタンをクリックすると、次のようなウィンドウが表示され
ます。 

  

4 対象デバイスのノードアドレスを設定し、「OK」ボタンをクリックします。 

デバイスがサポートしている I/Oコネクションと I/Oサイズは、各デバイスのマニ
ュアルを参考に設定してください。 

5 「OK」ボタンをクリックします。 

EDSファイルのインストールと同様に、ハードウェアリストウィンドウに新しい
デバイスとして追加されます。 

 

参 考 

 

DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）の「EDSファイル作成」機能では、デバイ
スパラメータの設定部分を作成することができません。デバイスパラメータの設定を
行うには、デバイス製造メーカから EDSファイルを入手してください。 
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6－2－3 EDSファイルの削除 

■ 「EDSファイル」－「削除」 

EDSファイルを削除するには、次の手順で行います。 

1 ハードウェアリストウィンドウで対象とするハードウェア（デバイス）を選択しま
す。 

2 「EDSファイル」－「削除」を選択します。 

次のような、確認ウィンドウが表示されます。 

 

3 「はい」ボタンをクリックします。 

ハードウェアリストウィンドウから、対象デバイスが削除され、EDSファイルも
削除されます。 

6－2－4 EDSファイルの保存 

■ 「EDSファイル」－「保存」 

EDSファイルを保存するには、次の手順で行います。 

1 ハードウェアリストウィンドウで対象とするハードウェア（デバイス）を選択しま
す。 

2 「EDSファイル」－「保存」を選択します。 

次のような EDSファイルを保存するフォルダ・ファイル名を指定するウィンドウ
が表示されます。 

 

3 フォルダ・ファイル名を指定して、「保存」ボタンをクリックします。 

ファイルへの保存が実行されます。 
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6－2－5 EDSファイルの検索 

■ 「EDSファイル」－「検索」 

ハードウェアリストウィンドウに表示されているデバイス（EDSファイル）を検索す
るには、次の手順で行います。 

1 「EDSファイル」－「検索」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。 

 

2 検索文字列を設定して、「次を検索」ボタンをクリックします。 

3 一致するデバイスがある場合は、そのデバイス位置にカーソルが移動します。 

4 検索を終了するには、「キャンセル」ボタンをクリックします。 

 

参 考 

 

・検索対象となるデバイスは、ハードウェアリストウィンドウの現在カーソル位置以
降のデバイスです。 

・すべてのデバイスの中から検索する場合には、ハードウェアリストウィンドウの
“Hardware”を選択してから検索実行します。 

 

6－2－6 EDSファイルのプロパティ表示 

■ 「EDSファイル」－「プロパティ」 

EDSファイルのプロパティを表示するには、次の手順で行います。 

1 ハードウェアリストウィンドウで対象とするハードウェア（デバイス）を選択しま
す。 

2 「EDSファイル－「プロパティ」を選択します。 

次のような、ウィンドウが表示されます。 

 
EDSファイルの作成日時や、デバイス情報が表示されます。 
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6－3 印刷 
 

■ 「ネットワーク」－「印刷」 

ここでは、表示中のネットワーク構成のデバイスパラメータや I/Oコメントの印刷方
法について説明します。 

 

印刷を行うには、次の手順で行います。 

1 一部のデバイスのパラメータ、あるいは I/Oコメントのみを印刷するには、印刷す
るデバイスを選択します（複数選択もできます）。 

2 「ネットワーク」－「印刷」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。 

 

3 印刷するデバイスを、次の中から選択します。 

すべてのデバイス： ネットワーク構成内のすべてのデバイスを印刷対象としま
す。 

選択したデバイス： 選択されているデバイスのみを印刷対象とします。 

 どちらか片方のみが指定できます。  

4 印刷するデータを、次の中から選択します。 

デバイスパラメータ：デバイスのパラメータを印刷対象とします。 

I/Oコメント ：デバイスの I/Oコメントを印刷対象とします。 

どちらか片方のみが指定できます。 

5 必要に応じて「プロパティ」ボタンをクリックし、プリンタの設定を行います。 

プリンタの設定内容は、ご使用のプリンタによって異なります。 

6 「OK」ボタンをクリックします。 

印刷が実行されます。 

印刷対象として I/Oコメントを指定した場合には、デバイスにより次のものを印刷
します。 

 
デバイスタイプ 印刷する I/Oコメントデータ 

マスタデバイス 自 I/Oコメント（存在する場合）および、スキャンリストに登録されて
いるデバイスの I/Oコメント。登録されているスレーブデバイスが複
数コネクションをサポートしている場合は、マスタデバイスが使用す
るコネクションの I/Oコメントのみが印刷対象となります。 

スレーブデバイス 自 I/Oコメント。複数コネクションをサポートしている場合には、マ
スタデバイスに登録されていないものも含むすべての I/Oコメントが
印刷対象となります。 
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6－4 汎用ツールによるデバイスの設定 
 

ここでは、EDSファイルがないデバイスパラメータ設定方法と、ネットワークを通じ
てノードアドレスや通信速度の設定する方法ついて説明します。 

6－4－1 クラス／インスタンス指定によるデバイスパラメータの設定 

■ 「ツール」－「汎用パラメータ設定」 

次の項目設定することで、EDSファイルがないデバイスのデバイスパラメータを設定
することができます。 

・サービスコード 

・「クラス」（オブジェクトクラス）、「インスタンス」（クラスインスタンス）、
「アトリビュート」（インスタンスアトリビュート） 

 

パラメータ設定を行うには、これらのコード以外に、アトリビュートに設定するデー
タの設定情報をデバイスメーカから入手しておく必要があります。 

不明な情報がある場合は、パラメータの設定は行えません。 

 

デバイスのパラメータ設定を行うには、次の手順で行います。 

1 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

2 「ツール」－「汎用パラメータ設定」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。 

 

3 パラメータを設定するデバイスのノードアドレスを、「設定対象ノードアドレス」
に設定します。 
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4 サービスを指定します。 

サービスコードの指定は、DeviceNetで定義している共通サービスコードを使用す
る方法と、サービスコードを直接指定する方法があります。 

DeviceNetで定義している共通サービスコードを指定するには、サービスの標準を
選択し、ドロップダウンリストの中から指定したいサービスを選択します。 

サービスコードを直接指定するには、サービスのカスタムサービスを選択し、直
接サービスコードを 16進数で入力します。 

 
DeviceNetで定義している共通サービスコー
ドを指定 

サービスコードを直接指定 

 

 

5 データを読み書きするパラメータの「クラス」、「インスタンス」を指定します。 

6 指定したサービスの種類にしたがって、データを入力します。 

7 すべての項目を入力後、「送信」ボタンをクリックします。デバイスからの応答が
「結果」エリアに表示されます。 

8 デバイスパラメータの設定を終了する場合は、「閉じる」ボタンをクリックしま
す。 

デバイスパラメータ設定が終了します。 

 

例 1）パラメータを読み出す場合 

1 「サービス」フィールドの「標準」をチェックし、ドロップダウンリストから「Get 

Attribute Single」を選択します。 

2 読み出すパラメータの「クラス」および「インスタンス」を指定します。 

3 読み出すパラメータの「アトリビュート」を「データエリア」に入力します。 

4 「送信」ボタンをクリックします。読み出した値が「結果」エリアに表示されま
す。 

 

例 2）パラメータを設定する場合 

1 「サービス」フィールドの「標準」をチェックし、ドロップダウンリストから「Set 

Attribute Single」を選択します。 

2 設定するパラメータの「クラス」および「インスタンス」を指定します。 

3 設定するパラメータの「アトリビュート」を「データエリア」に入力します。 

4 パラメータに設定する値を、アトリビュートに続けて、「データ」エリアに入力
します。 

5 「送信」ボタンをクリックします。 
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6－4－2 ネットワークを介したノードアドレス・通信速度の設定 

■ 「ツール」－「ノードアドレス／通信速度設定」 

ネットワークを介してデバイスにノードアドレスと通信速度を設定するには、次の手
順で行います。 

1 DeviceNetネットワーク上で、対象デバイスと DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.

□）だけが動作している状態にします。 

デバイスの工場出荷時のノードアドレスと通信速度については、ご使用のデバイ
スの取り扱い説明書を参照してください。DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）
も同じ通信速度でネットワークに接続してください。 

2 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）をオンラインにします。 

3 「ツール」－「ノードアドレス／通信速度設定」を選択します。 

次のウィンドウが表示されます。 

 

4 対象デバイスの現在のノードアドレスを、「設定対象ノードアドレス」に指定しま
す。 

5 ノードアドレスを変更する場合は、新しいノードアドレスを「新しいノードアドレ
ス」に指定して、「変更」ボタンをクリックします。 

対象デバイスのノードアドレスが変更されます。 

6 通信速度を変更する場合は、「新しい通信速度」を指定して、「変更」ボタンをク
リックします。 

対象デバイスの通信速度が変更されます。 

 

参 考 

 

ネットワークを介したノードアドレス・通信速度の設定は、この機能に対応したデバ
イスにのみ使用することができます。 
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6－5 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で
作成したデータのエクスポート 
 

ここでは、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）で作成したデータを他のソフトウ
ェアで使用するためのエクスポート機能について説明します。 

6－5－1 ネットワーク構成リストのエクスポート 

■ 「ネットワーク」－「エクスポート」 

「詳細表示」で表示される内容を CSVフォーマット形式にエクスポートすることがで
きます。 

 

6－5－2 I/Oコメントのエクスポート） 

■ 「デバイス」－「エクスポート」－「I/Oコメントリスト」 

各デバイスで作成した I/Oコメントを CSVフォーマット形式にエクスポートすること
ができます。 

例）エクスポートした CSV形式の I/Oコメントファイルを、Excelで読み出した場合 

 
I/Oコメントのエクスポートは、次の手順で行います。 

1 対象デバイスを選択します。 

2 「エクスポート」－「I/Oコメントリスト」を選択します。 

3 有効な I/Oコメントが存在する場合は、エクスポートするフォルダ・ファイル名を
指定するウィンドウが表示されます。 
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4 フォルダ・ファイル名を指定して、「保存」ボタンをクリックします。 

ファイルへのエクスポートが実行されます。 

エクスポート対象として選択したデバイスにより次の I/Oコメントがエクスポート
されます。 

 
デバイスタイプ エクスポートされる I/Oコメントデータ 

マスタデバイス 自 I/Oコメント（存在する場合）および、スキャンリスト
に登録されているデバイスの I/Oコメント。登録されて
いるスレーブデバイスが複数コネクションをサポートし
ている場合は、マスタデバイスが使用するコネクション
の I/Oコメントのみがエクスポート対象となります。 

スレーブデバイス 自 I/Oコメント。複数コネクションをサポートしている
場合には、マスタデバイスに登録されていないものも含
むすべての I/Oコメントがエクスポート対象となりま
す。 

 

参 考 

 

CSV形式でエクスポートした I/Oコメントデータの一部は、表計算ソフトを介して、
CX-Programmerの変数テーブルに利用することも可能です。 

 

6－5－3 デバイスパラメータのエクスポート 

■ 「デバイス」－「エクスポート」－（エクスポートタイプ） 

オムロン製マスタユニット（形 CVM1-DRM21-V1、形 C200HW-DRM21-V1、形
CS1W-DRM21(-V1)）のデバイスパラメータを、NetXServer for DeviceNet（ネットエッ
クスサーバ）や、オープンネットワークコントローラの DRM_UNIT用のファイルにエ
クスポートすることができます。 

 

マスタユニットのデバイスパラメータをエクスポートするには、次の手順で行いま
す。 

1 対象デバイスを選択します。 

2 「エクスポート」を選択します。 

3 エクスポートタイプを選択します。 

エクスポートタイプには、次の 3種類があります。 
エクスポートタイプ 内容 

NetXServer DDE設定ファイル スキャンリスト情報を NetXServer DDE Editionファイル
形式で出力 

NetXServer ONC設定ファイル スキャンリスト情報を NetXServer ONC Editionファイル
形式で出力 

ONCマスタ設定ファイル スキャンリスト情報をONCマスタパラメータ設定ファイ
ル形式で出力 

4 スキャンリストに有効なデバイスが登録されている場合は、エクスポートするフ
ォルダ・ファイル名を指定するウィンドウが表示されます。 

5 フォルダ・ファイル名を指定して、「保存」ボタンをクリックします。 

ファイルへのエクスポートが実行されます。 

エクスポートされたファイルの使用方法については、各ソフトウェアあるいはハ
ードウェアのマニュアルを参照してください。 
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6－6 以前のコンフィグレータ（Ver.1.□□）
で作成したファイルのインポート 
 

ここでは、以前のコンフィグレータ（Ver.1.□□）で作成したネットワーク構成ファイ
ルおよびデバイスパラメータファイルを読み込む、インポート機能について説明しま
す。 

6－6－1 ネットワーク構成ファイルのインポート 

■ 「ネットワーク」－「インポート」 

以前のコンフィグレータ（Ver.1.□□）で作成したネットワーク構成ファイル（拡張
子.ntf）を読み込むには、次の手順で行います。 

1 「ネットワーク」－インポート」を選択します。 

インポートするネットワーク構成ファイル名を指定するウィンドウが表示されま
す。 

2 ファイル名を指定して、「開く」ボタンをクリックします。 

表示中のネットワーク構成がまだ保存されていない場合は、確認のウィンドウが
表示されます。「はい」ボタンをクリックすると、ネットワーク構成のインポート
が実行されます。 

6－6－2 デバイスパラメータファイルのインポート 

■ 「デバイス」－「インポート」 

以前のコンフィグレータ（Ver.1.□□）で作成したマスタパラメータファイル（拡張
子.dsf）、スレーブパラメータファイル（拡張子.dpf）を読み込むには、次の手順で行
います。 

1 対象となるデバイスを選択します。 

2 「デバイス」－「インポート」を選択します。 

インポートするデバイスパラメータファイル名を指定するウィンドウが表示され
ます。 

3 ファイル名を指定して、「開く」ボタンをクリックします。 

デバイスパラメータのインポートが実行されます。 
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6－7 オプション機能 
 

オプション機能を使用すると、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）に新しいデバ
イスに対応した拡張モジュールを選択したり、DeviceNet デバイスのベンダーの追加、
新しいデバイスタイプの追加を行うことができます。 

6－7－1 拡張モジュールのインストール 

■ 「オプション」－「拡張モジュールのインストール」 

拡張モジュールをインストールするには、次の手順で行います。 

1 「オプション」－「拡張モジュールのインストール」を選択します。 

2 拡張モジュール設定ファイル名を指定するウィンドウが表示されます。 

3 拡張モジュール設定ファイル名を指定して、「開く」ボタンをクリックします。 

拡張モジュールが、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）に組み込まれます。 

6－7－2 ベンダー／デバイスタイプの追加 

■ 「オプション」－「設定ファイルの編集」 

新しいデバイスベンダーや、新しいデバイスタイプを追加するには、次の手順で行い
ます。 

1 「オプション」－「設定ファイルの編集」を選択します。 

2 「ベンダーID／デバイスタイプリスト」を選択します。 

次のようなウィンドウが表示されます。 
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3 ベンダー情報を追加／変更する場合は「Vendor」タブをクリックします。 

新しいベンダー情報を追加するには、次の手順で行います。 

1) 「新規」ボタンをクリックします。 

  次のようなウィンドウが表示されます。 

   
2) 新しいベンダーIDとベンダーネームを指定して「OK」ボタンをクリックします。 

3) 新しいベンダーがリストに追加されます。 

 

既に存在するベンダー情報を修正するには、次の手順で行います。 

1) 対象のベンダーを選択します。 

2) 「編集」ボタンをクリックします。 

  次のようなウィンドウが表示されます。 

   
3) 新しいベンダーネームを指定して「OK」ボタンをクリックします。 

 

4 デバイスタイプを追加／変更する場合は「DeviceType」タブをクリックします。 

5 デバイスタイプの追加／変更操作は、ベンダ情報の追加／変更と同様です。 

6 すべての設定が完了したら、「OK」ボタンをクリックします。 
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ここでは、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）使用中に表示されるエラーメッセ
ージ、トラブルシューティングなどについて説明します。 
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付－1 エラーメッセージ 
 

順 エラーメッセージ 内容 

“印刷を開始できませんでした。” 印刷を開始することができませんでした。プリンタを確認し再度実行してく
ださい。 

“インスタンスが指定されていませ
ん。” 

インスタンスが指定されていません。正しく設定してください。 

“インターフェースをオープンでき
ませんでした。” 

指定したインターフェースをオープンすることができませんでした。他で使
用している場合は、該当アプリケーションを終了し再度実行してください。 

“インターフェースをオンラインに
することができませんでした。” 

インターフェースをオンラインにすることができませんでした。 

“インターフェースをオンラインに
できませんでした。” 

インターフェースをオンラインにできませんでした。設定を確認し再度実行
してください。 

“インターフェースをクローズする
ことができませんでした。” 

インターフェースをクローズすることができませんでした。 

“オブジェクトの作成ができません
でした。” 

内部オブジェクトの作成ができませんでした。 

あ 

“オンラインのため実行できませ
ん。” 

オンラインのため実行できません。オフラインで操作してください。 

“開始チャネルが正しくありませ
ん。” 

開始チャネルが正しくありません。設定可能範囲内で正しく設定してくださ
い。 

“奇数アドレスには、2バイト以上の
割り付けはできません。” 

奇数アドレスには、2バイト以上の割り付けはできません。偶数アドレスに割
り付けてください。 

“クラスが指定されていません。” クラスが指定されていません。正しく設定してください。 

“コネクションが指定されていませ
ん。” 

有効なコネクションが設定されていません。正しくコネクションを設定して
ください。 

“コネクションパス長が正しくあり
ません。” 

コネクションパス長が正しくありません。正しく設定してください。 

“コネクションをオープンできませ
んでした。” 

コネクションをオープンすることができませんでした。 

“コネクションをクローズできませ
んでした。” 

コネクションをクローズすることができませんでした。 

“このデバイスがサポートしていな
い操作です。” 

このデバイスがサポートしていない操作です。 

“このデバイスでは使用できませ
ん。” 

指定されたファイルは、このデバイスでは使用できません。正しいファイル
を指定してください。 

“このデバイスは登録できません。” このデバイスは登録できません。 

“コマンド送信に失敗しました。” コマンドの送信に失敗しました。再度実行してください。 

“これ以上、該当文字列はありませ
ん。” 

これ以上、該当文字列はありません。 

か 

“これ以上デバイスを追加すること
はできません。” 

これ以上デバイスを追加することはできません。 
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順 エラーメッセージ 内容 

“サーバを開始することができません
でした。” 

サーバ機能を開始することができませんでした。 

“サポートコネクション数をオーバー
します。” 

サポート可能なコネクション数をオーバーします。コネクション数を最大 2

コネクションとしてください。 

“指定エリアの一部あるいは全部が、
既に他のデバイスに割り付けられてい
ます。” 

指定エリアの一部あるいは全部が、既に他のデバイスに割り付けられてい
ます。他のデバイスと重ならないよう正しく設定してください。 

“指定エリアの一部あるいは全部が、
既に他のブロックに割り付けられてい
ます。” 

指定エリアの一部あるいは全部が、既に他のブロックに割り付けられてい
ます。他のブロックと重ならないよう正しく設定してください。 

“指定エリアの一部あるいは全部が他
の I/Oに割り付けられているか、設定
可能なチャネル数をオーバーしま
す。” 

指定エリアの一部あるいは全部が、他の I/Oに割り付けられているか、設定
可能なチャネル数をオーバーします。他のブロックと重ならないよう、あ
るいは設定可能範囲内で正しく設定してください。 

“指定されたファイルは、このデバイ
スでは使用できません。” 

指定されたファイルは、このデバイスでは使用できません。正しいファイ
ルを指定してください。 

“指定された高機能ユニットにアクセ
スできませんでした。” 

指定した高機能ユニットにアクセスできませんでした。ユニット No.を確認
し再度実行してください。 

“指定された高機能ユニットは、
CS1W-DRM21ではありません。” 

指定した高機能ユニットは、CS1W-DRM21ではありません。CS1W-DRM21

のユニット No.を指定してください。 

“指定した ID は既に使用されていま
す。” 

指定したノードアドレスは、他のデバイスで既に使用されています。他の
ノードアドレスを指定して再度実行してください。 

“指定したMAC IDは既に他のデバイス
で使用されています。” 

指定したノードアドレスは、他のデバイスで使用されています。別のノー
ドアドレスを指定して再度実行してください。 

“指定したインターフェースは既にオ
ープンされています。” 

指定したインターフェースは既に他のアプリケーションでオープンされて
います。使用しているアプリケーションを終了し再度実行してください。 

“指定した拡張モジュールは現在使用
中のため更新できません。” 

指定した拡張モジュールは、現在表示しているデバイスが使用中のため更
新できません。コンフィグレータを再起動して再度実行してください。 

“自デバイスへの登録できません。” 自デバイスへの登録はできません。 

“受信スレッドの作成ができませんで
した。” 

内部受信スレッドの作成ができませんでした。 

“使用可能なインターフェースがあり
ません。” 

使用可能なインターフェースがありません。インターフェースを設定して
ください。 

“使用可能なプリンタが存在しませ
ん。” 

使用可能なプリンタが存在しません。プリンタの設定を行なってから再度
実行してください。 

“ステータスが取得できませんでし
た。” 

インターフェースステータスの取得ができませんでした。 

“既に設定されています。” 指定したデータは既に設定されています。 

“すでに登録されています。” 指定したデバイスは、すでに登録されています。 

“スレーブ毎の IN/OUT登録可能最大サ
イズをオーバーします。” 

スキャンリストに登録可能な 1スレーブあたりの IN/OUT最大サイズをオー
バーします。正しい IN/OUTサイズを設定してください。 

“スレーブ毎の割り付け可能最大チャ
ネル数をオーバーします。” 

スレーブ毎のスキャンリスト割り付け可能最大チャネル数をオーバーしま
す。割り付け可能範囲内で設定してください。 

“設定されているメモリブロックをオ
ーバーしています。” 

設定されているメモリブロックをオーバーします。開始チャネルからの占
有バイト数が設定可能範囲内になるよう正しく設定してください。 

“設定ファイルが正しくありません。” 設定ファイルが正しくありません。正しい設定ファイルを指定し再度実行
してください。 

“設定ファイルをコピーすることがで
きません。” 

設定ファイルをコピーすることができませんでした。ディスクの空き容量
を確認し再度実行してください。 

“設定可能なパラメータが存在しませ
ん。” 

設定可能なパラメータが存在しないため、実行できません。 

“設定可能範囲をオーバーしていま
す。” 

指定エリアの設定可能範囲をオーバーします。開始チャネルから占有チャ
ネル数分のエリアが設定可能範囲内になるよう正しく設定してください。 

“設定値が正しくありません。” 設定値が正しくありません。正しい値を設定してください。 

さ 

“占有 Byte数が正しくありません。” 占有バイト数が正しくありません。正しいサイズを設定してください。 
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順 エラーメッセージ 内容 

“チャネル数が正しくありません。” チャネル数が正しくありません。設定可能範囲内で正しく設定してください。 

“テスト対象子局が存在しません。” テスト対象子局が存在しません。対象子局を指定し再度実行してください。 

“デバイス IDがコンフィグレータのものと
重複しています。” 

ノードアドレスがコンフィグレータのものと重複しています。別のノードアド
レスを指定して再度実行してください。 

“デバイスが選択されていません。” デバイスが選択されていません。対象となるデバイスを選択し再度実行してく
ださい。 

“デバイスにアクセスできないか、デバイ
ス種別が違います。” 

デバイスが存在しないか、コンフィグレータ内デバイスと実ネットワークデバ
イスの種別が違います。デバイスを確認し再度実行してください。 

“デバイスにアクセスできませんでした。” デバイスにアクセスすることができませんでした。デバイスを確認し再度実行
してください。 

“デバイス種別が違います。” コンフィグレータ内デバイストと実ネットワーク上デバイスが一致していませ
ん。デバイスを確認し再度実行してください。 

“デフォルト I/Oが指定されていません。” デフォルトコネクションが指定されていません。デフォルトコネクションを指
定してください。 

“登録デバイスの中で、割り付けが完了し
ていないものがあります。” 

登録デバイスの中で、I/O割付が完了していないものがあります。I/O割付を行
なってから再度実行してください。 

“登録可能な I/Oサイズをオーバーしていま
す。” 

登録可能な I/Oサイズをオーバーしています。正しく設定し再度実行してくださ
い。 

た 

“登録デバイスの中にスキャンリストに登
録されている I/Oサイズと一致しないもの
があります。スキャンリストの登録 IOサ
イズを優先しました。” 

実際のスレーブの I/Oサイズとパラメータに登録されている I/Oサイズが異なり
ます。 

スレーブの I/Oサイズを正しい値に設定してください。 

EDSファイルがインストールされていない場合は（I/Oサイズは 0となります）
EDSファイルをインストールしてください。 

“ファイル名が指定されていません。” ファイル名が指定されていません。ファイル名を指定して再度実行してくださ
い。 

は 

“保存ディレクトリが指定されていませ
ん。” 

保存ディレクトリが指定されていません。ディレクトリを指定して再度実行し
てください。 

“無効な EDSファイルです。” 無効な EDSファイルです。正しい EDSファイルを指定してください。 

“メモリ不足のため実行できません。” メモリ不足のため実行できません。他のアプリケーションを終了し再度実行し
てください。 

ま 

“モードの変更ができませんでした。” モードの変更ができませんでした。デバイスを確認し再度実行してください。 

“有効な I/Oコメントが存在しません。” 有効な I/Oコメントが存在しないため、実行できません。 

“有効な I/Oデータが存在しません。” 有効な I/Oデータが存在しません。正しい I/Oサイズを設定してください。 

“有効なコネクションが存在しないか、設
定可能コネクション数をオーバーしていま
す。” 

有効なコネクションが存在しないか、設定コネクション数がオーバーしていま
す。正しいコネクションを設定するか、コネクション数を最大2コネクションと
してください。 

“有効なデータがありません。” 有効なデータがありません。正しく設定してください。 

“有効なデバイスが存在しません。” スキャンリストに有効なデバイスが存在しないため実行できません。デバイス
を登録し再度実行してください。 

“有効な子局が存在しません。” 有効な子局が存在しません。 

“有効ビットが正しくありません。” 有効ビットが正しくありません。正しく設定してください。 

“ユニット構成が違います。” コンフィグレータ内のユニット構成と、実ネットワークデバイスのユニット構
成が違います。ユニット構成を確認し再度実行してください。 

や 

“ユニット種別が違います。” 指定されたファイルのマスタユニット種別が違います。正しいファイルを指定
してください。 

“リードオンリーのパラメータのため編集
できません。” 

読出し専用パラメータのため編集できません。 ら 

“レスポンス受信に失敗しました。” レスポンスの受信に失敗しました。再度実行してください。 

“割り付け可能なエリアがありません。” メモリブロックに割り付け可能なエリアがありません。メモリブロックのサイ
ズを確認し再度実行してください。 

“割り付け可能な最大チャネル数をオーバ
ーします。” 

マスタユニットに割り付け可能な最大チャネル数をオーバーします。割り付け
可能なチャネル数内で再度設定してください。 

わ 

“割付チャネルが正しくありません。” 割付チャネルが正しくありません。設定可能範囲内で正しく設定してくださ
い。 
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順 エラーメッセージ 内容 

“Bit-Strobe に有効な I/Oデータがあ
りません。” 

Bit-Strobeコネクションに有効な I/Oデータがありません。正しいサイズを設
定してください。 

“Bit-Strobe の INデータサイズが正し
くありません。” 

Bit-Strobeコネクションの I/Oサイズが正しくありません。8バイト以内で設定
してください。 

“Bit-Strobeコネクションの I/Oサイズ
が正しくありません。” 

Bit-Strobeコネクションの I/Oサイズが正しくありません。8バイト以内で設定
してください。 

“Bus-Offが発生しました。” Bus-Offが発生しました。ネットワークを確認し、再度オンライン処理を実行
してください。 

“COS に有効な I/Oデータがありま
せん。” 

COSコネクションに有効な I/Oデータがありません。正しいサイズを設定して
ください。 

“COSとCyclicコネクションは同時に
指定できません。” 

COSコネクションと Cyclicコネクションは同時に指定することはできませ
ん。 

“Cyclic に有効な I/Oデータがありま
せん。” 

Cyclicコネクションに有効な I/Oデータがありません。正しいサイズを設定し
てください。 

“I/Oサイズが正しくありません。” I/Oサイズが正しくありません。正しいサイズを設定してください。 

“I/Oデータが存在しないデバイスで
す。” 

I/Oデータが存在しないデバイスのため、スキャンリストに登録することはで
きません。 

“IN/OUTサイズは偶数バイトを指定
してください。” 

IN/OUTサイズが偶数バイトではありません。偶数バイトで設定してくださ
い。 

“PLC種別が違います。” 装着 PLCの種別が違います。正しく設定し再度実行してください。 

“Poll と COS/CyclicのOUT設定が一
致していません。” 

Pollコネクションと COS/Cyclicコネクションの OUTサイズが一致していませ
ん。 OUTサイズを同じサイズに設定してください。 

“Poll に有効な I/Oデータがありませ
ん。” 

Pollコネクションに有効な I/Oデータがありません。正しいサイズを設定して
ください。 

“Recv buffer overflow” EDSファイルで定義されているデータサイズよりも大きなサイズのレスポン
スデータを受信しました。デバイスメーカにご確認ください。 

英
数
字 

“16進文字列で入力してください。” 16進文字列で入力してください。 
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付－2 トラブルシューティング 
 

現象 対策 

PCMCIAカード使用時オンライン
にならない。 

以下の原因が考えられますので、対策をしてください。 

（1） PCMCIAカードが正しく認識されていない。「コントロールパネル」→「シ
ステム」→「デバイスマネージャ」→「SST Devices」に「3G8E2-DRM21-V1」
または「5136-DNP-PCM(n)」（nは PCMCIAスロットの番号）が存在し、その
「プロパティ」→「リソース」の設定が正しく空きエリアに設定されているこ
とを確認してください。PCMCIAカードが正しく認識されていない場合は、
カードを装着し直すか、それでも変わらない場合は、PCMCIAカードのイン
ストールをもう一度やり直してください。 

（2） 上記リソースの設定と、カードのドライバ設定での設定値が異なる。カード
のドライバ設定ソフト（3G8xx-DRM21 Configuration）で正しい値を設定し直
してください。 

ネットワークの「アップロード」を
実行すると表示されないデバイス
がある。 

以下の原因が考えられますので、対策をしてください。 

（1） マスタで「構成異常」または「照合異常」が発生している。マスタユニットで
「構成異常」または「照合異常」が発生している場合は、そのスレーブから正
しく情報を読み出せない場合があります。あるいは、マスタユニットの電源
を OFFした状態で、マスタパラメータを作成し、それをマスタユニットに書
き込んでから、「デバイス一覧」を実行してください。 

（2） ネットワークが不安定。ノイズ、断線、接触不良、コネクタネジの緩み、コ
ネクタが抜けかかっている等の原因により、ネットワークが不安定になって
いる場合は、正しく通信ができないために、デバイスが表示されないことが
あります。上記項目を確認してください。 

（3） ネットワークの負荷が高い。以下のような場合はネットワークの負荷が高く
なるため、DeviceNetコンフィグレータの通信がタイムアウトする場合があ
り、デバイスが表示されないことがあります。 

・1ネットワークに複数のマスタを接続している。 

・多点数のスレーブを接続している。 
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付－3 異常履歴の異常情報 
 

ここでは、異常発生時にマスタユニット内に記録される異常履歴の異常情報と、詳細
情報、DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□）の「デバイスモニタ」－「異常履歴表
示」で表示されるメッセージの詳細を示します。 

付－3－1 CVM1-DRM21-V1、C200HW-DRM21-V1の場合 
詳細情報(Hex) 

異常コード
(Hex) 上位 2桁 下位 2桁 

異常内容 「内容」 
マスタユニット
前面 7セグメン
ト LEDコード 

0002 PLCインタフェース異常 PLC I/F異常が発生しました。 F6 

0006 PLCとの初期処理異常 PLCとの初期処理で異常が発生しまし
た。 

F5 

000B 

マスタユニット前
面 7セグメント
LEDコード 

エラーノードアドレ
ス 

ルーチングテーブル異常 ルーチングテーブルのデータが異常で
す。 

E5 

0101 ネットワーク
未加入 

自ノードがネットワークに加入できてい
ないため、送信しようとしたレスポンス
メッセージを破棄しました。 

－ 

0103 自ノード未加
入 

送信エラーが発生したため、送信しよう
としたレスポンスメッセージを破棄しま
した。 

－ 

0109 相手ノードビ
ジー 

相手ノードがビジー状態のため、送信し
ようとしたレスポンスメッセージを破棄
しました。 

－ 

0112 

相手ノードアドレ
ス 

送信レスポ
ンスメッセ
ージ破棄 

ヘッダ不正 メッセージのヘッダ情報が不正のため、
送信しようとしたレスポンスメッセージ
を破棄しました。 

－ 

0117 受信バッファ
ファイル 

自ノードの内部受信バッファが満杯のた
め、受信したレスポンスメッセージを破
棄しました。 

－ 

0118 

送信元ノードアド
レス 

受信レスポ
ンスメッセ
ージ破棄 

不正メッセー
ジ 

不正なメッセージを受信したため、その
メッセージを破棄しました。 

－ 

0119 相手ノードアドレ
ス 

フレーム識別子
（PLC本体が FINS
コマンド発行時に設
定する値。ユーザに
は無関係。） 

送信レスポ
ンスメッセ
ージ破棄 

自ノードビジ
ー 

自ノードがビジー状態のため、送信しよ
うとしたレスポンスメッセージを破棄し
ました。 

－ 

0701 コンフィグレーション異常 コンフィグレーションデータ異常が発生
しました。 

E8 

0702 I/Oエリア重複 スレーブの I/Oエリアに重複がありまし
た。 

d0 

0703 I/Oエリア範囲オーバー スレーブの I/Oエリアが有効な割り付け
範囲を超えました。 

d1 

0704 未サポートスレーブあり 未サポートスレーブ局が接続されまし
た。 

d2 

0705 照合異常（スレーブ不在） スキャンリストに登録されているスレー
ブ局が存在しませんでした。 

d5 

0706 照合異常（スレーブ I/Oサイ
ズ不一致） 

スレーブ局の I/Oサイズが登録されてい
る情報と一致しませんでした。 

d5 

0707 通信異常 リモート I/O通信において通信異常が発
生しました。 

d9 

0708 スキャンリスト操作不能 スキャンリストの操作ができませんでし
た。 

C0～C5 

0709 PLC装着異常 PLC装着異常が発生しました。 E4 

0781 ノードアドレス重複 他のノードとノードアドレスが重複しま
した。 

F0 

0782 Busoff検知 BusOffが発生しました。 F1 

0783 通信電源供給なし 通信電源が供給されていません。 E0 

0784 

マスタユニット前
面 7セグメント
LEDコード 

エラーノードアドレ
ス 

送信タイムアウト 送信タイムアウトが発生しました。 E2 
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付－3－2 CS1W-DRM21(-V1)の場合 
詳細情報 異常コード 

(HEX) 
異常内容 

1バイト目 2バイト目 

EEP- 
ROM 

0001 CPUユニットWDT異常 00 Hex 00 Hex ○ 

0002 
CPUユニットサービス監視異常 
（CPUユニットからのサービスが一定時間ありません。） 

監視時間(ms) ○ 

0006 その他の CPU異常 
ビット 14 : ユニット番号二重設定 
ビット 11 : 登録 I/Oテーブルに該当号機なし 

その他のビットはシステム予約 

○ 

000F CPUユニット初期処理異常 00 Hex 00 Hex ○ 

0011 イベントタイムアウト MRC SRC ○ 

0012 CPUユニットメモリ異常 
01 Hex: 読み出しエラー 
02 Hex: 書き込みエラー 

03 Hex: 
ルーチングテーブル 
04 Hex: 
CPU高機能ユニットシステ
ム設定エリア 
05 Hex: 
高機能ユニット割付リレー
／DMエリア 

○ 

0101 
自局がネットワークに加入していないので送信 
不可 

× 

0105 ノードアドレス設定異常のため送信不可 × 

0106 ノードアドレス重複異常のため送信不可 × 

0107 
相手局がネットワークに加入していないので送信 
不可 

FINSメッセージ通信の場合 
コマンドの場合 
 ビット 15: OFF 
 ビット 14～8: SNA 
 ビット 7～0: SA1 
レスポンス 
 ビット 15: ON 
 ビット 14～8: DNA 
 ビット 7～0: DA1 
 
Explicitメッセージ通信の場合 
コマンドの場合 
 ビット 15: OFF 
 ビット 14～8: 0 
 ビット 7: ON 
 ビット 6～0: コマンド発行元ノードアドレス 
レスポンスの場合 
 ビット 15: ON 
 ビット 14～8: 0 

 ビット 7: ON 
 ビット 6～0: コマンド発行元ノードアドレス 

× 



付－3 異常履歴の異常情報 
 

付-9 

付 

付
録 

 
詳細情報 異常コード 

(HEX) 
異常内容 

1バイト目 2バイト目 

EEP- 
ROM 

0108 
ユニット番号に対応するユニットがないため 
送信不可 

× 

0109 相手局がビジー状態のため送信不可 × 

010B 

CPUユニット異常のため送信不可 

[原因] 
以下の理由によりフレーム破棄 
・サイクリックサービス監視タイムアウト発生中 
・CPUユニットWDT異常中 
・その他 CPUユニットが異常中 

× 

010D 
ルーチングテーブルに宛先アドレスが未設定の 
ため送信不可 

× 

010E ルーチングテーブル未登録のため送信不可 × 

010F ルーチングテーブル異常のため送信不可 × 

0110 中継回数オーバーのため送信不可 × 

0111 
コマンドが最大コマンド長を超えているため 
送信不可 

× 

0112 ヘッダ異常のため送信不可 × 

0117 内部受信バッファフルのためパケット廃棄 × 

0118 不正パケット廃棄 

FINSメッセージ通信の場合 
コマンドの場合 

 ビット 15: OFF 
 ビット 14～8: SNA 
 ビット 7～0: SA1 
レスポンスの場合 
 ビット 15: ON 
 ビット 14～8: DNA 
 ビット 7～0: DA1 
 
Explicitメッセージ通信の場合 
コマンドの場合 
 ビット 15: OFF 
 ビット 14～8: 0 
 ビット 7: ON 
 ビット 6～0: コマンド発行元ノードアドレス 
レスポンスの場合 
 ビット 15: ON 
 ビット 14～8: 0 
 ビット 7: ON 
 ビット 6～0: コマンド発行元ノードアドレス 

× 

0120 予期せぬルーチングエラー × 

0123 内部送信バッファフルのためパケット廃棄 × 

0124 最大フレーム長を超えているためルーチング不可 × 

0125 レスポンスタイムアウトによりパケット廃棄 

FINSメッセージ通信の場合 
コマンドの場合 
 ビット 15: OFF 
 ビット 14～8: SNA 
 ビット 7～0: SA1 
レスポンスの場合 
 ビット 15: ON 
 ビット 14～8: DNA 
 ビット 7～0: DA1 
 
Explicitメッセージ通信の場合 
コマンドの場合 
 ビット 15: OFF 
 ビット 14～8: 0 
 ビット 7: ON 
 ビット 6～0: コマンド発行元ノードアドレス 
レスポンスの場合 
 ビット 15: ON 
 ビット 14～8: 0 

 ビット 7: ON 
 ビット 6～0: コマンド発行元ノードアドレス × 

021A 設定テーブル論理異常 00 Hex 

0A Hex: 
マスタスキャンリスト 
0B Hex: 
スレーブスキャンリスト 
0C Hex: 
メッセージ監視タイマリスト 

○ 

0211 ノードアドレス重複 00 Hex 自ノードアドレス × 

0300 パラメータエラーによるパケット廃棄 
0101Hexなどの 0101HexなどのFINS/Explicit パケット廃棄の詳
細コードと同じ 

× 

0340 Busoff検知 00 Hex 00 Hex × 
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詳細情報 異常コード 

(HEX) 
異常内容 

1バイト目 2バイト目 

EEP- 
ROM 

0341 ネットワーク電源異常 00 Hex 00 Hex × 

0342 送信タイムアウト 00 Hex 00 Hex × 

0343 構成異常 

01 Hex: 
I/Oエリア重複 
02 Hex: 
I/Oエリア範囲オーバー 
03 Hex; 
未サポートスレーブ 

スレーブノードアドレス × 

0344 照合異常 

01Hex： 
スレーブ不在 
02Hex： 
ベンダー不正 
03Hex： 
デバイスタイプ不正 
04Hex： 
プロダクトコード不正 
05Hex： 
コネクション未サポート 
06Hex： 
I/Oサイズ不一致 
07Hex： 
コネクションパス不正 

スレーブノードアドレス × 

0345 リモート I/O通信異常 

01 Hex: 
マスタ機能 
02 Hex: 
スレーブ機能 

マスタ機能の場合: 
スレーブノードアドレス 
スレーブ機能の場合: 
マスタノードアドレス 

× 

0346 リモート I/O通信異常によりリモート I/O通信停止

01 Hex: 
リモート I/O通信異常 
02 Hex: 
ネットワーク電源異常 
03 Hex: 
送信タイムアウト 

リモート I/O通信異常の場合: 
スレーブノードアドレス 
電源異常の場合: 
自(マスタ)ノードアドレス 
送信タイムアウトの場合: 
自(マスタ)ノードアドレス 

× 

0347 I/Oリフレッシュ異常 

01 Hex: 
マスタ機能 
02 Hex: 
スレーブ機能 

00 Hex × 

0348 
新規リクエスト受信のためメッセージ 
廃棄 

0101Hexなどの FINS/Explicit パケット廃棄の詳細コードと同じ × 

0601 高機能ユニット異常 不定 ○ 

0602 高機能ユニットメモリ異常 
01 Hex: 読み出しエラー 
02 Hex: 書き込みエラー 

06 Hex: 
 異常履歴 
09 Hex: 
 Identity情報 
0A Hex: 
 マスタスキャンリスト  
0B Hex: 
 スレーブスキャンリスト  
0C Hex: 
 メッセージ監視タイマリスト 
0D Hex: 
 通信サイクル時間設定値 

○ 
(注) 

注：異常履歴エリア(EEP-ROM)がメモリ異常の場合は、EEP-ROMへの異常登録を行われません。 
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付－4 ユニット交換時の操作 
 

DeviceNetコンフィグレータによってデバイスパラメータをファイルとして保存して
おけば、故障などでユニット（マスタユニット、スレーブユニット）を交換したとき
に、保存しておいたファイルをユニットに書き込むことで、再設定の手間を省くこと
ができます。 

 

■ デバイスパラメータのバックアップ 

DeviceNetネットワークが正常に動作しているときに、以下の操作によって、オンラ
インで実際のユニット内のデバイスパラメータをアップロードして、バックアップし
ておきます。 

1 DeviceNetコンフィグレータを DeviceNetネットワークに接続します。 

2 DeviceNetコンフィグレータをオンラインにし、バックアップ対象のデバイスを選
択の上、「デバイス」－「パラメータ」－「アップロード」を選択します。 

3 「はい」ボタンをクリックします。 

アップロードが実行されます。 

4 対象デバイスを選択の上、「デバイス」－「パラメータ」－「保存」を選択し、デ
バイスパラメータをファイル（拡張子.dvf）に保存します。 

■ ユニット交換後のデバイスパラメータの書き込み 

ユニット交換後は、ファイルに保存されているデバイスパラメータを読み出して、オ
ンラインで実際のユニットに書き込みます。 

1 DeviceNetコンフィグレータを DeviceNetネットワークに接続します。 

2 「デバイス」－「パラメータ」－「読出」を選択し、保存されているデバイスパラ
メータファイルを読み出します。 

3 対象デバイスを選択し、「デバイス」－「パラメータ」－「ダウンロード」を選択
します。 

4 「はい」ボタンをクリックします。 

ダウンロードが実行されます。 
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参 考 

 

形 CS1W-DRM21(-V1)（CSシリーズ DeviceNetユニット）の場合は、以下の方法で
も、そのデバイスパラメータをバックアップすることが可能です。 

方法①コンフィグレータでアップロードしたデバイスパラメータファイルをメモリカ
ードを介して DeviceNetユニットに書き込む方法： 

コンフィグレータでアップロードしたデバイスパラメータファイル（拡張子.dvf）
をメモリカードアダプタ形 HMC-AP001を介してメモリカードにファイル名
DNnnBKUP.dvf (nn:ユニット番号(16進で 2桁))で保存し、それをCPUユニットに装
着して、ソフトスイッチの「ユニット設定ファイルのリストア」スイッチ（nCH ビ
ット 14）を OFF→ONにすることで、設定データを DeviceNetユニットにリストア
することが可能です。 

 

方法②コンフィグレータを使用せず、メモリカードのみでデバイスパラメータファイ
ルをバックアップし、DeviceNetユニットに書き込む方法： 

1 ソフトスイッチの「ユニット設定ファイルのバックアップ」スイッチ（nCH ビッ
ト 15）を OFF→ONにすることで、DeviceNetユニット内部の設定データをユニッ
ト設定ファイルとしてメモリカードに保存します。 

2 ソフトスイッチの「ユニット設定ファイルのリストア」スイッチ（nCH ビット 14）
を OFF→ONにすることで、メモリカード上のユニット設定データファイルを
DeviceNetユニットに書き込みます。 
注：上記のユニット設定ファイルは、コンフィグレータで作成するデバイスパラメータフ

ァイルと、データ内容が互換です。 
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付－5 CSシリーズ CPU装置上の形 C200HW-DRM21を 

形 CS1W-DRM21(-V1)に置き換える場合の置き換
え方法 

 

CSシリーズ CPU装置に形 C200HW-DRM21を装着して、スキャンリスト有効モード
で動作していたシステムにおいて、形 C200HW-DRM21をマスタ機能の形
CS1W-DRM21(-V1)に置き換える場合、以下の方法によって、置き換えてください（形
C200HW-DRM21のデバイスパラメータデータを、マスタ機能の形CS1W-DRM21(-V1)

に移植します）。 
注：I/O割付の情報は、固定割付でも自由割付でも、現在形 C200HW-DRM21で動作している情

報が読み出され、形 CS1W-DRM21(-V1)に移植されます。したがって、ラダープログラム
上のアドレスの変更は不要です。 

 

ただし、ラダープログラム上でのステータスエリアのアドレスは、形
CS1W-DRM21(-V1)に合わせて変更することが必要です。また、メッセージ通信の機
能に関しても同様にラダープログラムの変更が必要となります。詳細は、形
CS1W-DRM21(-V1)のユーザーズマニュアル（No.SBCD-314）の「付-1  C200H用
DeviceNetユニットとの割付エリアの相違点」を参照してください。 

1 既存のシステム構成のまま（形 C200HW-DRM21ユニットを装着したまま）、オン
ラインにしてネットワーク構成のアップロードを行う（「ネットワーク」－「アッ
プロード」による）か、または従来のコンフィグレータ（Ver.1.□□）で作成した
ネットワーク構成ファイル（拡張子.ntf）をインポートします（「ネットワーク」
－「インポート」による）。 

2 形 C200HW-DRM21のデバイスパラメータファイル（拡張子.dvf）を保存します。 

3 コンフィグレータ内部のネットワーク構成ウィンドウ（仮想ネットワーク）から、
形 C200HW-DRM21を削除します。 

4 ネットワーク構成ウィンドウ（仮想ネットワーク）に、新たに、形 CS1W-DRM21

を追加します。 

5 形 CS1W-DRM21(-V1)のノードアドレスを、手順 3で削除した形 C200HW-DRM21

のノードアドレスに設定します。 

6 ネットワーク構成ウィンドウ（仮想ネットワーク）上の形 CS1W-DRM21を選択の
上、手順 2で保存しておいた形 C200HW-DRM21のデバイスパラメータファイル
（拡張子.dvf）をインポートします（「デバイス」－「パラメータ」－「インポー
ト」による）。（自動的に形 CS1W-DRM21(-V1)のマスタ機能が有効となります。） 

7 （PLC本体の電源を OFFにして）実際の形 C200HW-DRM21ユニットを形
CS1W-DRM21(-V1)ユニットに差し替えます。 

8 PLC本体の電源を ONにします。 

9 コンフィグレータをオンラインにします。 



付－5 CSシリーズ CPU装置上の形 C200HW-DRM21を 

形 CS1W-DRM21(-V1)に置き換える場合の置き換え方法 
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10 ネットワーク構成ウィンドウ（仮想ネットワーク）上の形 CS1W-DRM21を選択の
上デバイスパラメータを実際の形 CS1W-DRM21(-V1)ユニットにダウンロードしま
す（「デバイス」－「パラメータ」－「ダウンロード」による）。 

これにより、形 C200HW-DRM21のデバイスパラメータデータが、形
CS1W-DRM21(-V1)に移植されます。 

従来のコンフィグレータ（Ver.1.□□）で、リモート I/O自由割付エリアとして指定
した入出力（CIO）、保持リレー（HR）、データメモリ（DM）エリアは、各々、
CS1上の同一アドレスに割り当てられます。ただし、リンクリレーLR00～63CHは、
CIOの 1000～1063CHに割り当てられます。 



付－6 形 C200HW-DRT21をスレーブ機能の形 CS1W-DRM21(-V1)に置き換える場合の
置き換え方法 
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付－6 形 C200HW-DRT21をスレーブ

機能の形 CS1W-DRM21(-V1)に

置き換える場合の置き換え方法 
 

CSシリーズ CPU装置に形 C200HW-DRT21（C200H用 I/Oリンクユニット）を装着し
て、高機能 I/Oユニット割付リレーエリアまたはコンフィグレータ（Ver.1.11以降）に
よる Read/Writeエリアの設定をしていたシステムにおいて、形 C200HW-DRT21をス
レーブ機能の形 CS1W-DRM21(-V1)に置き換える場合、以下の方法によって、置き換
えてください（形 C200HW-DRT21のデバイスパラメータデータを、スレーブ機能の形
CS1W-DRM21(-V1)に移植します）。 

1 既存のシステム構成のまま（形 C200HW-DRT21を装着したまま）、オンラインに
してネットワーク構成のアップロードを行う（「ネットワーク」－「アップロード」
による）か、または従来のコンフィグレータ（Ver.1.□□）で作成したネットワー
ク構成ファイル（拡張子.ntf）をインポートします（「ネットワーク」－「インポ
ート」による）。 

2 形 C200HW-DRT21のデバイスパラメータファイル（拡張子.dvf）を保存します。 

3 コンフィグレータ内部のネットワーク構成ウィンドウ（仮想ネットワーク）から、
形 C200HW-DRT21を削除します。 

4 ネットワーク構成ウィンドウ（仮想ネットワーク）に、新たに、形 CS1W-DRM21

を追加します。 

5 形 CS1W-DRM21(-V1)のノードアドレスを、手順 3で削除した形 C200HW-DRT21

のノードアドレスに設定します。 

6 ネットワーク構成ウィンドウ（仮想ネットワーク）上の形 CS1W-DRM21を選択の
上、手順 2で保存しておいた形C200HW-DRT21のデバイスパラメータファイル（拡
張子.dvf）をインポートします（「デバイス」－「パラメータ」－「インポート」
による）。（自動的に形 CS1W-DRM21(-V1)のスレーブ機能が有効となります。） 
注：形 CS1W-DRM21(-V1)のマスタ機能を使用しない場合は、マスタ機能を無効にします

（「プロパティ」－「ユニット機能」による）。 

7 （PLC本体の電源を OFFにして）実際の形 C200HW-DRT21ユニットを形
CS1W-DRM21(-V1)ユニットに差し替えます。 

8 PLC本体の電源を ONにします。 

9 コンフィグレータをオンラインにします。 



付－6 形 C200HW-DRT21をスレーブ機能の形 CS1W-DRM21(-V1)に置き換える場合の
置き換え方法 
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10 ネットワーク構成ウィンドウ（仮想ネットワーク）上の形 CS1W-DRM21を選択の
上デバイスパラメータを実際の形 CS1W-DRM21(-V1)ユニットにダウンロードしま
す（「デバイス」－「パラメータ」－「ダウンロード」による）。 

これにより、形 C200HW-DRT21のデバイスパラメータデータが、形
CS1W-DRM21(-V1)のスレーブ機能に移植されます。 

従来のコンフィグレータ（Ver.1.□□）にて、Read/Writeエリアとして指定した入出
力（CIO）、保持リレー（HR）、データメモリ（DM）、拡張データメモリ（EM）
エリア・バンク 0は、各々、CS1上の同一アドレスに割り当てられます。ただし、
リンクリレーLR00～63CHは、CIOの 1000～1063CHに割り当てられます。補助記
憶リレーAR0～27CHは、H100～127CHに割り当てられます。 
注： 形 C200HW-DRT21にてタイマ／カウンタ（TIM／CNT）エリアを Read/Writeエリアと

して指定している場合は、インポートすることはできません。 



付－7 PCMCIAカード用機器の外形寸法図 
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付－7 PCMCIAカード用機器の外形寸法図 
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生産中止（予定）機種一覧 
 

アプリケーションの重複する機種や、ニーズに合わなくなり、ここ数年ご注文がない機種につきまして
は整理・統合を実施させていただいています。今回生産中止対象機種をご紹介します。 

 

生産中止（予定）機種 
商品名称 商品形式 

Device Netコンフィグレータ 形 3G8F5-DRM21 

 

代替機種につきましては、別途お問い合わせください。 

 

 



本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に
安全性が要求される用途への使用をご検討の場合は、定格･性能に対し余裕を持った使い方やフェールセイフ等の安全対策へのご配慮をいただくとともに、当社営業担
当者までご相談いただき仕様書等による確認をお願いします。
本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、
承認（又は役務取引許可）が必要です。

●

●

Man. No. 2004年4月現在SBCD-316F 
○ OMRON Corporation 2003
お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください

 All Rights Reserved.C

オムロン商品のご用命は

オムロンFA機器の最新情報がご覧いただけます。
Industrial Webホームページ　http://www.fa.omron.co.jp/

インターネット情報サービス

●FAXによるお問い合わせは下記をご利用ください。
　テクニカルセンタ  お客様相談室　FAX 055-982-5051

●インターネットによるお問い合わせは下記をご利用ください。
　http://www.fa.omron.co.jp/support/　

●その他のお問い合わせ先
　納期・価格・修理・サンプル・承認図は貴社のお取引先、
　または貴社担当オムロン営業員にご相談ください。

●営業にご用の方も、技術お問い合わせの方も、フリーコールにお電話ください。
　音声ガイダンスが流れますので、案内に従って操作ください。

携帯電話・PHS等移動通信からのお電話は、お手数ですが、
TEL 055-982-5015（通話料がかかります）へおかけください。

クイック オムロン

営業統轄事業部
東京都品川区大崎1-11-1  ゲートシティ大崎ウエストタワー14F（〒141-0032）

【技術のお問い合わせ時間】
　■営業時間：9:00～12:00/13:00～19:00
　　　　　　 （土・日・祝祭日は9:00～12:00/13:00～17:00）
　■営 業 日：年末年始を除く

上記フリーコール以外に、055-977-6389（通話料がかかります）
におかけいただくことにより、直接FAシステム機器の技術窓口につながります。

【営業のお問い合わせ時間】
　■営業時間：9:00～12:00/13:00～17:30（土・日・祝祭日は休業）
　■営 業 日：土・日・祝祭日/春期・夏期・年末年始休暇を除く

標準在庫機種の緊急ご購入の際にご利用ください。

コンタクトセンタ　TEL：03-5825-2324  http://www.omron24.co.jp/

このマニュアルは古紙配合率100％の再生紙を使用しています
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